
        
            
                
            
        

    















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






　この俺、糸いと原はら斗とう真まには一つ年下の妹がいる。名前は糸原早さ紀き。

　つまり年子というやつである。

　年が近いこともあって、よく言い合いにはなる関係性だが、それでも両親が仕事で忙しいこともあって妹と力を合わせて生活を送っていた。

　普通に見れば、そこそこ仲のいい兄きょう妹だい関係だと思う。

「兄さん、明日うちに友達呼びたいんだけど」

　お互いに中学生生活を送っていたある日、妹からそんなことを切り出された。

「……俺に言っても意味なくね？　父さんか母さんに言わないと」

「言ったんは言ったんだけど、部屋綺き麗れいにして変なことしないなら好きにすればって」

「まぁ仕事でいないもんな。別に俺は構わないから、呼んだらいいぞ」

「うん、ありがと」

　特に断る理由もなかったので、承諾した。

　この選択が後々大きな影響を与えることになるなど全く知らずに──。

「こんにちは。お邪魔します」

「……お、おお。いらっしゃい。ゆっくりしていってくだ……さい」

　妹が連れてきたのは、どこかの芸能人かと思わせるような綺麗な女の子だった。

　綺麗な身なりだけでなく、こちらにも丁寧に頭を下げて挨拶までされて呆あっ気けにとられた。

「じゃあ、凛りんちゃんこっちの部屋ね！　兄さん、ジュースとお菓子持ってきてよ」

「ほいほい」

「そ、そこまでしなくても……私にはお構いなく」

「気にしなくて大丈夫ですよ」

　相手は年下であることも考えて、最初から敬語で話すつもりなどなかったのに、なぜか自然と敬語で話してしまうような雰囲気。

　その時から、彼女の雰囲気に取り込まれていたのかもしれない。

「ほい。お菓子とお茶」

「ありがとうございます！」

「あれ、ジュースじゃないの？」

「まともなものがチョコレートしかなかった。チョコレートにはお茶だろ？」

「ま、そりゃそうだ。ナイス選択」

「じゃあ俺は引っ込むから、あとはお二人でごゆっくり〜」

　最初はそれだけだった。

　彼女とは挨拶をしただけで、まともな会話一つすらもなかった。

　それが当たり前。

　そもそも、友達の友達が赤の他人であることは珍しくない。

　ましてや、異性である妹という年の近い家族の友達と仲良くなることなど滅多にあることではないのだから。

　最初こそは圧倒されたものの、特にその後は何を思うわけでもなくその時を過ごした。

　しかし、妹と彼女はとても仲良くなったようで、その後も定期的に家を訪ねて来るようになった。

　それに加え、妹の性格から、約束しているのになかなか用事で家に戻らなかったりすることが度々あった。

「ごめんね。あいつ約束を忘れるとかはないから、多分なんか用事で時間押してるんだと思う。すぐに帰ってくるから」

「いえいえ、お構いなく」

　どんな時にでもニコニコと笑顔を見せる。

　整いすぎた可か憐れんな顔が笑うのだから、可か愛わいくないはずがなく。

　目を合わせるとこちらが焦あせってしまうので、挙動不審な動きをしてしまう。

「……」

「……」

　そんなぎこちない空気にならざるを得ない二人だけの時間。

　その頃から俺と彼女、間ま宮みや凛との不思議な距離感の関係性が始まっていった。







「あ、そうそう。凛、兄さんと同じ高校に入学することになったんだよ」

「……そうなのか」

　春休みの終わり、明日から新学期というタイミングで妹からいきなりそのような話を切り出された。

　妹の口から出た名前の人物を俺自身もよく知ってはいる。

　本格的な受験シーズンに入ってからうちに来なくなったが、数カ月前まではよくうちに遊びに来ていた

　ちなみに妹は音楽を専攻する学校に進んだため、俺とは同じ高校にはならなかった。

「でも、俺が特にあの子と関わることは無くないか？　そもそもお前が連れてきたことで会ってどうもってくらいだし」

「まぁそうかもしれないけどさ。何かあったらよ」

　仲が良いが故に、かなり気にかけている。

　良い友情だが、いくら妹からの頼みでも、進んで関わりに行くことはしない。

　ただ、良い娘こであることは俺もよく分かっている。

　そのため困っているようであれば、何かサポートが出来る方が良いだろう。

　ただ、妹の考えているようなサポートをする関係の形とは、異なってしまうような気もする。

　ただただ同じ高校の先輩後輩、という形で支えることが出来ればと思った。











第１話






　春休みが明けて新学期。

　殆ほとんどの生徒は部活が毎日あるおかげで、生活リズムが崩れているということはないだろう。

　ただ、この俺は違う。

　部活にも入らず、小学生と同じように丸々一日休みである生活だった俺からすれば、相当きつい。

「よぉ、斗真。随分と眠そうだな」

「ほんと。しっかりしろよな」

　一時間目後の休み時間。

　起きてからずっと付いてくる眠気とぼんやりと戦っていると、友人二人が声をかけてきた。

　二人の名前は、真さな田だ遥はる輝きと西にし川かわ幸ゆき人とといい、高校に入ってから仲良くなった。

　それぞれ遥輝はサッカー部、幸人はバスケ部と運動バリバリのイケてる男。

　顔もイケメンで、誰にでも優しいので女子からの評判も相当いい。

　とは言っても、しっかりいい彼女が居て、まさにリア充って感じである。

　そんなやつらが友達で、しっかり気にかけてくれている俺もすごく恵まれているとは思うが。

「部活してないから、規則正しく起きる理由がなくてな。久々にちゃんとした時間に起きる生活になったら、眠くて仕方がない！」

「部活入れば解決する話じゃん！」

「ほんとそれよ。サッカーかバスケやってみれば？」

「バスケはボールが言うこと聞かん！　サッカーは足の筋をやっちまう！」

「体育を見る限り、そんな風には見えないんだけどな〜……」

　これは誤魔化す言い訳ではなく、本当の話である。

　足は球技とかしている相手でも、そこそこ負けないくらいには走ったり、持久走の体力もボチボチあるので、この二人はまぁまぁ運動が出来るという評価はしてくれているようだが。

　球技はともかく、バスケとサッカーは出来ない。

　状況に応じて動く位置が流動的になる球技は、特にセンスがない。

　まだバレーや野球など、それなりにポジションや状況によって何をやるか分かりやすい球技はマシなんだけども。

「部活もしてないし、春休みの間どうしてたんだよ」

「お前らとのＬＩＮＥだね」

「いやいや、言うてそれだけで一日潰れんやろ！　それに、俺たち部活してる間は返事返せないし」

「……寝てるかな？」

「マジで怠惰やな」

　バリバリ部活でメリハリの利きいた生活をしている二人からすれば、呆あきれるしかないだろうな。

「逆に聞くわ。部活して、俺たちで遊んだ以外にお前らこの春休み、何してた？」

「「彼女と勉強とかデート」」

「アーナルホド、ワカリマシタ」

　聞くんじゃなかったと後悔した。

　そりゃせっかく時間があるなら、俺とかと遊ぶ他に彼女がいるなら一緒に遊ぶに決まってる。

　というか、勉強もしっかりして高め合ってて、完璧過ぎるあたりも何かヤダ。

「お前も早く彼女作ればいいじゃん」

「簡単に言うなよ〜……」

「いや、彼女から女子事情色々聞くけどさ、お前の評価言うて悪くないぞ？　普通に気になる子に声かけてみりゃいいじゃん」

「気になる子ね……」

　クラスや学年、可愛い人や性格のいい子はたくさんいる。

　だが、特段気になる！　といった子はおらず、今に至る。

　当然、彼女が出来れば色々と変わることもあるだろうし、何よりこの二人が充実している姿を近くで見ているので、欲しくないわけがない。

「ちょっとでも気になってる人とかいないの？　付き合う付き合わないとか言う前に、そういうところから女子のこととかもっと知って、そこで初めていいなとか思うこともあるぞ？」

「おおう、めっちゃ正論……」

「せめて部活入ってりゃ、昨日入って来た後輩とかそういう今後の縁とかも期待出来たのになぁ……」

「うっ！」

　俺のことを真剣に考えてくれているからこそ出る言葉が、俺の心にグサグサ刺さる。

「確かに幸人の言うとおりかも。昨日、入学式前後の部活勧誘でも、結構可愛い子多かったぞ」

「彼女に怒られんぞ」

「まぁしゃーない。彼女がいても、可愛い子がいると、注目してしまうのは男の性さが」

　彼女が聞いていたら、間違いなく喧けん嘩かになりそうなことを平気で言っているので、出来れば近くに彼女がいないことを願っておこう。

　そんな中身があるのか無いのかよく分からない話をしていると、少しだけ教室がざわついている。

　何やら、外の廊下で何かがあるようだが、俺達は話が盛り上がっていたので、大して気にもしていなかった。

「おい、斗真。お前にお客さんだぞ！」

「へ？」

　まさか自分が大きな声で呼びかけられるとも思っていなかったので、素っ頓狂な声を上げてしまった。

　声をかけてくれたやつは、俺に何とも言えない顔をし、先程廊下の方を見てざわついていた女子は驚きと少しニヤッと笑っている。

（何なのだろう）

　新学期早々、無自覚に変なことをして教師に呼び出されたなど、悪い想像が浮かぶ。

　良いことなどでそれなり目立つことは、悪い気はしないが、先生に怒られて悪目立ちすることだけは避けたいが──。

　そんなことを思いながら、廊下に出てみると──。

「こんにちは。お久しぶりです」

「お、おお！　久しぶりやね」

「はい」

　そこに居たのは、少し前までは見慣れた妹の親友の姿であった。

「改めまして。無事入学しました。早さ紀きと仲良くさせていただいてます。間ま宮みや凛りんです」

「う、うん。妹から話は聞いてるよ。入学おめでとう」

　まさか会いに来るとは思っていなかったため、こちらもしどろもどろになりながら話を進めた。

　以前とは違って、うちの高校の制服に身を包み、より大人っぽくなっている。

　もともと綺き麗れいな顔立ちをしているだけに、直視することが難しいくらいの魅力は健在どころかその威力を増している。

「はい、ありがとうございます！　お、お兄さ……あっ」

　以前のように話そうとして、途中でまずいことに気がついたのか、きゅうっと顔が赤くなった。

「ご、ごめんなさい……。ここでその言い方はまずいですよね」

「いや、そのほうが呼びやすいだろうし、それで大丈夫だよ。気にしないで」

「はい」

　彼女は俺のことを妹と同じように呼んでいた。

　もちろんそれは変なことではないし、むしろ自然なことだと感じている。

　本人からすれば、少し恥ずかしいかもしれないが、今から無理して言い方を変える必要もないと思う。

「この高校では、俺が一年先輩だから何か分からないこととか困ったことがあったら遠慮なく相談してね」

「はい！　頼りに……してます。〝あの時〟みたいにまたお願いします」

「……あの時ってそんなに大したことはしてないよ？」

[image: ]

「……そうやってすぐとぼける」

　そう言って彼女は少しだけいじけたような表情を見せる。

　こうして再会するのは久々だが、彼女のこういった仕草は何も変わらない。

　本当にずるいと思う。

「ほらほら、休み時間が終わるから。次の授業の準備しないと間に合わんよ？」

「……はい」

　何とか気を取り直して、次の授業の準備をさせるために送り出した。

「……」

　……少し時間が経たてば、何もかも忘れてどうでも良くなって終わると思っていた。

　どうやら、俺と彼女の事情はそんな単純なものではなくなってしまっているようだ。











第２話






　まさかの訪問に、すっかり目も覚めた。

　もちろんこの先、いつかは学校のどこかで会ったりすることはあると思っていたが、このような形で最速で再会するとは思っていなかった。

　しかも、会う形が大胆すぎてクラスメイト全員にこの現場を見られてしまった。

　彼女が、次の授業の準備へと向かったのを見送った後、自分の席に戻るまでの間に変な注目を言うまでもなく浴びた。

「斗真〜？　あの子は一体どういうことかな？」

「さっきまで彼女欲しいっていう話は何だったんだよ！」

　席に戻ると、早速二人からの質問攻めが始まる。

「いや、そんなお前らの思うような関係じゃないって」

「そんなわざわざ隠そうとする必要なくね？　わざわざ会いに来るくらい熱々なのに、隠すのも無理だぞ」

「本当にそういう関係じゃないんだってば……」

　校内への噂うわさの広がり方はえげつないので、どんなに友人でもはっきり否定しておかなければならないことはしておく必要がある。

　……特に恋バナは。

　あの子の容姿なら、すでに高い注目を浴びているに違いないし、恋愛事情も気になるはず。

　ありもしない噂が入学早々広がって、あの子の友達とかにも広がると、あの子にとって困ったことになることは確実なのだから。

「じゃあ、何でわざわざお前に会いに来たんだ？」

「妹の一番仲が良い友達なんだよ」

「それだけでお前に挨拶に来るのか？」

「まぁ家に遊びに来たときとか、会ったりしてたからだな」

　否定することはあっても、友人に対して話すことは何も隠さなくても良いので、素直に全て話す。

「なーるほど、純粋に人の良い感じの子なのか？」

「いやほんとその通り。何で妹と一番仲が良いのか、未いまだによく分かってない」

「お前が噓うそをつくことはないだろうから、マジなんだろうけど……」

「だろうけど？」

「ぶっちゃけ気になったりしないの？　あの子すごく可か愛わいいぞ。正直なとこ、それなりに有名になるくらいには。それで性格もいいんだろ？」

「そうね……」

　その言葉は確かにそうなのだが。

　俺だって、この二人の立場ならそういう言葉をかけたに違いない。

　確かに、あの子は非の打ち所が無くて、とても魅力的。

　それは、中学から見ている俺は理解しているつもりだった。

　でも踏み込めない。踏み込もうとは思わない。

　そしてその理由は──。

「まぁ、妹の友達だからねぇ。そういうことはあり得ないよ」

　この言葉が全てである。

　そもそも、年の近い兄きょう妹だいの友達と仲良くなるということ自体が、非常にレアなことだと思う。

　そして俺も妹も、中学から高校と、思春期真まっ只ただ中なか。

　色々と隠したいこともあるし、触れられたくないこともあるはず。それも異性だから尚なお更さらのはず。

　それでも素直さは変わることなく、何でも話してくれるし、協力してくれる妹。

　そんな妹の大切な親友に、そんな気持ちを抱いて接することなど、していいわけがない。

　妹がどれだけ傷つくか、想像することは出来ない。

　そして何より、妹同様に信頼してくれているあの子が困るようなことはしたくない。

　この二人を困らせれば、関係性が崩壊するかもしれない。

　学校が異なっても、お互いに支え合えるような関係性を壊すような愚かな兄にはなりたくない。

「……何か面倒な事情があるってことが、お前の顔見てりゃ分かるわ」

「だな。まぁこれ以上は聞かないでおくわ」

「すまん。理解が早くて本当に助かるわ」

　いつも軽いノリの二人だが、大事な時はすぐに察して気を遣ってくれる。

　どこまでも俺にとって、恵まれすぎた友人でしかない。

　話が一通り落ち着くと、二時間目の授業を知らせるチャイムが鳴った。

　それぞれ席を立って話をしていた生徒たちが一斉に自分の席に戻って授業の態勢に入る。

「はーい。二年生の古文を担当します──」

　新学期恒例の、科目担当の自己紹介が始まっている。

「凛ちゃんね……」

　妹の親友で、自分にとっても多少なりとも近い存在になったこと。

　そして妹の親友であるからこそ、普通に年の近い女の子という存在ではなくなった。

　近いからこそ、知っていることもある。

　だからこそ、色んなことを考えてしまう。

（早紀に、凛ちゃんに声かけてもらったことを報告しておかないとな……）

　数日前からずっと俺に凛ちゃんの事を話していて、気になっていることは間違いない。

　このことを話せば、きっとこれから俺が凛ちゃんを助けやすくなったと安心して喜ぶことだろう。

　そしてあくまで俺は、妹が大切にする友達を助けられるような存在だけでありたいところだ。

　そうすることで、何も波風が立たず良い流れが出来るはずだ。











第３話






　放課後になると、部活もしていないので颯さっ爽そうと帰宅する。

　二年生にもなると、部活で中心人物になっていかないといけないこともあって、友人たち含め皆が頑張っているのに何たる体たらく。

　ただ、二人に話したときのように別に球技はやらないにしても、部活をするか自体はかなり迷った。

　しかし、中学の頃に部活で怪け我がをして、どんなことをするにしても大変だったこともあってしないことにした。

　まだ体験入部などを考えていない一年生が同じように帰っているので、その中に混じってあたかも同じ群れのように見せかけながら帰った。特に意味はないけれども。

　そして家に戻ると、まずは洗濯物をすべて取り込む。

　家族とはいえ、女性陣の洗濯物には出来るだけダイレクトに触れないようにしながら。

　その後は、食材とレシピ本が用意されているのでぼちぼち夕食の準備を始める。

「ただいまー」

「おかえり」

　そうしていると、妹が帰ってきた。

「あ、私も手伝うよ」

「その前に自分の洗濯物と母さんの洗濯物の整理だけしといてくれ」

「はーい」

　妹は素直に、先程取り込んだ山盛りの洗濯物を整理し始めた。

「今日、凛りんちゃんがわざわざ会いに来て挨拶してくれたぞ」

「え、マジか！」

「うん。良い意味で変わらないな」

「制服姿可愛いでしょ？　私は先に写真見せてもらってるから分かるけど」

「すごく似合ってた。というか、逆に似合わないものが無さそう」

　彼女の話を出すと、妹のテンションが一気に上がった。

　まるで、自分のことを自慢するかのように話をしている。

「そっか、兄さんのクラスどこって聞いてきたからワンチャン会いに行くのかなって思ってたけど……。嬉うれしかったでしょ？」

「うん……まぁビックリした」

「何よ、そのキレのない返事は！　あんな可愛い子に会いに来てもらってさ！」

「そりゃそうではあるんだけど」

　確かに、妹がそう言うのは分かる。

　でも、この言葉からも分かるように、妹は俺が一切凛ちゃんに恋愛的な感情を持たないことを前提に話している。

　妹は良くも悪くも、考え方が非常にシンプル。

　俺があの時考えたように、周りの目とかをそれほど意識するタイプではない。

　その大胆さにあっけにとられることもあるが、俺からすれば結構羨ましく思う部分でもあるが。

「何か他に話した？」

「えっと……。いや、短い休み時間の間に来てくれたから、挨拶だけだね。後、何かあればサポートするからってお前が言ってたことは伝えたよ」

「まぁそうだよね。そんな長話出来るような暇もないよね〜。というか、そもそもそんなに凛と話したことないもんね」

「そ、そうだな」

　妹は、俺と凛ちゃんが少しでも話をして接触出来たことに満足そうな反応を見せている。

　そのためか、最後に俺が言い淀よどんだことを気が付かなかった。

　妹は、俺と凛ちゃんが自分の目の前でのみ少し話しているだけのいわゆる顔見知りレベルくらいだと思っている。

　それぐらいの関係性で、がっつりめに助けてあげてほしいとか催促してくるあたりが、妹が大して深く考えていない証拠でもある。

「この高校生活で、私以上に凛と仲良くなったりしてね」

　そう明るく笑いながら、俺に話す妹。

　そうなるのではないかと、自うぬ惚ぼれるつもりは全くないが、実際にそうなることを考えると俺は何も笑えない。

　妹の知らないところで、俺と凛ちゃんはそれなりに会話をするくらいの仲にはすでになっている。

　妹がいない間の少しの時間の積み重ねで、段々とお互いに会話をすることが多くなっていった。

　けれども、そんな様子は妹の前では見せることはどちらもしなかったので、妹は何も知らないまま。

「まぁ流石さすがにそれは無いと思うぞ？」

　一言それだけ笑いながら言っておいた。

　そう言うと、妹は再び可愛らしい笑顔であははと笑う。

「凛、すごくモテるだろうなぁ。中学の頃でも凄すごかったもん」

「だろうな。早速、俺の学年でもびっくりするくらい可愛いってツレが言ってたわ」

「だよねー！　マネージャーの誘いとかも多いんだろうな〜！　何の部活に興味あるのか聞いてみよっと！」

　そう言うと、早速スマホを出して指を素早くフリックさせている。

　思い付いたらすぐ行動するところも、妹らしい。

　この性格のおかげで、凛ちゃんが何度もうちで待たされる時間が出来ていたわけだが。

　普通だったら「何だこいつ」ってなりそうなものだが、凛ちゃんはいつも笑顔でこう言っていた。

「それが早さ紀きの良いところなので。純粋に人が良くて明るくて」

　と色んな人が評価しているらしいので、悪いことではないのだろう。

「ふむ。部活はまだ未定だって。兄さんの部活事情聞いてきたから、くっそ怠惰な帰宅部って言っといたよ」

「事実だからしゃーないな」
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　煽あおりどうのこうの以前に、事実だから何を言われても、何をされても文句が言えない。

「って言うかさ」

「うん？」

「凛が結構兄さんのこと聞いてくるからさ、もう兄さんと凛が連絡先交換して話したら良くない？」

「[image: え゛]!?」

　ものすごい声が出た。どこからこんな声が出たのか、自分でも分からない。

「どんな声出してんの」

「ごめん、むせただけ。そこまでしなくてもいいんじゃない？　お前が伝えてくれればいいんだし」

「いや話すことならいくらでもあるし、そこから話すきっかけにもなるしいいじゃん」

「いやぁ……だけどなぁ……」

「凛、交換オッケーだってさ。ＩＤ教えておくから早めに追加してね」

「俺の意見無視かよ」

　やはり、妹の性格は大胆だし、何も考えていないのだと思われた。











第４話






　夕食の後、妹に教えてもらったＩＤをメッセージアプリの検索欄に入れることにした。

　夕食中も散々妹から、きちんと入れて仲良く話をするように何度も釘くぎを刺された。

　自慢の友達であることは分かるが、兄にここまで押してくれるやつが世の中に一体どれくらいいるのだろう。

　そんなことを思いながら、アルファベットと数字の組み合わさったＩＤを一文字ずつゆっくりと入力していく。

「お、出た」

　検索すると、凛と言う名前のアカウントがすぐに見つかった。

　シンプルな名前に、動物写真のアイコン。

　タッチして、そのページを開くと「友達追加」のボタンが表れる。

「……」

　すぐに追加ボタンをタッチしようとするが手が動かない。

　しかし、ここまで妹にもプッシュされているので、登録しないままで誤魔化すことは出来るはずもない。

　ゆっくりと、ボタンの部分にタッチする。

　同時に、友達追加したことを知らせる通知が届いた。

　─追加したよ。よろしくね─

　シンプルな挨拶を一言だけ送る。

　すると、すぐにあちらからも友達追加したことを知らせる通知とともにメッセージが届く。

　─追加するか、迷ったんじゃないんですか？─

　いきなり核心をつくようなメッセージが届いた。

　─さあ、どうかなー

　─いやいや、だって散々あの頃から交換の話出したら、はぐらかしてたじゃないですか！─

　適当にとぼけたふりで誤魔化そうと思ったが、しっかりバレている。

　凛ちゃんからは、何度か連絡先を交換してくれないかと言われたことがある。

　その度に、妹にバレたら微妙な感じになるし、何かあれば妹経由でなんとかなるやろと言って避けてきたが、今回ばかりはどうにもならない。

　─今回は早紀公認、高校には私達しかいませんから連絡も直接のほうがいいですもんね？笑─

　─……はい。その通りでございます─

　しっかり今まで避けるために使っていた口実も覚えているようだ。

　─ここでなら何も気にせずに、やりとりも出来ますよね？─

　─分からんぞ？　うちの妹なら平気で内容見るかもしれない─

　─……あながち否定が出来ないですね。でもバレた時は仕方無しです！─

「すっかり遠慮がなくなったなぁ」

　最初の頃は、何をするにしても恥ずかしそうにしていたが、良いのか悪いのか若干妹の性格に影響されつつあるような気がする。

　─まぁこうしてせっかく交換したし、仲良くしていこうや─

　─もちろん、そのつもりです。お兄さんにそのつもりがなくてもそうします─

　彼女の意志は固い。

　何度連絡先交換を避けられても、諦めないところからも分かることではあったが、一度決めたら曲げることがないな。

　─そうかい。で、高校生活の滑り出しはどうなんだい？─

　─今日、入学テストがありました─

　─ほー、手応えはどうだったの？─

　─お兄さんにたくさん教えてもらったところが多かったので、間違えるはずがありません─

　─たくさんってほどでもないけど─







　妹が待ち合わせ遅刻常習犯であることから、凛ちゃんが待っている間に勉強することはそんなに珍しいことじゃなかった。

　机に座ってひたすら学習に取り組む姿は、感心させられるものであった。

「頑張るね。はい、飲み物とお菓子」

「お気遣いすいません。少しでも頑張らないと、進みたい高校がありますから」

「そかそか」

　そんな話をしながら、彼女の取り組む学習を見て、その丁寧さに驚かされた。

　それ以来、物音を立てないように彼女の学習への取り組みを、静かにずっと見させてもらったものだ。

「うーん……」

　彼女は、数学の証明問題や国語の文章問題に苦戦していた。

　俺はそれなりに診断テストの点数を取るために、塾の先生とも研究を重ねて勉強して来た。

　その時のことを、彼女に少しずつ教えた。

「まずは、何をするべきかしっかり考えて。時間が足りないと感じるものほどそれは大事だよ」

「はい」

「証明は部分点マイナスとかもあるから、何を絶対に記載するべきなのかよく見てね。後、ここで引かれても良いように他の問題は必ず取る」

　今思えば当たり前のことかもしれないが、こういうことを早くから取り組めばと俺は非常に後悔した。

　それもあってか、気がつけば彼女に色んなことを伝えていた。

　個人的に早くやっていればという、親が子供にやりがちなことであるが、自分と同じような後悔をさせたくないみたいな感情を、ほとんど関係のない子にぶつけてしまったわけだが。

　彼女は嫌がらずに、むしろ信頼して更に勉強の話が広がっていった。

「前回の模試の結果です」

「なるほど。点数はあまり変わってないけど、課題だったところが伸びてきてる。いつも出来てる範囲のところが間違ってるけど、このレベルはみんなきついから特に気にしないで」

「でも……そこは私の得意分野で」

「確かに、得意なとこで上手うまくいかないことは焦あせる。でも、弱いところも一定ラインまで伸ばすのが一番点数を伸ばす近道だよ。どんなに得意なところを伸ばしても、一定レベルの公立試験ならあんまり意味無い」

　まだ時間があるとはいえ、受験生で毎月のように模試をして点数に一喜一憂して不安が倍増するのはよく分かった。

　だからこそ、自分の言えることをしっかりと伝えながら模試の解説もする。

　基本的に穏やかな時間が多かった中で、少しだけだけど、お互いに真面目に向き合った時間だった。

「……ここに来るのは受験前、今日で最後になりそうです」

「そうか」

「受験前に、あんまり他の人の家とかに行ってインフルエンザとかになってもいけないし、他の人に感染させてもいけないので」

「それはそうだ。これだけ頑張ったのに、体調不良でパフォーマンス不足だなんて一番後悔する」

「はい。これだけ、やってもらったんです。私は結果を必ず出したいです」

　そう言った彼女の顔は、一番ある意味らしくない顔をしていたと思う。

「一つだけ訂正しておこう」

「？」

「受験は他人のためにするものじゃない。親のためでもない。塾や学校の先生のためでもない。自分のためだからな。まぁ、受かれば周りが喜ぶのは事実なんだけどな……」

「……もし、私が志望する高校に受かったら、お兄さんは嬉うれしいですか？」

「当たり前よ。これだけ俺が好き勝手言ったことを聞いてくれた子が受かったら嬉しいに決まってる」

「なら、お兄さんの言うことを今まで全部聞いてきましたけど、最後だけは守れませんね」

「え？」

「私は、お兄さんに高校に受かったことを喜んでもらいたいですからね」

　彼女はそう笑顔で言って、受験に向かった。







　─お兄さん、私が受かって嬉しいですか？─

　─当たり前だ。何だかんだ言って嬉しいに決まってる。頑張った分、楽しく過ごしな─

　─そのためには、お兄さんがもっと私にオープンになってくれればいいんですけどね─

　─入学テストがいい結果なら、考えてやるよ─

　そして、今がある。











第５話






　そんな話をしていると、そういったことを思い出すので更に話が続いてしまうもの。

　結局、長いやり取りになってしまって、長時間のスマホのブルーライトの影響で目が冴さえて眠れなくなる。

「眠た……」

　そして寝不足のまま、次の日を迎える。

　昨日と全く同じで、登校して朝から欠伸あくびばかりしてしまう。

　俺が寝不足でウトウトしていて授業で怒られるならまだしも、凛ちゃんも同じようなことになっていなければいいが。

「眠そうだねぇ、斗真！」

「ぐふっ！」

　元気のいい声とともに、割と強めの力で背中を叩たたかれた。

　痛いというほどではなかったが、全く想定してない衝撃に驚いた。

「委員長、おはよう」

「あい、おはよう！」

　手荒い挨拶をしてきたのは、うちの学級委員長になったばかりの三み上かみ結ゆい花かというクラスメイトだ。

　明るい性格で、誰とでもすぐに打ち解けるのがとても上手い。

　そして、何よりもうちの学年でとても男子から人気がある。

　整った顔立ちに、スタイルもいい。

「寝不足？」

「現代機器を夜に使用する恐ろしさを忘れた結果」

「あー、夜遅くまでスマホ？　まぁそれは分かるかな」

　俺は分かりにくい言い回しをする癖があるが、普通に理解してくれる数少ない人物の一人である。

「委員長もこういうことある？」

「あるよ。友達と話してたらついつい……ってことはね！　ってか誰とそんなに夜遅くまで連絡してんの？　例の昨日来た可か愛わいい子??」

　興きょう味み津しん々しんといった表情でグイグイ聞いてくる。

　確かに凛ちゃんと話していたが、委員長が知りたいところはそこが本質な訳ではない。
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「昨日の子と俺は付き合うとかそういう関係じゃないよ？」

「うっそだぁ」

「いや、噓うそついてもいつかバレることだから意味無いことしない」

「えー、つまんなーい」

　やっぱり知りたい本質は恋愛について。

　みんな、恋愛についての話は本当に好きだよなぁ。

「そういう委員長はどうなんですかね」

「えっ？」

「何か色々聞いてますよ。人気男子との噂うわさを」

「うーん。何かね」

　委員長はやはり人気者であることもあって、当たり前のことだが男子の人気者との噂が絶えない。

　でもそんな数多くの噂が上がりつつも、彼女が誰かとお付き合いしているという話は聞かない。

　彼女に彼氏がいたという話を聞いたのは、一年生の夏休み明けくらい前の一回だけで、それもすぐに別れたと本人があっさり言っていたし。

「委員長のお眼鏡にかなう人がいませんかね？」

「そうかも」

「今の噂になってる人で駄目なら、この学校じゃ無理やね」

「うーん、そういうわけでもないんだけどなぁ。確かにイケメンとか優しいとか基本的な魅力も欲しいけど……。何よりも普通に話して板につく人と一緒がいい」

「ほう??」

　性格も明るくて話もうまい委員長が、普通に話して板につかない人がいるのだろうか。

「それに大体、噂になるとしんどくなるのよね、実際のところ。普通に友達として楽しく話してても、急に相手の反応変わったり」

「まぁそりゃ仕方ない。委員長相手に、意識しない方が難しいな」

　こんな人相手にそんな浮いた話が広がったら、たじろぐのは普通のことだと思う。

「だからどんな時も落ち着いて、楽しく話せる人がいい！　後、出来ればイケメンで優しくて一いち途ず！」

「しばらくの間は無理……。いや、校外とかまで範囲を広げた上で、委員長ならいけるかも」

「お？　割とむちゃくちゃなこと自分でも言ってる自覚があるんだけど、随分と高く評価してくれるじゃない！」

「だって、委員長ですぜ？」

「ほほう。そこまで褒めてくれるのなら、私のいいところを言ってみてくれたまえよ」

　俺が思う委員長の絶対的に良いところ。

　圧倒的に良いと思うところが一つある。

「校則ギリギリグレーなラインまで、制服着崩してオシャレしてて教師が文句を言いたそうにしてるのに、成績優秀でクラスもまとめられる模範的な生徒過ぎて文句すら言わせないところ！」

「ふ、ふふ……。あはは！　そこ!?」

　俺が言ったことがツボに入ったのか、大爆笑し始めた。

「だって、かっこよすぎない!?　ちょっとでも駄目なところあったら、『あなたのその身なりが、こういうだらしないところを表している』とかネチネチ言われるところを、言わせず完璧！」

「そんなこと褒められたの初めてなんだけど！」

　まだ楽しそうに笑っている。

　うちの委員長は、真面目な雰囲気を持った感じでは全くない。

　スカートは校則ギリギリの短さを攻めてくるし、制服でいかにオシャレに見せるか常に変化を遂げている。

　そんなオシャレな委員長に影響される女子は少なくなく、真ま似ねする子もいるのであまり教師はいい顔をしない。

　しかしクラスのまとめ役もする上に、成績優秀で部活にも真面目に精力的。

　素行も良いので、きつく注意しづらい環境が出来上がっている。

　女の子としての魅力は最大限に磨きつつ、やるべきことはきっちり。

　まさにしっかり者で、俺が常にすごいと感じさせられる部分である。

「いや、本当にかっけぇよ」

「はいはい、ありがと！」

「二人とも朝から盛り上がってんな〜」

　そこに遥はる輝きと幸ゆき人とが部活の朝練を終えて、教室に入ってきた。

「二人ともおはよ！　いやぁやっぱり斗真は面白いね！」

「いい感じに会話の軸ずれたこと言うからな」

「そうそう！」

　委員長と遥輝が俺をネタに会話をしだした。

　実を言うと、一年生の頃に遥輝は委員長に一ひと目め惚ぼれしていた。

　何とか接点を持った結果、友人になった俺や幸人ともよく話すようになった。

　結局、遥輝が告白しようとする前に委員長がほかの人と付き合い出したので、何も切り出さないままになったが。

　結果的に今の彼女と遥輝は落ち着いて、委員長への恋愛感情は落ち着いた。

　告白していたら、今みたいに気軽に話せるような関係ではなくなっていたかもしれないので、それはそれで良かったのかもしれない。

「じゃあ、私はそろそろ席に戻るね」

　そう言うと、委員長は自分の席に戻って行った。

「随分と結花と話が弾んでたな」

「話し上手だからな、委員長」

「それにしたって、あんなに笑ってる結花久々に見たけど」

「確かにツボに入って、大爆笑してた」

「お前ら、相性いいんじゃね？」

「すぐにそういう話に持っていく。さっき言ってたぞ、そういう話で意識されるときついってな」

「結花やっぱり言ってることのハードルたけぇよなー……。ま、狙うならサポートはするから遠慮なく言えよ」

「そんなプラン選ばんから心配無し」

　ちょっと話が合うと、すぐ恋愛。

　確かに、その流れになるとやれやれといった感じになるので、さっきの委員長の言葉は分かるような気もする。

　まぁ、付き合ったことも告白されたことも無いんですけど。

　何はともあれ、委員長が楽しく話し相手になってくれたおかげで、目が覚めた。

　普通に授業を受けることが出来そうだ。











第６話






　今日も長い授業が終わって放課後になると、一斉に部活に向かって生徒たちが散り散りになる。

　部活に向かう遥輝と幸人が俺に別れを告げて、教室から出ていく。

「帰宅部の斗真君は、お帰りかな？」

「そうだな、ぼちぼち帰る」

　二人が出ていった後、再び委員長から声をかけられた。

「委員長も部活でしょ？」

「そそ、今日も自分の音を奏かなでるぜ！」

　委員長は見た目のイメージにぴったりな軽音楽部。

　俺が見る機会と言えば、学園祭などだが、大盛況だった記憶がある。

「斗真も今からの入部も大歓迎だよ？」

「人前で音楽関係のパフォーマンスするなんて、中学時代の時のトラウマ思い出すわ」

「何かあったの？」

「みんなの前で一人ずつ歌わされるんだけど、周りみんなピアノとか習ってて音感あるやつばかりで、拷問だった」

「あっちゃー、ドンマイ案件だ」

「まぁ委員長が、カッコよくやってるのを見てるのが楽しいから」

「そか！　なら、今度のライブも頑張らないとね！」

「うん、頑張って」

「あい！　じゃあ部活行くね！　また明日ー！」

　そう言って、委員長は元気よく教室から出ていった。

　そんな委員長を見送ると同時に、ポケットの中のスマホが震えた。

　─お兄さん、もう帰りましたか？　帰っていないのなら、一緒に帰りましょう─

　凛りんちゃんからの連絡で、一緒に帰ろうという誘いだった。

　体験入部や見学などしなくていいのかなと思ったが、帰りながら聞けばいいかなと思ってＯＫと校門前で待ち合わせることを返信した。

　５分後、校門前で合流した。

「今日もお疲れ様です」

「凛ちゃんもね。じゃあ、ゆっくり帰ろうか」

「はい」

　自転車に乗って、二人揃そろって帰宅の途につく。

「部活の見学とか、体験入部はしなくていいの？」

「あんまり気が進みません。そういうことすると、しつこく誘われて断りにくいですし」

「あー、何か分かる。その辺りは中学校の時と変わらんからね」

　体験入部などをするということは、「この部活に興味があります」ということなので、何とか引き込もうとどこの部活も必死。

　上級生から誘われることもあって、圧がしんどいのはとても分かる。

「興味ある部活とかはないの？」

「あんまり……」

「そっか。まぁ帰宅部の俺からは、どこが雰囲気いいよとか言えないからね」

　さっきの委員長とのやり取りみたいに、友人と話せばどこの部活もある程度の雰囲気は分かる。

　でも実際にはやってもないし、見てすらもない。

　そんな状態で、勝手に勧めることはできない。

「何も言ってないのに、マネージャーとか誘いに来ますし」

「あんまりマネージャーとかは興味なし？」

「興味なしというかシンプルに嫌ですね。好きでもない人の汚れた服を扱ったりするとか、嫌すぎますね。後、男女関係がややこしくなるイメージしかないです」

「言い方よ。間違ってもそれ他の人の前では言わないようにね……」

　男子には計り知れないダメージを与え、今マネージャーをやっている人やこれから考えている人に喧けん嘩かを売りかねない発言である。

「こんなこと言うの、お兄さんと早さ紀きの前でだけですから安心してください」

　妹の前で言うのは、少し不安があるのだが。

「なるほどな、そういう考え方もあるよな」

「だから、献身的に男子部員のことを支えられる女性マネージャーの皆さんはすごいです」

「別に女子運動部のマネージャーもあるけど？」

「……それはそれで色々と難しい問題が」

「あー、女の子同士は難しいことあるもんね。普通に部活もあんまり？」

「そうですねぇ……。吹奏楽部は運動部並みにハードでしょうし……。お兄さんはなぜ部活に入っていないんです？」

「中学時代に部活関係で怪け我がしてから、色々懲りたな」

「なるほど、文化部は考えませんでした？」

「音楽関係はからっきしだし、他の部活はそこまで活発的じゃないからサボりそうな気がして失礼かなって」

　結局、何だかんだ理由をつけてやらなかったが、色々と見学したりしたのは楽しかった。

「なるほど、なるほど。色々言ってますけど、ようは面倒になったということですね」

「ぐっ……！」

　その通りである。

「そ、そんな俺のことは置いといて。じゃあ今のところは部活はノータッチ？」

「親からは、どっちを選ぶにしても成績を落とさず素行が悪くならなければ好きにすれば良いと言われてますからね。今のところは見送りですかね」

「高校の勉強も大変だしねー」

「そうなんです！　大変なんですよ！」

　その俺の言葉を待っていたかのように、声が弾んで反応が変わった。

「せっかくここまで頑張ったのに、これから成績が落ちたのではまずいですよね？」

「……まぁそりゃ当然な」

「でも、私一人ではどうしようもないときが……！」

「部活行かないなら、塾に通ってもいいんじゃない？」

「……」

　彼女の反応を見て、俺の返事が間違っていたことがすぐに分かった。

　むっとしたような、いじけたような顔になってしまった。

「何でそこで、その返事になるんですかね！」

「いや、最適解でしょうよ！」

「一般的回答など求めていません！」

「えー……」

　難しい。最も良いとされる回答で怒られた。

「ここまでの話で、お互いに放課後に時間がある。そして勉強を私はしなくてはならない。はい、ここまで来れば……！」

「いやー、何も分かりませんねー」

　もちろん、俺は最初の流れから彼女が狙っていたことは分かっている。

　敢あえて恍とぼけたフリをしている。

「……意地悪。そんなに嫌だったんですか？」

　すると本気で落ち込んでしまったのか、声が小さく低くなってしまった。

　流石さすがに意地悪しすぎたか──。

「そんな事はないよ。放課後、時間あるもんな。学校とか近くのカフェとか勉強する場所もあるし、よかったらやろ──」

「はい、ありがとうございます！」

「……あれ？」

　さっきの落ち込み具合はどこへやら、まるで分かっていたかのような反応の早さである。

「決まりですね！　放課後どれくらいやりますか？」

「……騙だましたな？」

「はぐらかそうとしても、この辺りはチョロいと早紀から聞いてますから」

　妹から悪知恵を吹き込まれて、それを実践したらしい。

　凛ちゃんのいつもの雰囲気に、先程の演技はあまりにも悪魔的。

　間違いなく焦あせるし、戸惑わない男などいるわけない。

「言げん質ちは取りました。あのときと違って毎日、ですからね！」

「マジか……」

「二人だけの勉強部、ですね！」

　そして、周りの下校する生徒に聞こえないように、こちらに顔を寄せて、こう囁ささやいた。

「私は、お兄さんの専属……マネージャーですよ」

「!?」

「なーんてね、です！」

　楽しそうにそう笑いながら、彼女は言った。

（想像以上に、危険な子だな）

　顔が熱くなると同時に、そう思うことで湧き上がろうとする感情を必死に押さえつけた。











第７話






　一年生である凛りんちゃんは、授業自体は始まっているものの、まだ身体測定や生徒証を作成する際に必要な写真撮影など様々なＨＲ扱いの時間が多いとのこと。

　俺のように、本格的に一日中全て授業になるのは来週以降とのことなので、来週から放課後に集まって勉強することにした。

　場所は、その時の気分や経済状況に合わせて考えるということに。

「どれくらい時間やります？」

「そうだな、ちょっと妹と相談するわ。親が帰り遅いから、帰ってから飯の支度とか家事分担してやってるからな」

「……すいません。そこまで考えていませんでした」

「いや、別に大丈夫。部活してないから、せめて空いた時間に家事ぐらいやれっていうことでやってるってだけだから」

　多少夕食の時間が遅くなるだけだし、このことを妹に言えばそんな悪い顔はしない。

「……さっきまで色々言ってましたけど、前向きに考えてくれるんですね」

「何で今更、ちょっとまごまごしてるのさ」

　顔を少し赤くして、戸惑ったような様子になっている。

　さっきまであんなに大胆で強気だったのに一転、急な変わりようである。

「いや、何かごめんなさい……」

「慣れないことするから……。らしくないよ」

　どうやらさっきの行動が、想像以上の恥ずかしさで後からどんどん後ろめたさが増しているらしい。

　俗に言う小悪魔的なやつを狙おうとしたのだろうが、凛ちゃんの性格からして妹の影響をそれなりに受けていても、あんまり合っていない。

　ただ、威力は凄すごかったが。

　自分も恥ずかしくなるけど、その分更に相手にはあまりにも凄い破壊力。

　まさに諸もろ刃はの剣。そのことに彼女が気がついて、面白がって乱用しないことを願うばかり。

　乱用しだしたら、お互いの心臓……いや段々と一方的に俺の心臓攻められて、間違いなく保もたない。

　そうなると、もはや諸刃の剣では無くなる。







「じゃあ、私はこっちなので」

「ほい。またね」

　分かれ道で凛ちゃんと別れて、自宅に早めのスピードで戻る。

　家に着くとすでにドアは解錠されており、妹が先に帰宅しているようだ。

「ただいまー」

「おっかー。ちょっと今日遅かったね。寄り道？」

「んや、凛ちゃんと一緒に帰ってきた」

「へ？」

　予想外だったのか、妹から素っ頓狂な声が聞こえてきた。

「一緒に帰ってきたの？」

「お、おお……。そうだけど」

　やってしまった。流れで当たり前であるかのように話してしまった。

　昨日の時点で、接点をやっと持ってくれたと思って喜んでいた妹からすれば、進展の早さにびっくりするに決まってる。

「めっちゃ仲良くなってるじゃん！　どっちから誘ったの？」

「凛ちゃんからだね。色々高校の話もしながらどうかって、言われてさ！」

　実際に部活の話を主にしながら帰ったので、噓うそはついていない。

　後のことは、凛ちゃんに丸投げして妹から質問攻めにあってもらおう。

「ほうほう、なるほどね！　で、凛は部活動するって？」

「また色々詳しくは凛ちゃんからも聞いてくれたらいいけど、あんまりやりたいものがないらしいよ」

「んー、じゃあ凛も兄さんと同じように無所属ってことになるの？」

「そこなんだけどさ……。高校の勉強も大変だから、凛ちゃんが放課後に勉強を見てほしいって言っててさ。１時間か２時間くらい付き合ってみようかと思うんだけどいいか？」

「ほうほう。……ってか、本当に短時間で随分と仲良くなったんだね」

「ま、まぁ……」

　流石の妹でも、一気に展開されすぎて不審に思ってしまったか──。

「いいんじゃない？　無所属怠惰を極めるより、友人にプラス効果を与えてくれるなら、その方が良いに決まってるしねー」

　予想通り、前向きな答えが返ってきた。

「理解のある妹で助かる」

「まぁでも面倒くさがりな兄さんがそこまでするなんて、何かあったの？」

　しかし、普段の俺を知っている妹からすれば、そこまでやる気を出していることが気にはなるらしい。

「いやだって、お前が散々世話になってる友達だぞ？　俺からしたら、遊び来るよう呼んどいてまたせてる時点で何回も申し訳なく感じてるんだよ！」

「いやー、その件はね。どんなに予定があっても、頼りにされると助けないといけないし。それに凛はその辺りも理解してくれてるから！」

「お前がそう思ってても、外から見てりゃあ申し訳なくなるっつーの。だから俺に出来ることなら、やろうってやる気出してるわけ！」

　へーへーと気だるそうな返事が返ってきた。

　どうやら、俺への対応の面倒さに加えて大体納得はしたようだ。

「まぁこれも話のネタに、色々話してくれ」

「女子トークに余計な気遣いと要求を入れるな、キモいから。それに言われなくても聞くし」

　妹の機嫌がちょっと悪くなってきたので、それ以上話を続けることをやめた。

　いつもなら居心地が若干悪くなるけど、今はとても助かる。

　後のことは凛ちゃんが、何とかすると勝手に思っておこう。











第８話






　凛ちゃんに攻められて、妹には不信感を抱かれながらビクビクした昨日の出来事から一転。

　今日は精神的な圧力ではなく、身体的な激しい疲労の圧力に俺は苦しんでいる。

　なぜ、こんなに新学期が始まって最初の一週間がハードなのか。

　現在、体育館には聞けばほとんどの人がうんざりするか恐怖する音が響き渡っている。

　その音は、音階を一つずつ一定のリズムで刻んでいくもの。

　それはどんどん早くなって、それに合わせてシューズ底のゴムと体育館の床に擦れる音が響き渡り始める。

「きっついって……！」

　このテストをしているときは、余計なことを話すことは避けるべきだが、そうでも言わないと落ち着かない。

　現在、俺がやっているのは春に行われる体力テストの一つ、20メートルシャトルラン。

　持久走を選択している学校もあるかもしれないが、この高校ではこちらを選択している。

　運動部どころか、部活すらしていない俺からすれば一年の中で一番激しい運動になる。

　春とはいえ、最近の四月は暑いので汗も尋常ではない。

　こんな新学期早々やるにはハードだが、これからどんどん暑くなるので、逆に早くやる方がいいのかもしれない。

「ほぉ、斗とう真まのやつ頑張るな」

　現在、出番ではない遥はる輝き達は俺が必死になっているのを楽しそうに見ている。

　本当ならムカつくところなのだが、そんな余裕すらもない。

「あいつ基本的に面倒くさがりなくせに、こういうことはガチなんだよなぁ」

「そうだな。何だかんだ言いながらな」

　こういうことは疲れるので、適当なところで止めるやつも多いが、俺はそういう事をしない。

　この機会に本気でやらないと、自分の体力がどれくらい落ちているのかなどが全く分からない。

　それに、この様子はクラス全員でやっていることなので当然女子も見ている。

　二人に対して、女の子に積極的に行くのはどうも気が進まないみたいな言動をしているものの、やはり女子に良いところは見せたいもの。

　マジでやってもこればかりは体力測定を理由に出来るし、結果を出せば動けることを見せつけられる。

　普段、格好をつけるのは痛く見えるけど、こういう時はそうならないので、せっかくなら張り切ってやってしまえという感じだ。

「だけど、きっついわ……！」

　すでに回数は１１５回を超えている。

　おそらく高校男子二年生の平均よりは上回っているはず。

　俺と同じグループで同時に始めた者たちは、リタイアしてそこそこ数が減ってきた。

「斗真、１２０回はいけよ？」

「いや、１３０回いけ！」

　二人はむちゃくちゃなことを言っている。

　そのレベルは陸上や、球技やっているやつが到達してまあやるやんレベルだというのに。

　進学校の帰宅部男子に求めることではない。

　この後、結局１２５回までは粘って最後はラインに体ごと突っ込んでリタイアした。

　本当は心臓に負担がかかるので、ＮＧ行為なのだが。

「も、もう無理……！」

「やるやん、帰宅部。うちの部員より普通に持久力あるぞ」

「ほんと。どこからそんな運動量出てくるんだよ」

　二人が感心するくらいの体力は維持することが出来ているらしい。

「い、一応最低限は体動かしてるから……」

「本当にもったいねぇなぁ。宝の持ち腐れってこういうことに言うんだな」

　二人はそう言っているが、活いかすとすれば女の子にいい格好をするためぐらいにしか使う気がないのでどうでもよい。

「いやぁ、糸いと原はら君。体力は健在だねぇ」

「ど、どうも……」

　体育の教師が、俺に声をかけてくる。

「帰宅部なんだろ？」

「です。やっぱり体力維持は難しいですね」

「だから、うちの部活に入ればいいのに」

「勘弁してください。今になってやっても、もう実戦感覚無いですよ」

　俺は中学まで剣道をしていた。

　しかし、無理な体勢から打突によって捻挫をしてから本当に痛みで何をするにも制限がかかることに悩まされてしまった。

　……後、高校からＯＫの突きが嫌すぎる。

　型の練習で一時的に中学時代にやったことがあるけど、俺がビビりすぎてそれを見た後輩の女の子がすごく気を遣いながらやっていたことはまだ記憶にある。

　中学最後の大会で、出来過ぎる成績を残したこともあってこの顧問が意地でも入部させようとしてきた。

　まぁ、逃げ出して今があるんですけど。

「まぁいつでもウェルカムだからな。……はい、次のグループ行くぞ！　準備しろー！」

　いつも通り一言勧誘して、体育教師としての仕事に戻って行った。

　俺は体育館のドア付近に移動して、座り込んだ。

　日差しは暑いが風は涼しく、今の俺には有あり難がたいものである。

「お疲れい！」

「おお、委員長」

「やるねぇ、まだあんなに走れるんだ」

「自分でもここまでいけるとは思わなかったね」

「ほれほれ、風を送ってやるよ〜！」

　委員長は記録用の下敷きを煽あおいで、俺に風を送ってくれる。

　プラスチックの下敷きのようにしなる材質でないため、風がたくさん来るわけではないが、十分ありがたかった。

「私も風に当たりたいからほれほれ！　もっと寄って寄って！」

「委員長……！　ちょっと近い！」

　先程、同じように走っていた委員長も風に当たりたいのか、更に俺の横の距離を詰める。

「お？　何を気にしとるのだね」

「いや、汗ものすごく搔かいてるから」

「あはは！　確かに頭から水かぶったのかってくらいビシャビシャだね！」

「だからそんなに寄ったら、俺が恥ずかしい……」

　流石さすがにこの状態で、女子が近寄ってくるのはまず過ぎる。

「ほー。女子にそんなに関心を持ってないイメージの君でも、そういうこと気にするんだね」

「そういう関係性というよりは、イメージ悪くなる問題だからな」

　モテるまではいかなくても、こいつは嫌だなぁという評価を下されることは避けたいものである。

「まま、一年生から仲良くしとる関係だし、シャトルランした後ってこと分かってるから、気になさんな！」

　そう言うと、普通に隣に来た。

　委員長が何と言おうと、こっちは落ち着かないままなのだが。

「ってか一年の時からつるんでる割には、こうして二人で会話した記憶ってあんまり無いな。だから昨日といい、今といい結構新鮮な感じする」

「あー、確かに言われてみればそうかも！　遥輝と一緒にいるからたまに話してるって感じだったし！　まぁそれでも抵抗無いのは、遥輝の友達だし、話した第一印象悪くなかったからかな？」

「ま、まぁそうかもしれんな！」

　委員長が、遥輝の気持ちに気が付いているかどうか分からないし、今更掘り返すような形になってもいけないので一言肯定だけしておく。

　委員長の性格や経験を踏まえると、間違いなく大丈夫だろうが、俺の回答次第で結果として遥輝と彼女さんに悪影響を与える可能性も０ではない。

　余計な波風は、絶対に立てないように考えて話をする。

「だからか！　ＬＩＮＥでもクラスのグループで一緒なだけで個人で話したことないね！」

「まぁそりゃね。一時期彼氏もいるって言ってたし、対面でまともに話せるならそれもいいけどね。あの時の俺と幸ゆき人とは、遥輝と一緒にいるやつレベルだったろうし」

「んー、まあ幸人とは普通に話してたけどね？」

　あれ、幸人さん？

「そ、そうだったのか」

「うん、まぁでも一時期だね。幸人自体に彼女さん出来てからは全く。遥輝も同様」

「まぁそんなもんだよな〜」

「それが普通だよね〜。話が続いてもこっちも気まずいからね」

　二人は彼女出来てからはメリハリついてるけど、彼女いるのに、委員長との個人的な関わり止やめないやつとか多いんだろうなぁ。

「斗真は、個人的に連絡取り合う女子相手とかいないの？」

「あんまりいないね〜。そもそも私的に話す女子がいないから、そこまで発展しないね〜」

　約１名を除いて。そしてその関係性が友達なのか何なのかよく分かってすらもない。

「ほぉ、じゃあ連絡取る相手として一番可能性が高いのはこの私ってわけだ！」

「そう…なるのかな？」

「最初の相手になってあげようか？」

「え？」

　委員長から、そんなことを言われた。

「斗真話面白いし、彼女いないしいいかなーって」

「うん、それは全然構わないけど」

　断る理由も無いので、その誘いを受けることにした。

「ん、決まり！」

　委員長はニコニコ笑顔で満足そうに頷うなずいた。

　遥輝と幸人が必死にシャトルランを行う中、予想外な交友関係が更に発展した。
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　あれだけ俺のことを煽あおっていた二人も、シャトルランの後は、走り終えたその場にへたり込んでいた。

　流石の運動部で、シャトルランの回数は１３０回を超えた記録を残した。

　ただ、その頑張った姿は委員長との会話に気を取られていたので、ほとんど見ていないが。

　何とか俺にとって、一年で一番厳しい体育の授業を乗り越えた。

「二人のどっちか、制汗剤貸してくれ」

「へいへい」

　こういう時に制汗剤を忘れる間抜けな俺とは違って、二人は部活をしている関係上、常備している。

　幸人から、よく知らない名柄のものを借りた。

　着替え終えると、三人で教室まで戻る。

　次は昼休みなこともあって、特に急ぐ必要もないのでゆっくりと戻っていると──。

「斗真ー！　これを喰くらえー！」

「な、何だ!?」

　後ろから聞きおぼえのある声が聞こえたと思ったら、素早い動きで全身に何かを吹きかけられた。

「委員長、何したし！」

「君が汗のことを気にしてたから、優しい私が自前の制汗剤スプレーを、大量に吹きかけてやったのだー！」

　何やら可か愛わいらしいデザインの入れ物に入ったやつを俺に吹きつけたらしい。

　普通に、慣れない匂いがすでに鼻に襲来中である。

「めっちゃ濡ぬれた感覚するんですけど……！」

「あっはっは！　すぐに乾くから大丈夫だぞ！　では、さらばだ！」

　そのまま、面白そうに笑う委員長の友達とともに去っていった。

「マーキングされてんじゃん」

「最低な言い方をするな」

「にしても、俺らが使う制汗剤と全然違う匂いだな……。それにめっちゃ強烈だぞ、お前」

「いや、委員長がものすごい量かけたから匂いが強烈なだけだろ」

　確かに、匂いが違うのは言うまでもないが、明らかに大量にかけ過ぎ。

　自分の鼻で相当匂っているから、他人からすれば相当感じるのは間違いない。

　妹が夏場に使っていた時の匂いと似ているが、普通に慣れない匂いであることは間違いない。

　別に慣れないからといって、嫌な感じかと言えばそこまではいかないけど。

　結局、この匂いが鼻から離れることのない昼休みを過ごすのだった。







　今日の放課後も、凛りんちゃんと昨日と同じ場所で待ち合わせて一緒に帰ることになった。

　昨日、うっかりして言ってしまったことが、細かいことを全然気にしない妹でも驚くものであったようだ。

　その後、様子が微妙に変わったので、凛ちゃんにやり取りを全て丸投げした形になったが、果たしてどうなったのか。

「お待たせしました〜」

「あい、お疲れ様。じゃあ帰ろうか」

「はい」

　ゆっくりと自転車を漕こぎ出す。

「昨日、妹と話した？」

「ええ。随分と色々聞かれましたね……。何か早さ紀きに言いました？」

「いや、昨日あったことと今後についての話をしたら、流石のあいつでもびっくりしたらしいわ」

「なるほど、やっぱり大胆過ぎましたね」

　と言うものの、やり取り自体はそこまで面倒なものにはならなかったのか、楽しそうに笑っている。

「お兄さんと何があったの!?　ってすごく根掘り葉掘り聞かれましたよ」

「なんて言ったの？」

「そこは女子トークラインなので秘密です。でも、そんなに変なことは言ってないですよ」

「そっか」

　一ひと先まずは安心した。

　まぁあいつなら、気になることがあれば朝から突っ込んできそうなものだから、それがなかった時点で大丈夫かなとは思っていたけど。

「それよりも、お兄さん。聞きたいことが私もあるんですけど」

「ん？　どうかした？」

「何で女性向け制汗剤の匂いがするんですか？」

「へ？　あー……えっと……」

「分かるんですよね、その匂いの制汗剤、私も使うので」

　クラスの友達の女子に面白がって付けられたと普通に言えばよかった。

　しかし、すっかり匂いが落ち着いたと油断しているところに言われたものだから、びっくりして言い淀よどんでしまった。

　そして、このタイミングで待ち時間の長い信号に捕まって止まる。

「お兄さん、まさか今流行はやりの中性系男子目指してます？」

「いや、まず顔が可愛らしくないから無理」

　肌もそこまできれいな白色でもなんでもないし、そもそも顔が可愛らしくなど微み塵じんもない。

「ですよね。では何故なぜ??」

「ですよねって……。別にそんな意味深な理由は無いよ。友達に面白がって大量にかけられた。今はまだマシだけど、かけられた直後はなかなかすごい匂いしてた」

「その友達って女性ですよね？」

「え？　うん、そう」

「なるほどです」

　何故か少しだけ、凛ちゃんの声がテンションが下がったように聞こえた。

「その人とは、結構仲が良いのですか？」

「うーん。友達の友達って関係だったのと、俺の友達がその子のこと好きだったから話しにくさもあってそんなに。ちょっとここ数日、話す機会があったからそこからって感じ？」

「そ、そうでしたか」

　こうして凛ちゃんに話すために振り返って考えると、明るい性格とはいえ委員長グイグイ絡からんで来てるな。

「お兄さんは、その人のことが気になったりしますか？」

「んー。確かにすごくモテる子だけど、気になるとかはよく分からないかな。相手の理想も高いみたいだから、考えたこともなかった」

　相手のレベルが高すぎて、気になるとか意識するレベルにすら達していない。
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　そういうことを考えると、委員長がかつて付き合ってた相手がどんな人かむしろ気になる。

　だからといって聞くことはタブーなので、知ることはないんだろうけど。

「その人のことが気になるの？」

　凛ちゃんにここまで尋ねられることも珍しい。

　もしかすると、部活とかにも入らない予定なら、頼りになる女先輩の一人くらい欲しいのかも。

　委員長なら、頼りになり過ぎるくらいなので、もしそうなら紹介しても良いと思うが。

「い、いえ！　お兄さんとどんな感じなのか気になっただけです」

「何で？」

　そんなことを気にして聞かれると思っていなかったので、何故かと理由を尋ねてみた。

「……そこまで聞かないでくださいよ」

　しかし、彼女は少しの間が空いた後、非難めいた少し小さい声でそう言った。

　そしてこちらをちらっと見てきた凛ちゃんの顔は、少し赤くなっていた。

「ごめん」

　何が悪かったのか分からなかったが、そんな彼女の表情に押されて、気がつけば謝っていた。

「もし仮に、その人ともっと仲良くなったとしても、私のことを見放さないのなら……許してあげます」

　そう言いながら、凛ちゃんは俺の服の袖を摑つかむ。

　昨日といい、この子の仕草は本当にずるい。

　心配しなくても、見放すということなどするわけないのに。

　信号が変わって進めるようになったのに、二人揃そろってしばらく動けなくなった。
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　凛りんちゃんを見放すということは、もちろん一度も考えたことはない。

「見放す」というレベルで接してきたとも思っていない。

「本当に、あの頃はしんどかったんだな」

　それでもあんな言い方をするのは、あの頃が影響しているということか。







　俺と妹や凛ちゃんは、中学時代は同じ学校だった。

　なので、俺が卒業するまでは普通に同じ学校の生徒として過ごしてきた。

　だが、俺も妹も特にお互いの事情に踏み込むということは言うまでもないが、しなかった。

　凛ちゃんが遊びに来るという出来事があったから、彼女とは少なからず関わる機会が出来たけど、それ以外の妹の友達など当然知るわけもない。

　凛ちゃんからすれば、そんな全く関係なしで、よく知らない先輩レベルの俺。

　それが、良くも悪くも彼女の心を軽くしたのかもしれない。

「今日、あんまり元気ないね」

「え？」

「こうして会う機会が増えると、段々と分かってくるようになって。……ごめん、気持ち悪かったね」

「い、いえ……」

　そんな時に、すぐに気がついて口にしてしまう無神経な自分もあれだが。

「……あんまり最近、家でも学校でも居心地良くなくて」

「なるほど。ま、これでも飲みなされ」

　ポツリと呟つぶやいた時の彼女の表情で、彼女の持つ悩みとしては相当深刻なものなのだろうと感じた。

　ちょっといいココアを出して、彼女を自分なりにもてなした。

「そういう状況なら、どこにも口に出せないって感じじゃない？　ここにいる壁になら、何でも言ってもらって結構ですよ？」

「そんな……。悪いです」

「そういうことは、あいつみたいな友達にも言い難にくいだろう？　ここにいる大した関係性じゃないやつにぶちまけるのもありじゃない？　……口外しないとかの信用はしてもらわないとどうにもならないけどね。まま、ネットのお悩み掲示板感覚で」

　実際に目の前で身バレもいいところなのに、何がネット掲示板だ、と今なら突っ込めるが。

「……友達関係は早さ紀きが優しくしてくれているので、問題ないです。でも、部活で同級生の女の子とうまくいってません。家では、常に成績のことで親が問い詰めてきて、いつも怒ってます」

「……なるほど。息苦しい環境やね」

　表情から深刻なことを分かっていたのに、実際に聞いて想像以上に難しいことで悩んでいることが分かった。

　大した悩みを持ったこともない俺が、偉そうに聞いてよかったものではなかった。

　そして今思えば、凛ちゃんが部活に消極的なのもこの一件が原因なのかもしれない。

「部活では、どんな感じでうまくいってないの？」

「その女の子の気になる人が、私のことを好きらしくて……。当たりがきついですね」

「そういうことか……」

　明らかに凛ちゃんへの嫉妬。

　青春においてそれは付き物ではあるが、その問題に巻き込まれている本人からしたら、しんどいのは間違いない。

　それに、厄介なのは恋愛が絡んでいること。

　単純なイジメとかよりも、大人に相談しにくい……いや、出来ない部類のもの。

　唯一、相談しようかという親も成績のことで話しにくい環境が出来ている。

　妹は部活が違うし、それに友達を厄介なことに巻き込むことは普通したくないはず。

「どうするのが、正しかったのでしょうか」

　凛ちゃんは何も悪いことをしていない。と言いたくなったが、それは答えにも慰めにもならないから言わなかった。

　そんな適当なことを言うくらいなら、本当に壁として黙ってておく方が百倍マシだと思った。

「まずは、その男に関与しない。興味ないことの意思表示。そして怖いかもしれないけど、その女の子へちょっとずつ踏み込んでみるのが最善かな」

　出来ることは、嫉妬を抱く相手に対していかにその男との関係性が無いかを目の前で証明するしかない。

　女の子の対応に押されて、大人しくしていれば、冷静な見方が出来ない相手からすれば関係性を肯定しているようにすら見られかねない。

「……」

「とはいえ、普通に怖いことだよね」

　あくまで外から考えた無責任な意見にしか過ぎないので、凛ちゃん的にどうなのかは分からない。

「じゃあ部活は楽しくないんだ？」

「残念ながら、全く。こんなことになるなんて思ってませんでしたし」

「そうか」

　整った顔立ちは、喜怒哀楽をよく表す。

　悲しそうなその表情は、部活をすることがとても苦しそうに見えた。

　そして、俺はそんな視覚によって得られた感覚だけで、こんなことを言ってしまった。

「部活……サボっちゃう？」

「え……？」

「俺はもう部活引退してるから、ここにいつもいるしさ。部活してる時間はここにいるとか！　駆け込み寺ってやつよ」

「いや、でもそれはお兄さんに迷惑じゃ……」

「気にしなくていいよ。だって凛ちゃんは、とてもいい子だし。気になるなら、その分早紀とずっとこの後も仲良くしてやってくれ」

「……」

「もちろん、無理にとは言わない。お試しでもいいし」

　何かいかがわしいことに、誘っているように聞こえるのが嫌な感じだが。

「……本当にいいんですか？」

「うん。本読むなり、いつものように勉強するなり、こうして話をするなり。何でも良いんよ」

　部活をサボることは本当は良くないことだし、そういう方向に誘う自分は最低かもしれない。

　でも自分の環境と立場を考えて、出来ることをその時なりに考えて出した結論だった。

「では、少しだけ……」

「あいよ。このことは、早紀含め誰にも言わないから、安心してな」

　こうして、彼女はもう少しだけ俺と一緒にいる時間が増えたわけである。

　そして彼女の部活の顧問は、形だけでほとんど見にも来なかったので、彼女にとっては都合が良かった。

　勉強を一緒にやりながら、彼女の成績を何とか出来ないかとも考えながら教えたり。

　少しずつ彼女の明るさと成績は、本来の姿を取り戻すようになって来た。

「あ、そう言えば」

「何？」

　こうした形になって約二カ月後。

　放課後会うことが当たり前になりつつあった頃に、彼女はさらっと一言。

「部活、正式に辞めました」

「……マジで？」

「……はい！」

　面白そうに、笑いながら俺の確認したことを肯定した。

　成績が良くなってきたところで、部活のせいで成績がうまくいかなかったと言ったら、親が辞めても良いと許可してくれたらしい。

「で、放課後は勉強して帰ると言ってます！」

「抜かりねぇな」

「はい！　なので、これからもよろしくお願いします！」

　今考えれば、悪手でしかないと思う俺の対応で、彼女は何とか悩みを乗り越えた。

　だからなのか、彼女は今も変わらずに、俺のことを頼ろうとしている。

　そんな純粋に頼ろうとしてくる瞳は、あまりにも威力がありすぎる。
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　そんな微妙な雰囲気もあって、お互いの口数はめっきり減ってしまったが、そのまま分かれ道のところまで一緒に帰った。

「ただいまー」

「兄さんお帰り……って、何その匂い」

　家に戻ると、妹にも委員長にかけられた制汗剤の匂いを突っ込まれた。

「まだそんなに匂います!?」

「すごくするわけじゃないけど、そりゃイメージに合わない匂いしてたらびっくりするでしょ。ついに女でも出来た？」

「なんつー言い方するんだ」

　遥はる輝きといい、妹といい、言葉遣いが悪すぎる。

　どこからそんな悪い言葉を覚えてくるのやら。

　男の遥輝ならともかく、妹にこんな嫌な言い方をしてほしくないが。

「意味は一緒だから問題ないでしょ。いくら兄さんでも、そろそろそういう人が出来てもおかしくないかなって思ったんだけど」

「友達の子にイタズラでかけられただけ。っていうか、まだ高校生なりたての若造に言われたくない」

「学年的に一年しか変わらないのに、何を偉そうにしてるんだ。っていうか、私は彼氏いるから」

「はぁ!?」

「いやいや、別に驚くようなことでもないっしょ。凛みたいに家に呼ぶわけでもないから、言う必要も無いし」

「ま、まぁそうだな……」

　妹は家族の俺からの目線ではあるが、普通に容姿は端麗だと思う。

　委員長とはまた違うけど、性格も明るくてフレンドリーだからモテそうかと言えばモテそう。

　しっかしそんな雰囲気を一切見せていなかったので、さらっと衝撃発言をしてくれたものだ。

「まぁ高校が違うから、いつまで冷めずに続くか分かんないけど」

「その発言が出てるお前自身がすでに冷めてね？」

「かもしんないー。今、忙しいのに今度いつ会うかうるさいし」

　交友関係を築くことは容易たやすいといった妹だが、あんまり恋愛的な興味がないイメージはある。

　そんなイメージ通りと言ったところか、もはや他人のことのように話しているので、別れそうな雰囲気が漂う。

　……うちの妹は、付き合ったら、振り回すだけ振り回していくやつかもしれない。

「そのお前の彼氏って、俺の高校にいるの？」

「ううん。受けたけど、落ちて滑り止めの私立に行ったからいないよ」

　でも、これくらいライトな感覚のお付き合いしている方が、個人的に良いような気もする。

　何だかんだ、高校に入ってから男女関係の話がエグくなってきているので、このレベルの話だとストレスフリーで悪くない。

　……これで凛ちゃんと同じように家に連れこもうとしてたら潰してたけど。

「ま、別れたらまた高校で気が合って仲良くなれる人と付き合えばいいし」

「もう手慣れとるな……」

　もはや妹は、俺より一段階上に行っている。

「ちなみにそのイタズラしてくる人は、可か愛わいい人とかじゃないの？」

「可愛いよ。こんな評価の仕方はよろしくないが、少なくとも学年で５本の指には入る」

「マージで？　いたずらに関しては、誰にでもそういうことする可愛い子ぶる感じの人？」

「うーん……。分からん！　でも、ぶりっ子とビッチって感じではないなー」

　確かにフレンドリー。

　でも、あそこまで突っ込んでいるとこを見たことがあるかと言えば、そんなこともない。

「お前みたいな立ち位置だけど、ベクトルが違うんだよなぁ」

「面倒くさい言い方だなぁ。もうちょっと分かりやすく！」

「明るい性格だけど、お前みたいな感じじゃないってこと！」

「へぇ、いいじゃん。口説いてみたら？」

「話を続けた俺が馬鹿だったわ」

　分かりやすい説明を求められて、何か有益なアドバイスでもくれるのかと思ったら、遥輝ばりにクソ意見しか出てこなかった。

　そもそも、負けたくないと思っている妹からのアドバイスを期待する時点で、俺も終わってるか。

　まわりからはこうして言われるが、委員長とはどう考えても友達って感じなんだよなぁ。

「えー、普通はアピールするくない？」

「いやいや……」

「うーん、信じられん。……あ。もしかして兄さん、凛見てるからじゃない？」

「な、何が……!?」

　急に妹から、俺と凛ちゃんを結びつけるような発言が出た。

　一瞬で、全身に嫌な寒気が走った。

「いや、だってさ。凛のレベル見てるから、悪い意味で可愛い女の子見慣れちゃって、落ち着きすぎてるんじゃない？」

「あー、なるほど」

　セーフ。残念ながら、可愛い女子を見慣れるということはない。

　未いまだに凛ちゃんにじっと見られると、心臓が保もたない。

　多分、委員長とは３秒も目を合わせられない雑ざ魚こである。

「普通、その５本の指レベルの子と仲いいなら、男ならアピるでしょー。それも出来ないとか、男としてどうなの？」

「どんなにお前のほうが進んでても、男のことについてだけは語られたくねぇよ」

　割と思考が男に近いような気がするが、だからといって妹にダメ出しはされたくない。

　というか、そういうがっつきが嫌だと委員長は言っていたんだけど。

「本当に贅ぜい沢たく者だねぇ。凛だけじゃなくて、そんな可愛い人と学生生活か。彼女が出来ないくらいで帳尻つけとかないと、割に合わないか」

「かもしれんね」

「ま、でもね」

　妹はニカッと笑いながらこう言った。

「それくらい兄さんが落ち着いているから、凛と仲良くなり始めていることにも、まぁ大丈夫だなって安心出来るからね。サポートよろしくだよ」

「……了解だよ」

　基本的にディスりしかしないのに、こういう時だけは厚い信頼をしてくる妹。

　凛ちゃんといい、こいつもやっぱり俺のことを無駄に信頼してくる。

　こういう風に頼られると、いつもは生意気なのに、こういう時だけ可愛らしいやつだと思ってしまう。

　ただ、凛ちゃんが向ける俺への信頼と、妹が俺へ向ける信頼は一緒なようで、ベクトルが微妙に違う。

　妹に素直に打ち明けられなかったことによって生じた微妙なズレが、ここまでのことになるとは。

　いつも思うことだが、難しい問題にしてしまったという後悔を感じずにはいられなかった。

「……晩飯の準備でもするかぁ」

「ん、今日はよろしくー。どうせ来週からは、私が準備することになるんだし」

「お前、部活は？」

「やるけど、お気楽なとこだし。多分、兄さんよりも先に帰るから。家事のことは気にしなくていいから、ちゃんと凛のサポート！」

「分かった」

「凛の成績下げたら、兄さんのことゴミ以下の扱いにするから」

　何だかんだ、未だに仲良くしてくれる妹にゴミ扱いは流石さすがに堪こたえる。

　友達のことが関わっているとはいえ、とても協力的な妹の期待にも応えねばならない。
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　夜には、今日の昼間の流れそのままに委員長とメッセージのやり取りをした。

　特に何か話さなければならないことがあって交換したわけではないので、ただ雑談するだけの形になったが。

　結局、今日ずっと話題になった制汗剤の件を話すと楽しそうな反応を見せていた。

　今のところ、異性だからといって友達という枠組みである以上は、特別感は感じない。

　ただ、委員長がフレンドリーであるために、調子に乗ってあんまり突っ込んだことは聞かないように気をつけなければならない。

　なお委員長からは、『かつて彼女はいたか』とか、『気になる人はいるか』などいきなり根掘り葉掘り聞かれたけども。

　正直、委員長とか遥はる輝きや幸ゆき人とにこういう突っ込んだことをある程度バラしておけば、勝手な噂うわさが広がっても影響力のある三人が訂正してくれそうなので、特に隠す必要もない。

　そんなふうに考えているので、委員長の人柄も考えてあちら側から聞かれたことは、全部正直に答えた。

　……過去に付き合った話の一つでもあれば、隠したいこともあるんだろうなぁ。

　─さっきから私ばっかり聞いてるけど、斗とう真まから私に聞きたいこととかないの？─

　─うーん、あんまり突っ込んだことを男側から女の子に聞くのは抵抗あるね。さっきまでみたいに逆パターンならありだと思うけど─

　─別に何でも聞いてくれていいよ？─

「うーん……」

　ここまで言われて、それでも聞くことを渋るのも逆にイメージが悪い。

　何か他に絶妙なラインの質問があればいいが、そんなに話し上手なら、とっくに彼女が出来ている。

「ここら辺が異性の相手と話すのが難しいんだよなぁ……」

　同性の友達なら安全ラインでも、異性となると途端に危険ラインって感じがする。

　同学年ってこともあって、ある程度お互いを取り巻く人や環境も理解出来ているのも、聞きにくさを更に強めている。

「聞いてみるかぁ……」

　委員長の性格なら驚いて一歩引かれても、すぐに『ありえんから絶交』とか『もう生理的に無理』とかは言われないだろうし。

　もし引かれたら、最大限の誠意と適切な距離感を持って信頼を取り戻そう……。

　─言いにくかったら、ごめんだけど。気になると言えば、一時期付き合ってた話が出てたから、そのことについては気になるけど？─

「もうちょいマシな聞き方は出来んのか……」

　自分で文章打っておいて、嫌になる。

　この保険をかけるような最初の一言が、絶妙にキモくて仕方ない。

　世の中のモテる男子は、どうやってこういう内容の話になったときうまく進めてるんだろ。

　─ほんほん、なるほどね！　斗真でも、そのことが気になりますか！─

　─なる！　昨日の朝の話からすれば、相当ハードル高いだろうし、どんな相手だったか気になるね─

　言い方からして、嫌というほど他の男にその真意を訊たずねられたことが分かる。

　─別に斗真には話してもいいかぁ。他の人にはてきとーに誤魔化して言わなかったんだけど。学習塾でクラスが一緒だった人だね─

　─ほー、ってことは校外の人？─

　─そそ。その頃、私の友達の周りでみんな彼氏が出来始めちゃって、その流れに乗らなきゃ駄目なのかなって焦あせった感じかなぁ─

　─流れ？─

　─んー。こんな話するのもあれだけど、やっぱりみんな彼氏いるってなると、自分もいないとまずいかなぁみたいになっちゃって。でも、そんな中ちゅう途と半はん端ぱな気持ちだったから全然続かなかったけど─

　─そんな真実があったのね─

　─同性にこんなこと話すと何様？　ってなりそうだし、異性に話すとどうなるか分からないし、少なくとも噂は間違いなく広められるから黙ってた。斗真は、その辺り信用してるからよろしく─

　─それはもちろん。人気者の委員長でも、悩み事がそれなりにあることが分かって、生意気だけどちょっと安心した─

　この真実を聞いただけで、みんなのまとめ役で人望のある委員長でも、交友関係には慎重に考えながら過ごしていることがよく分かった。

　委員長の付き合った理由も、他の人が聞けばありえないような理由に聞こえる人もいるかもしれないが、俺は十分過ぎるくらい納得出来た。

　基本的に男子は、モテるモテないで彼女の有無が決まるかもしれないが、女子は違うような気がしているからだ。

　女の子同士のグループで、彼氏がいるグループといないあるいは作らないグループがはっきり分かれていることは珍しくない。

　その流れに乗らないと、グループの会話やノリについていけない。

　男にはない女子特有の難しさかもしれない。

　純粋に好意を向けていた塾の男からすれば、悲しい結果になったかもしれないが、それでも委員長と付き合った唯一の男なので、自信を持って欲しい。

　─そりゃありますで！　結局その一件で懲りちゃって、ちゃんと自分のスタンスを貫けるようにしようってなったんだけどね─

　─委員長はやっぱりすごいわ。そのスタンスを貫く今でも、友達たくさんいるし─

　─うむ。まぁ分かったことは、なぁなぁでやり過ごすのは良くないね、うん─

「うっ……！」

　最後の一言は、今の俺にはクリティカルヒット過ぎる。

　─言えてスッキリしたかも。本当に誰にも言えなかったから。聞いてくれてありがと─

　─いやいや、貴重なお話でしたわ─

　─幻滅されるかと思った。こんな理由で初彼氏作ってましたなんて─

　─むしろ、人気者も人並みの悩みを持ってることが分かって親近感が湧きましたよ？─

　─女の子が悩み持ってることで、親近感が湧いて嬉うれしくなるとかひどいやつだな！─

　最初こそは、突っ込んだことを聞くことはどうなのかと躊躇ためらっていたが、聞いてみてよかったかもしれない。

　自分のことも隠さずに話してくれる委員長には、何か悩んだことがあったら、話してみても良いのかもしれない。

　─ま、私の秘密を知ったんだから、学校で何かあったら、手助け要求するからね？─

　─出来ることがあれば、やりますわ─

　出会ってから数カ月。

　本格的に仲良くなるまで時間がかかったが、また一人信頼出来る友達が増えたように感じた。
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　やっと金曜日を迎え、新学期最初の一週間が終わろうとしている。

　新一年生の入学式で一日休みがあったのに、いろんな事がありすぎて、なかなかに濃い一週間だった。

　と、そんな感じで振り返りつつ、休みモードに入りたいところだが。

「今日は、いつもの待ち合わせ場所と違いますね。まだ帰らないんです？」

　放課後、いつも帰るときに合流している校門前ではなく、今回は校舎内のロビーで待ち合わせた。

「来週から勉強する時に使えそうな教室の下見でもしてから帰ろうかなと思って」

「図書室とか、職員室のロビーとかじゃ駄目なんです？」

「人の目多いからなぁー……」

　図書室には、必ず同学年で顔を知っているやつがいる。

　たまにはありだけど、毎日だとちょっと居心地が悪い。

　職員室前にも、自習・補習するようのテーブルが置かれているため、勉強することが出来る。

　ただ俺には、部活の勧誘を諦めずにしてくる体育の教師もいるから、集中している時に邪魔されたくない。

　他人に振り回されて、今よりも無駄な時間になるようなことだけは必ず避けたい。

　昔みたいに自分の家が毎日のように使えたらいいんだけど、今回はそういうわけにはいかないし。

　余っている教室で、施せ錠じょう時間まで使えるところはある程度あるので、あてになる場所を見つけておきたい。

「まぁ、凛りんちゃんからしたら校内探検みたいな感覚で色々と歩き回ってみよう」

「はい」

　ただの公立高校とはいえ、建物はいくつかに分かれている。

　丸々一年間通った俺ですら、その教室どころか、この建物の○階は一切足を踏み入れたことがないなんて珍しいことでもない。

　そんな場所を考慮しつつ、良さそうな場所を探す。

　こうして歩き回ると、校舎内にはたくさんの数の教室があることが分かる。

「なんかすっごく埃ほこりまみれの教室が、この辺りには多いですね」

「だな。常時、施錠して基本的に使ってないらしいな」

　人通りの無い辺の教室は、汚い上に鍵も閉まっていて使えそうにはない。

　諦めて、普段も多少は使われるかなというレベルの教室を見てみると──。

「……なるほど。吹奏楽部がいたか……」

　思わぬ先客がいた。

「パート毎ごとに分かれて練習とか、ありますものね」

「だな、それなりにみんな散り散りになってやらないと、個人の音出しとか多分できないもんな」

　一生懸命部活をしている人達が使っているのだから、これは仕方ない。

　俺達がどうのこうの言えるようなことではないし、こちらも邪魔したくない。

「うーん。なかなか無いな……」

　広くてたくさんの教室があっても、様々な理由で使える教室は限定されている。

「……すいません。最初からこんなに困らせてしまって。やっぱり放課後の勉強は、止やめましょうか……？」

「いや、無ければ図書室でもいいや。凛ちゃんが気にすることじゃないよ」

　もちろん人目より、彼女の成績をより良くするという目的を達成することが大切。

　見つからなかったら見つからなかったで、邪魔が入ることも考慮して頑張る方に切り替える。

「この階の教室をざっと見て、駄目だったら来週からは図書室で勉強することにしよう」

「……はい。でも、ここも人がいないし、基本的に施錠されていそうですが……」

　凛ちゃんの言うとおり、最初に見て回ったところと雰囲気が似ているので、期待薄だが──。

「……社会科資料室？」

「こんなところもあるんですね。初めて知りました」

「んや、俺も初めてだわ。って鍵がある」

　その教室のドアの横には鍵がかけられている。

　そして張り紙がしてあり、こう書かれている。

『資料確認等、自由に解錠して確認して構わない。なお、資料の持ち出しやイタズラ目的厳禁！　使用後は必ず施錠すること！』

「ここ、使えるのか。ちょっと入ってみようか」

「はい！」

　鍵を差し込んで回してみると、すんなりと解錠された。

　軋きしむスライド式のドアを開けると、西日が窓から差し込んで、その光が舞い上がった埃を照らし出す。

「すごい資料数ですね。図書室の厚みのある本を取り扱っている列と同じ感じです」

「埃がすげぇな。先生含めて、全然使ってねぇだろこれ」

　あんな張り紙してても、こんなに放置されていると平気でイタズラするやついそうだが。

　いや、こんな辺境のとこまで埃まみれになってわざわざ変なことするやつもいないか。

「テーブルもありますよ！」

　資料が隙間なく並べられた本棚の奥には、確認するために置かれているであろうテーブルが、窓まど際ぎわに置かれている。

　西に傾く日差しが適度に入って、窓から運動場や校区外の風景も見ることができる。

「いい場所だな。ここで勉強するかな」

「静かですし、人も来なそうですね」

　もし仮に社会の教師が来ても、勉強していれば特に何も言われることはないだろう。

　テーブルや椅子の上に積もった埃を掃除道具を用いて取り除いていく。

「よし、これで使えるな」

　教室全体が汚れているので、気になって掃除をしだすとキリがないので、使う予定のテーブル周りだけを綺き麗れいにした。

「ちょっと疲れました。お話もしたいですし、早速ここに座って少し休んで帰りません？」

「そうだな、そうしよう」

　テーブルに四つの椅子がセットしてある。

　それぞれが向かい合うようにして、一つに座ってもう一つに荷物を入れたリュックを置けば良い──。

「よいしょっと」

　そう思っていた俺の隣に、凛ちゃんがゆっくりと腰を下ろした。

「え？」

「え？」

　俺がそんな彼女の様子を見て、驚きの声を上げると、その声に驚いたのか、彼女も同じような声をあげた。

「凛ちゃん、隣に座るの？」

「逆に違うんですか？」

「いや、向かい合うようにするのかなって思ってたからさ」

「教えにくくないですか？」

　そう言って彼女は、一度座るともう動こうとはしない。

「それもそうか……な？」

　無理矢理、席位置を変えると彼女は落ち込みそうなので、取り敢あえず納得した。

　結局、向かい合う席に自分のリュックを置いて、凛ちゃんと俺は隣り合うように座ることで決定した。

「で、話とは？」

「今日、実力テストの結果が返って来ました。それをご報告したいなと思いまして」

　そう言って凛ちゃんは、高校生ならおなじみの細長い紙を取り出した。

「学年順位14位……!?　すごいじゃん！」

「はい！」

　俺が勉強を見始めた頃は、受かるか本当に五分五分のラインだった。

　そこから、彼女は頑張ってここまでの結果を出せるようになっていた。

「この順位キープ出来れば、国立難関とかも狙えるから、頑張ってキープしよう」

「はい。まだ、将来とかはよく分かりませんけどね……」

「分からないときこそ、目標を高くしておくといいよ。やりたいことがこのレベルより下なら、特に気にしなくてもいいし。仮にやりたいことがレベル高くて足りてないのは苦しいからね」

　俺は結果表を見ながら、自分の成績が良かったかのように自然と声を弾ませて言った。

　この成績から上げることも、キープすることも容易なことではないが、彼女はとても頑張っているので妹の期待も含めてしっかりと応えなければならないと改めて思っていると──。

　トンと、肩に重みを感じた。

「お兄さん」

「ん、どした──。──!?」

　俺の肩に彼女はそっともたれかかってきていた。

「頑張ったのは成績表じゃありませんよ。そんなに熱心に成績表ばっかり見て」

「そ、そうだな。よく頑張ったぞ」

「それだけですか？　こんなに頑張ったのに」

「……」

　彼女が何をして欲しがっているかは、分かっているつもりだった。

　そっと彼女の頭を撫なでる。
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「次も頑張るんだぞ」

「はい」

　嬉うれしそうな声で、しっかりとした返事をする。

　こんな現場を見られたら、勉強中などという説明がつく訳がないのだが。

　彼女の頭を撫でながら、これからちゃんと勉強としての時間になるのかどうか、そしてやっぱり人目につかないところを探して正解だったと思った。
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　来週から勉強するための場所の目処めどもついたので、帰ることにした。

　スマホを確認すると、妹からメッセージが届いている。

　─どこで道草食ってんだー！　罰として６枚切り食パンをいつものパン屋で買ってから帰ってこい！─

　今週はまだ遅くなる予定になっていないので、寄り道していると思われている。

　でも本気で怒っているわけではなく、何か用事があることを察してくれて、家事を進めてくれているからこそのオーダーだろうし。

　本当に頼りになる妹である。

「ちょっと寄り道するけど、大丈夫？」

「はい！　どこへ行くんです？」

「帰り道の途中にある、商店街の中のパン屋」

　まだ平日も、親が料理を作ることが多かった頃は、何でもスーパーでまとめ買いだったのに、俺と妹が料理をしだしてから、こだわりが増えた。

　パン屋は流石さすがに専門であるだけに、食べると美味おいしいことに気がついてからは必ずパン関係は別に買うようになった。

　商店街近くの駐輪場に自分の自転車を駐とめて、商店街の中に入る。

「平日なのに、人が多いですね」

「夕方だし、金曜日なのもあるかな」

　良くも悪くも、よくある感じの商店街で人情味もあるけど、こんな時間から飲み屋で酔ってるおっさんもいる。

　……そういうだらしない大人を見ると、凛りんちゃんは連れてこないほうがいいかもと思ってしまったが。

「最近は足を運んでいませんでしたが、その間に随分と変わりましたね。昔からあるお店ばかりのイメージでしたけど、カフェとか出来てます」

　凛ちゃんの言うとおり、学生がよくお世話になるコーヒーチェーン店が入っていたり、新旧が融合しつつある。

　そんな状態で、うまく調和の取れている商店街は珍しいかもしれない。

　ガラス張りで中の様子が確認できるが、おそらくカップルらしい二人組も何組か見られる。

　遥はる輝きや幸ゆき人とはこういうところに、彼女と来るんだろうなぁ。

　未いまだに俺にとっては、友達としか来ない場所でしかない。

「……たまにはこういうところに来て、勉強してもいいですね」

「そうだな」

　学生のお財布事情なので、頻繁に来ることはできないが、たまにはこういうところに来て勉強するのもいいかもしれない。

　コーヒーチェーン店を通り過ぎて、目的のパン屋に到着。

　中に入ると、香ばしい香りに包まれる。

「あら、斗とう真ま君！　学校帰り？」

「はい。妹に食パンがなくなってどうにもならんから、途中に買ってから帰れと言われまして」

「相変わらず、妹思いのいいお兄さんねぇ」

　すっかりパン屋の店員の人とも、顔かお馴な染じみになっている。

「……一緒にいる子、もしかして彼女さん？　とっても可か愛わいいけど！」

「こんにちは」

「違いますよ」

　妹の友達でとか色々と説明すると、勝手に尾ひれが付いて広がるので、簡単に否定だけしておく。

　トレーに、袋に入った食パンを載せる。

　そして、並べられたばかりのアップルパイを一つだけ取った。

「じゃ、今日はこれで」

「買食いってやつね！　よかったら、そこのお嬢ちゃんの分もサービスするけど？」

「晩飯も近いんで、一つで大丈夫ですよ」

「じゃあ、このアップルパイ分はサービスしてあげる。二人で仲良く、ね？」

「分かりました。ありがたく受け取ります」

　袋に入った食パンと、紙に入れたアップルパイを手渡しでもらう。

「ん」

　そしてそのアップルパイを半分に綺麗に割って、凛ちゃんに手渡した。

「私にも……ですか？」

「試験も頑張ったしな。買食いという良くないけど楽しいことを教えてみようと思って」

「買食いも何も、私何も払ってませんけど……」

「細かいことはいいの！　放課後の帰りに、こうして甘いものとか食べるのが楽しいのよ！」
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「はぁ……」

　いまいち納得出来ていないといった感じだが、受け取ったアップルパイを控えめに小さくかじりついた。

「おいひぃです」

「だろ？」

　人通りの多い商店街の中を歩きながら、アップルパイを頰張る。

「中学じゃ校則きつくて、出来ないことだったからな」

「ですね。見つかったら、すぐに生徒指導の先生に呼び出されちゃいます」

「高校でも良くないことだとはされてるけど、怒られることでもないからな」

「なんか悪いことしてる感じがして、ドキドキしますね」

「多少は悪いことも教えてしまうかと思ってな」

　中学の頃からいつもずっと真面目に過ごしてきた彼女には、少しぐらいこういうことを知ってもらってもいいのではないかと思う。

　こういう機会にでも一度経験しないと、今後友達とかに誘われたときも戸惑うだろうから。

　お互いにアップルパイを食べ終わったあとも、商店街の中を散策した。

「こんな物も売ってるんですね……！」

　久々に練り歩くのが本当に新鮮だったようで、一つ一つの店に視線を奪われる凛ちゃんは丸で小さな子供のようだった。

　今までは、いつも家の中か学校の中で関わることが大半だったので、そんな純粋な反応を見せる彼女に、俺自身も新鮮さを感じながら微ほほ笑えましくなった。

　結局、お互いに散策を長時間楽しんでしまって、帰ったときには流石に妹に怒られたが、こんな時間があってもいいなと思えた。
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　やっと週末に入ったというのに、あっという間に終わってしまった。

　部活もしていないのに疲れきっていて、何もする気にならないまま終わった。

　ちなみに遥輝や幸人は、早速練習試合で丸々一日部活漬けだったらしい。

　今だと考えられないが、しっかり自分が部活をしていた頃は、練習試合で土日ともに一日無いなんて普通にあった。

　そのことを考えると、あまりにも怠惰になりすぎているとも言えるが。

　そして今日からは、放課後に凛りんちゃんと勉強してから帰ることになる。

　妹に負担をかけることになるから、その辺りは申し訳ないな〜とか先週まで思っていた。

　しかし、週末に凛ちゃんと遊びに行くことを理由に大量の買い物を押し付けられて大変だったので、そんな思いはどこかへ行った。

　というか、妹も凛ちゃんも慣れない新環境なのに、よくすぐ遊びに行く元気があるなと思う。

　俺なんて高校入学して最初の週末は、高熱出して寝込んだというのに。

「来月から学校行事が増えるから、定期の範囲を確保するためにも授業のペース早くなるからな！」

　そして学校の勉強の内容も難しく、同時に早くなってきた。

　凛ちゃんに勉強を教えることもいいけど、自分もちゃんとしないと本当に成績が下降してしまう。

「あー、全く授業内容分かんね」

「遥輝、本気でそこそこやっておかないと。赤点とると、部活出来なくなるんじゃない？」

「そうなんだよなぁ……」

「俺も結構ヤバい。一年の頃は平均くらいいけたけど、二年になってから内容が明らかにキツイ」

　部活をバリバリしている二人からすれば、帰ってから『さぁ、勉強だ！』とはならないことはすごくよく分かる。

　かといって、やらないと部活自体出来なくなる。

「斗真はいつも余裕そうだよなぁ」

「そりゃ、お前らと違って部活してないからこれくらいはしないと流石にな……」

「何が出そうとか教えてくれ」

「勉強してみて、やっておいた方がより良さそうなやつとかは、教えられるようなら……ってお前ら彼女に教えてもらえよ！」

「だってあいつ文系クラスだし……」

「……そんなに頭良くない」

　一緒に勉強しているという話は一体何だったのか。

　何となく分かってきたけど、勉強してるとか言いながら教材を広げてただいちゃついてるだけのような気がしてきた。というか、多分そうだな。

　ちくしょう、やっぱり楽しそうだなこいつら。

「こういう時に、勉強出来るやつが彼女だったら……って思うよな」

「そうか？　逆に俺らがアホなことに対して、冷められそうじゃね？」

「斗真はどう思う？」

「わざとか？　わざと分からない俺に振っているのか??」

　彼女がいない俺にどんな答えを求めているのか。

　いないやつなりに考える意見でも欲しいのか。

　そんなわけないと思うのだが。

「このクラスで勉強が出来る女子と言えば？」

　そんな俺の悲しみのこもった問い詰めに、二人は反応することなく、次の話を始めた。

「結ゆい花かじゃない？　何かよくテスト返却の時によく出来てたやつの中に呼ばれてね？」

「そうだな。見た目の軽さに合わず、優秀なんだよな、あいつ」

　確かに二人の言う通りで、委員長は一年の頃から優秀だった。

　ここ最近から、まともに絡からみだしたこともあって本格的にどれくらいの成績かは知らないけども。

「委員長に勉強教えてーって言えばよくない？　委員長に教えてもらったら、絶対に忘れないし」

「そのことは触れないでくれ……」

「いやいや、散々俺のことだっていじるじゃん！」

　ちょっと悪意があったことは認めるが、そんなに落ち込まなくても。

　……付き合ってないとかはいじられてもいいのに、その他の恋路は触れるのタブーか。難しいところだ。

「君たち！　私のことを呼んだかね!?」

　そんな話をしていると、委員長が俺たちのところにやってきた。

「いや、結花いっつもテストの点が良いから、どんな感じで勉強してんのかなって」

「ほう！　ついに遥輝もやる気を出したってことかい!?　彼女にバカはヤダってでも言われた？」

「そ、そんなこと言われんわっ!!」

　あ、言われてるやつだこれ。

　何だかんだ今の彼女のことが可か愛わいくて、相当影響されてんだな。

「斗真が頭いいんじゃなかった？」

「うーん。思ったより、授業ペース早くて正直キツイ。遥輝も幸人もやる気出してるし、サポートしたいけど、自分が出来てなきゃ何も出来んからね」

「へぇ、じゃあ斗真もボチボチヤバいの？」

「うん」

「ほぉー。助けてほしいかぁ？」

　相変わらず楽しそうに笑いながら、敢あえて机に座って悪そうな雰囲気を出す委員長。

　見た目とファションがいい感じだから、どんなことをしても雰囲気が出る。

「助けてほしいー」

　素直に委員長の勉強事情、すごく気になる。

　成績優秀な人の勉強には、色んな要素があって聞けるならどんな人のも聞いてみたい。

「あはは！　そうかそうか!!」

「結花、めっちゃ笑ってるやん」

「楽しそうだなー。何かこの二人、独特な空気感があるくね？」

「いやほんとそれ」

　いつの間にか若干、二人が俺と委員長から距離を取っている。

「いいよ！　分からないこととかあったら、遠慮なく聞きな！　優しく教えてやるぞ？」

「わー、ありがとーございまーす」

　部活で忙しい二人の勉強事情をどうにかしないとという話だったのに、結局俺と委員長との勉強事情が進展しただけになってしまった。

　ただこの機会を活いかして、なるだけ早く理解することによって、二人にフォローはできそうな目処めどは立ったので、悪い話ではなかったけども。
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　しかし、そんな二人に対する気遣いだけではいけないことを改めて数学の授業で突きつけられることになった。

「図形と方程式……やっべぇわ！」

　数学史上、一番意味が分からない範囲だった。

　今まで数学で、特段に困ったことなんて一度も無かった。

　だが、こればかりは全く訳が分からない。

　もともと苦手意識のあった図形に、ゴチャゴチャ線とか式を混ぜられてわけが分からなくなっている。

　確率とかなら、模試レベルに捻ひねられても色々と考えたら何とかなること多いのに。

　ただでさえそのような状態なのに、更に追い打ちをかけるのが……。

「えっとですね、教科書ｐ69の問１を……」

「先生、そこ昨日やりましたよ？」

「おお、すまない。えっと、ｐ70の問１をやってください」

　もともとこの範囲をしていた女性教師の方が産休に入ったことで、代替の教師がやっているのだが……。

　その先生の授業がフワフワし過ぎて、何もよく分からないという状態になっている。

　クラスのみんなの話によると、他のクラスで受け持つもう一人の数学の教師と、教え方や進め方が全然違っているらしい。

　この代替教師が教えるうちのクラスだけ、平均点がごっそり落ちるってことも、あり得るかもしれない。

「想像以上に気合入れないとやばいな……」

　そんな危機感を感じることになった授業を終えて、社会科資料室に向かった。

　すでに解錠しており、凛りんちゃんが先に到着していた。

「あ、お兄さん。お疲れ様です」

「凛ちゃんもお疲れ様。そろそろ本格的に授業始まった？」

「はい。中学の時とそれほど授業時間が、変わったわけではないんですけど、疲れますね」

　と笑顔を浮かべる彼女だが、確かに様子からは少しお疲れ気味なのかなと窺うかがえる。

「慣れてないから、精神的に疲れるわな。周りも知らない人が多いし、友達もまだ仲良くなりたてで、気を遣ったりするしね。まぁ、段々慣れてくるよ」

「はい！」

「勉強出来るくらい気力残ってる？」

「もちろんです。この時間に出されてる課題少しずつ消化していきます」

「ＯＫ。じゃあ、早速やっていこう」

　先週と同じテーブルに教材を広げて、早速凛ちゃんが課題を始める。

　開いて課題を始めるが、まだ最初の段階であることもあって、中学レベルでも解ける内容ばかり。

　凛ちゃんの成績なら、まだ詰まることはないだろう。

　とても綺き麗れいな文字で、ノートに問題を書き写して答えをまとめていく。

　汚い字で走り書きをする俺と比べるまでもないが、少しは綺麗に書けるようにならねば。

「俺もちょっと勉強してるから、分からないところがあったら、遠慮なく声かけてね」

「はい！」

　俺も教材を取り出して、早速今日の数学の問題の復習に着手した。

　基礎を一つずつ摑つかんでおかないと、この範囲の問題を全て取り逃がしてしまう。

　例題の解説と解き方をよく見て、何の式を代入しているのかなどを確認して一つずつ問題を解く。

　問題集の基本問題は解けるようになったが、応用・発展問題になると、途端に解けなくなる。

　これは、委員長がこの辺りに着手して解けたなら聞くしかない。

　それで駄目なら、聞きやすい数学の教師に尋ねるしかない。

　今の教師は訳分からないし、他のクラスを教えている教師は性格がきつすぎて、聞きに行くと小言言われそうだし。

　何でも分からないことは質問しろって言う割には、生徒が質問しにくい環境しかないんだよなぁ。

「ん？」

　ふと、視線を感じて横を見る。

　凛ちゃんが、ペンを置いて机に突っ伏した状態でこちらをジッーと見ている。

「ご、ごめん。質問あった??」

「いえ、ちょっと疲れたので休憩です」

「そっか。しんどいなら、無理しないで今日は帰るかい？」

「いえいえ。お兄さんが真剣に勉強している姿、見たことが無かったので、見み惚とれてます。しばらくこのまま見ていますので、続けてください」

「見惚れてるって……」

「お兄さんは、いつも私に優しく笑顔で話をしてくれますから、こんな引き締まった表情を見るのはなかなか珍しいので」

「もしかして、凛ちゃんが悩んでる時も適当なやつに見えた？」

「そんなことはありません。お兄さん、色々と考えていることが表情では誤魔化せても、話のテンポや声調で分かります」

「……情けねぇなぁ、悩み抱えている子にそこまで見抜かれていたとは」

「そんなことないのに」

　楽しそうに笑う彼女は、今の突っ伏した状態も相まってより可愛らしく見える。

「真剣に考えているときの顔ってこんな感じなんだなぁって、やっと見れたなって思います」

「見慣れてない俺の表情が見たいってこと？」

「まぁ、そういうことですね！」

「変なところに興味を持ってしまったか。お願いだから、悲しい表情や怒った表情見たいからとかで、悪いことだけはしないで……」

「それは絶対にしませんから、安心してください。でも、見たい表情はたしかにまだありますね。……特に寝顔とか」

「諦めなさい。絶対に凛ちゃんの前では寝ることはないから」

「えー、何でですか」

「そりゃあ、恥ずかしいからに決まってる！」

　慢性的な鼻炎持ちで、口呼吸しがちな俺の寝ているところなど、見せられるわけがない。

　いびきもそうだし、口を開けてよだれを垂らしている寝顔など見られたら、最悪である。

「むー。でも、これから長い期間一緒にいれば、何回かチャンスは……！」

「逆に聞くけど、凛ちゃんは俺に寝顔見られてもいいの？」

「そ、それは……」

　少し考えるような様子を見せる。

　そして、段々と顔が赤くなってきた。

　凛ちゃんは凛ちゃんで、表情が分かりやすいと思うが……。

「恥ずかしい……ですね」

「でしょ」

「それでも！　それでも私はお兄さんの寝顔を、この目で見ます！」

　真っ赤な顔で、力強く宣言した。

「……でも、仮に私が寝ていても、寝顔を見るのは禁止ですから！」

「禁止にされても、寝ていたらほぼ確実に寝顔を見ることになるんだけど……」

「ダメなものはダメですから！　何とか察してください！」

　そんな凛ちゃんの慌てた口調から繰り出される無茶振りが、しばらくの間続いた。
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　その後、気を取り直して凛ちゃんともうしばらくだけお互いの勉強を進めてから帰宅した。

　家に戻ると、洗濯物は取り込まれて綺麗にたたまれており、妹が料理に集中している。

「ただいま」

「おかえりー。初回のお勉強会はどうだったの？」

「まだ最初だから、サクサク課題進めた。凛ちゃん自身、入学テストの成績もすごく良くて順調だね」

「そうだったんだ。凛ってば、悪いときなら分かるけど、良いときも頑かたくなに成績のことは言いたがらないから、私からも聞くことないからそれ聞けてちょっと嬉うれしいかも」

「お、お前には言ってなかったのか……」

　俺に対して凛ちゃんは、成績についてずっとオープンだった。

　そのことに慣れていて、抵抗なく話してしまった。

　友達とはいえ、成績は個人情報で言いたくない人はいくらでもいる。

「大丈夫。その辺りのことは兄さんよりも、私の方が理解してるし。凛との話に出すつもりないよ。あくまでも、私も頑張らなきゃって自分にはっぱをかけるきっかけにする！」

「すまん」

「ううん。むしろ、良いこと知れて嬉しかったし、今の表情で凛に対して、丁寧に接してくれていることが分かったし」

「察しのいい出来てる妹で助かる」

「でも兄さん。私の性格どうのこうの言うけど、そのうっかり癖は、私の前だけにしてよねー」

「いや、本当にそうだ。返す言葉も無い。マジでちゃんと気を付けるわ」

「よし。反省して素直に変わろうとしてくれるところ、いい兄だぞ」

　こういう鋭い指摘をする辺り、妹が常日頃から誰に対してもフレンドリーで、コミュ力抜群なところにも繫つながっているのだろう。

　大雑把で、適当な感じなところが多そうに見えて、たまにこうして指摘されることは確実にクリティカルヒットする内容でしかない。

「手伝うわ。何したらいい？」

「んーとね、今日の料理には使わなそうなお皿を片付けて、必要なやつを棚から出して並べといてくれる？」

「了解」

　妹がある程度進めてくれている料理の準備を、俺も協力して行った。

　夕食後、再び俺は数学の問題と向き合っていた。

　基本問題は出来るようになったが、やはり応用・発展問題が出来ないと、テストで満足な成績は取れない。

　苦手な分野だから、点数が落ちましたなんていうことは、言い訳になるわけがない。

　そして何よりも、凛ちゃんとの勉強指導を再開しといて一発目に成績が下がることはあり得ない。

　そんなことになってしまえば、凛ちゃんはもちろんのこと、妹ですら不安にさせかねない。

　成績下がって「何やってんだ！」って怒るというより、あいつならまず心配してくるだろうし。

　あれだけ気合を入れて、家の役割を受け持ってもらっている以上、もっとしっかりしないと。

「とは思うものの、やっぱり訳分かんねぇ……」

　うちの高校は、アウトプット意識をつけることに重点を置いていて、問題集の答えも途中式などの解説が一切載っていないものしか配布されていない。

　まぁ全部載ってると、写すやつは平気で写すからこうする理由も分かるけど。

「ダメだ、時間の無駄すぎる。委員長に助けを求めてみよう」

　今日言われてすぐに、助けを求められてびっくりされるかもしれないが、とにかく相談してみることにした。

　早速、メッセージで数学の問題が分からない旨むねを伝える。

　送信した後、数学を断念して英語の予習に進路変更した。

　一時間ほど経たった後、突然スマホが振動を始めた。

「電話……？」

　手にとって見ると、相手は委員長だった。

　フリックして応答モードにする。

『あ、でたでた！　ごめん、ちょっと帰ってからバタついてた！』

「いや、そんなタイミングにこっちこそごめん」

『多分、文面で書くのめんどいでしょ。口頭で言ってくれると早いし。どこがしんどい？』

「シンプルに図形と方程式の範囲がヤバい。あの先生もフワフワだし」

『それみんな言ってるー。私も同感だけど』

「基本問題は出来たんだけど、問題集のそれ以降が全く駄目だわ。助けてください」

『え、もうそんなとこまでやってんの!?』

「苦手だから、さっさとやり方覚えたいなーって。ごめん、そっちのペース乱して」

『ううん。オッケー、ちょっと私もやるわ。どっちにしても、やって分からなかったら誰かに聞かないといけないし。早めにやることは悪いことじゃない』

「本当に助かる、ありがと」

『良いってことよ。私もきっかけ無いとなかなか動かないし』

「これで委員長に一つ借りが出来たな……！」

『まだ何も教えられると決まったわけでもないのに、気が早すぎるよ！　……まぁ正直なところ、私も斗とう真まに頼みたいこと一つあるんだけどね』

「何？」

　委員長からの頼まれ事。出来るなら、応えたいところではあるが。

『六月にある体育祭に向けて、来月に入ったら体育祭運営委員とか決めないといけないんだけど、多分みんなやりたがらないんだよ』

「それで、俺にやってくれってこと？」

『端的に言えばそうだね。部活してないし、女子含めてみんなと話出来てイメージいいし。経験上、団体競技とかすると一回はクラス割れする可能性を考慮しといた方がいいからね』

「なるほど……」

　体育祭運営委員。体育祭を行う上で、どこの学校もほぼ確実に存在する一時的な役割であろう。

　ピークになると、放課後も昼休みも潰れることは珍しくもない。

　つまり、凛ちゃんとの勉強会に影響が出ることは避けられない。

『掛け持ちセーフらしいから、女子枠に関しては私がやれば、こっちは落ち着くんだけどね……。男子枠はどうしても、誰かに出てもらわなきゃいけないから』

「そりゃそうだよな。避けられんことだし」

　部活はあるし、シンプルに体育祭へマイナスな印象を持ってるやつもいるだろうし、何より仕事が面倒だから、おそらく男子は誰もやりたがらないだろうな。

『もちろん、部活してないから暇だろうなんてことは思ってないからね。この機会に強引にやらせるような感じになったらそれはそれで私が悲しいし。ちょっと考えてくれるだけでいいから！』

「うん。ちょっと予定見ながら、スケジュールつけられるか考えてみる」

『本当にありがと！　じゃあ私は問題をやるぜ？』

「頼むわ。俺は邪魔になるか？」

『んや？　せっかくだし、ちょっと雑談にも付き合えや！』

「オッケー」

　寝るまでの間、委員長としばらく雑談を楽しんだ。

　話をそこそこしたのに、俺が解き進めるのに苦戦した基本問題をあっさり終わらせた。

　早速助けてくれる委員長の頼みを断ることはしたくないし、凛ちゃんとの勉強会もおそろかにすることは絶対にあり得ない。

　ここからはもっと自分の動き方と、時間の使い方を最大限考えていくことになる。











第18話






　次の日の放課後、いつも通り社会科資料室に集まったところで、凛ちゃんに昨日出た話について切り出してみた。

「体育祭運営委員……ですか？」

「そう、これが結構面倒なやつでな。昼休みとか放課後は招集がかかりやすい」

「確か中学の時も、そんな感じでしたね」

「周りの人はみんな部活やってるから、やりたがらないのよね……」

「なので、お兄さんに白羽の矢が立ったということですか？」

「そういうことになるね」

「なるほどです。ということは、お兄さんと勉強するこの時間の確保が難しくなりますね」

「正式に決まるとそうだね。誰かが、立候補すればしなくてもいいけど、あてにはできないかな……」

　考えに考えた結果、誰も名乗りを上げない場合は俺がやることにした。

　もちろん委員長の頼みでもあるけど、やはり誰もやらないと、部活をしていないお前が適任っていう流れが出来ると思う。

　そこで拒絶すると、周りが白ける。

　そんな周りの雰囲気に合わせるということが第一理由で、凛ちゃんとの約束をおそろかにするのは、どうなのかとなるかもしれない。

　でもその状況に応じて、一番やるべきだろっていう適任の人が受け入れることはやむを得ないこと。

　俺は俺でお前らの要求など知らない、という一点張りでは、集団生活はやっていけない。

「体育祭は六月らしいですから、来月ぐらいから活動するんですかね？」

「うん。期間は一カ月弱くらいかな」

「分かりました。その間は……一人で勉強します」

　理解を示すような言葉は並べるものの、やはり表情は元気の無い顔になってしまった。

　ただ、俺も何も代替案無しにこんな話を切り出したわけではない。

「平日は厳しいかもしれない。でも、もし良かったら休みの日に会って一緒に勉強しよう」

「土日にですか？」

「うん、あくまでも凛ちゃんの予定次第になっちゃうけど……」

「空いてます！　むしろ、意地でも空けます！」

「お、俺は土日常に暇だから、凛ちゃんの都合に合わせて呼び出してくれたらいいんだよ」

　休日代替案を切り出した瞬間、凛ちゃんの表情がすぐに明るくなった。

　その様子を見て、俺としてもすごくホッとしたのは間違いないが、想像以上の食いつきようである。

「つまり私さえ予定が無ければ、お兄さんと一日中いても良い、ということになるんですか!?」

「ずっと一緒にいるのが嫌じゃないなら、もちろんいいよ。平日の約束を一時的とはいえ、早速反故ほごにしてしまいそうなんだから」

「……言げん質ち、取りました」

　必ず一日予定を空けるつもりなのだなと分かる反応である。

「土日だし、外で勉強するのもいいね。前見たカフェとか」

「ですね。多分部活で学校開いてますけど、わざわざここまで来てやる必要もなさそうですね」

　せっかく休みに長時間勉強するのであるなら、少しオシャレなところで勉強するのもありかもしれない。

　商店街散策の時もすごく楽しそうにしていたから、妹のような女の子同士の友達とはあまり行かなそうなところでいい場所がないか、探してみるのもありかもしれない。

「商店街の時はすごく楽しそうだったから、今度もそういう感じで楽しんでもらえそうなところがないか、探しておくよ」

「ありがとうございます。楽しみにしておきますね！」

　ニコニコ笑顔で、期待を込めた言葉が返ってくる。

　平日の約束を、早くも反故にしてしまうことになりそうな上に、休みの時間を使うのだからしっかり楽しんでもらえるようにしないといけない。

　彼女の笑顔を見て、そんなことを思っていると──。

「おでかけもいいですけど、家で二人ゆっくり勉強する。というのも、一つの案ですよ？」

　期待の言葉に続いて、そんな提案をしてきた。

「いや、それはさすがに厳しいぞ。聞いていると思うけど、妹は部活の緩めなところで、土日は普通に家にいるぞ？」

「もちろん、それは知ってますよ。だって前の土曜日に、早さ紀きと遊びに出かけましたからね」

「でしょ。だから無理だと……」

「私の家の方なら、早紀はいませんよ？」

「凛ちゃんの家……!?」

「ええ。私の家にご招待……。出来ますよ？」

　あり得なすぎることで、今まで全く考えとして浮かぶこともなかった。

　凛ちゃん＝うちの家に来る存在としてすでにインプットされていたので、一瞬どういうことか全く意味が分からなかった。

「いやいや！　だって休みだし、親御さんいるでしょう!?　男を連れてくるとか、特にお父様は気を失いかねんぞ！」

「大丈夫ですよ！　だって早紀は何度かうちに来ていますし、早紀のお兄さんだと説明すれば、必ず受け入れてくれます！」

「いや、そうはならんやろ……」

「何でです??」

　凛ちゃんは何故なぜといった表情をしており、本気で何も分かっていない。

　同性ならまだしも、いくら友達の兄だからと言って異性を連れてきて二人っきりになっていたら、誰でも頭に？が浮かぶ。

　むしろ、逆に怪しい雰囲気が一気に増す。

　凛ちゃんの親御さんを不安にさせる行為であり、論外でしかない。

「と、とにかく！　その案は止やめよう！　普通に考えておかしいシチュエーションだし！　親御さんの妹に対する信頼度を落とすわけにはいかない！」

　凛ちゃんの親御さんの妹に対する信頼がなくなってしまうことによって、妹と凛ちゃんの友情崩壊なんてことがあったら、大変だ。

　親御さんから、「あの子達と関わるのは止めなさい！」と言われ、凛ちゃんが「なんでそんなことを言うの！」と親子間に溝が出来るパターンだってある。

　その想像される最悪のケースに繫つながる原因は、すべて俺に収束するわけであって。

　凛ちゃんと妹の友情を危険にさらすような、少しでも危なっかしい変な行動をとることは許されない。

「分かりました──」

「おお、分かってくれたか……」

「うちの親がいない時なら、良いってことになりますね？」

「え？」

「え？」

　納得してもらえて未曽有の大事件にならずに済んだ、と思ったのに、最終的になぜか疑問を表す発音をお互いにぶつけあうという構図が出来上がった。

「いやいや、ダメでしょうよ」

「いやいや、なぜですか。うちの親さえいなければオッケーみたいな口ぶりだったじゃないですか」

「親御さんいなくてもダメでしょうよ！　仮にも後輩の女の子の家に行くなんて！」

「なーにを言っているんですかっ！　散々、私を自分の家に呼び込んでダメにしておいて、逆パターンだけ無しとはどのような理由があるって言うんですか！」

　そこそこ突っ込みたいところはあるが、凛ちゃんの言っていることは正論だった。

　どっちの家に呼び込もうが、同じは同じ。

「だ、ダメなものはダメなんじゃわ！」

「出ましたね、焦あせると方言になる癖！　控えめに言って結構ありです！　っと、話がずれましたね！　っていうか、お兄さん。そんなに頑かたくなに否定するのには、何か理由があるんですよね」

「さ、さあ？」

「女の子側の部屋に呼び込まれることに対して、ちょっとやらしいこと考えていませんか？」

　それも正解。親御さん問題もそうだが、普通にちょっとやらしいイメージも湧いているのは否定できない。

「そんなわけないじゃないか！」

「ですよね。最愛の妹と仲のいい友達に、環境が少し変わっただけでちょっとエッチな感情を出すとか、あり得ませんもんね」

「も、もちろん」

「はい。なら、いけますよね。不純な動機が無ければ、場所が違うだけです。候補に入れましょう」

「いや、でもそれが主な理由ではないんですけど……」

「なら、親にバレても大丈夫だと思います。誠意をもって接してくださるわけですから」

「はい……」

　久々に強い力で引き込まれた。

　一カ月弱の間、どうか休みの日に凛ちゃんの親御さんが家から長時間離れないことを、願うばかりだ。

「……今思ったんですけど、平日の放課後対応出来ない期間だけじゃなくても別によくないですか？」

「え？」

「もう今週からそのシステムを、この先ずっと適応しても良いと思うのですが！」

「何でそうなる……」

　そんなことをしてしまうと、絶対に休日の凛ちゃん宅に親御さんが不在のタイミングが必ず出来る。

　さっき30秒前に祈った切なる願いは、確実に無に帰すことになってしまう。

「もう平日はこうして毎日会う関係ですし、休みの二日間がちょっと増えるだけですし？」

　単純にその休みの二日間がちょっと増えると、毎日会うことになる。

　そんなに頻繁に会うと、確実に段々と息苦しくなると思うのだが。

「まぁそのことは追々考えることにしよう……」

「分かりました！　お兄さんがもし断ったら、意地悪されたって早紀に相談してもいいですか？」

「やることがえげつなさすぎる。そんなことされたら、俺が家から追い出されるわ！」

　そのオプションをチラつかされると、断ることなど出来なくなる。

「流石さすがに冗談です。でもお兄さんさえ良ければ、たまにはお願いします」

「分かった。それはちゃんと約束する」

「はい！」

　ニコニコといつものように明るい笑顔をこちらに向けてくる。

　今では当たり前だが、最初会ったときの作り笑顔のときに比べたら、本当によく笑うようになったと思う。

　整った顔立ちだから、どんな笑顔も様になっているが、やはり自然体が一番良い。

「さ、勉強しよう。休みの日にやる予定が出来たとはいえ、出来るだけこの平日の時間が確保出来ているうちにしっかり進めておこう」

　凛ちゃんに伝えるべきことと、今後の予定についてある程度決まったので、再び課題に向き合った。











第19話






　夜、自室にて。今日のことを踏まえて委員長に体育祭運営委員の役割を受けられることを報告した。

『おお、それは助かる！』

「決めるときになったら、適当に俺に押し付けるような形でバトン投げてくれれば」

『あいあいー！　取り敢あえず立候補する人がいないか聞いてみて、いなかったら斗とう真まを指名すればいいね！』

「うん。それでいこう」

　自ら立候補するような性格でもないし、もしかするとやる気のある人もいるかもしれない。

　そういうことも考慮して、委員長に適当なタイミングを見計らって投げてもらうことにした。

　一年の頃から何もしてこなかったやつが、いきなり立候補するだけで何やかんや言われることがあるからな……。

『しっかし、先に私が斗真を助けると思いきや、先に私がフォロー受けちまったかー』

「別に委員長個人の問題、ってわけではないけどね。俺の場合は、がっつり自分の困ってることを助けてもらってるわけだし」

『そうなんだけど、それでも本当に助かる。うちの担任が何でも私に任せておけば、何とかなるみたいになってるから、仕事とか考えること多くて、結構しんどかったし』

「そうだったのか」

　うちのクラスには男子学級委員長もいるのだが、やはり一年の頃からのリーダーシップをとってきた実績をあてにされているのか。

『数学の方はもう少しだけ待って。ごめんね』

「いやいや、急がないよ。というか、そんなに忙しいなら、教師捕まえて聞くから無理しないで」

『んや、これはやらせてくれ。助けてもらいっぱなしなのも許せん！　そして何よりも、私が相当勉強出来るやつだと思い知ってもらいたいし！』

「一年の頃から、成績優秀者バラしたがる先生とかがさんざん褒めてたから知ってる知ってる」

『いや！　実際にその目に焼き付けてもらわねば、気が済まない！　ということで頑張るわ！』

「そこまで言うなら頼む。期待してる」

『任せろ！　そして斗真だけでなく、あいつら二人へ教える時にも有効活用してくれぃ！』

「うん、そうするわ。部活も離脱できない立場になって、気合入ってるからな二人とも」

『だねー。一年の頃は、チャラくてバカなやつに目をつけられたなーって思ってたけど。変わるもんだねぇ』

「目をつけられた？」

『流石にあからさまですぐに分かったよ、遥はる輝きが私のことを好きなんだなって。当時の第一印象があんまり良くなかったから、目をつけられたっていう感じ方だったね。今思いかえぜば、失礼な女よ』

　気がついているかどうか、疑問には感じていた。

　しかし、波風立たずに落ち着いたので言及することもなく触れなかったのだが、委員長は気がついていたらしい。

「知っていたのか」

　まぁモテるから、そういう相手のことは大体気がつくようになるか。

『で、斗真はそんな遥輝に気を遣って、あんまり関わらないように私から距離を少し取ってた。どう？　さすがに、これは私の自うぬ惚ぼれ予想かな？』

「いや、正解だよ」

　そこまで見抜かれていたとは。よく観察されている。

『斗真って、すごく周りの人に気を遣うよね。ビックリするくらい』

「そうなのかな？　でも、相手を不愉快にさせたくないってなると、やっぱり慎重にはなる」

『うん、そんな感じする。恋愛とかに奥手なのも、そういうところ意識してるの？』

「んー、そうなのかも。ぶっちゃけると、適度な距離感で、女子から頼りに出来る親切な人止まりでいるのが、一番印象良いと考えてしまうね」

『ま、シンプルに踏み込むのが苦手ってことですな！』

「そ、そういうことです……」

　回りくどく言ったのに、やっぱり核心をあっさりと突かれた。

　確かに、踏み込むことが苦手。

　同性相手にすら、友達になる上で踏み込んだ結果その後、険悪になったことも珍しくない。

　遥輝や幸ゆき人とは、基本的にどんな人とも仲良くなれるようなタイプだったから、ああして友達になれたけど。

　そして、どこまでも受け入れて頼りにしてくれる子が一人。

　今までのことを振り返ると、自分が適度な距離感で接した方がうまくいっていると感じている。

『ふむふむ、なかなかに深い悩みの種なのでは？』

「多分、そうだね。だって委員長に対しても、慣れてきだしたら、段々と嫌われそうって今でもビビってるもん」

『んー、今のところはむしろ話しやすいし、良いイメージしかないんだけどな』

　それはまだ委員長と話し始めたばかりだからだと思ったが、そんなことを言ったところで卑屈にしか聞こえないので、止やめた。

『ま、のらりくらり過ごしてるように見える斗真でも悩みがあるってことがよーく分かったよ！』

「なんか前、メッセージのやり取りで委員長の彼氏事件の話の逆パターンになったな」

『事件とはなんだ!!』

「いやぁ、元カレさんが今でも引きずってる可能性を考えると……！」

『うぐっ……！　そ、その話はおしまい！』

「だな。こういう話を引っ張るのは良くねぇわ。じゃ、そろそろ明日の準備とか寝る準備するわ。おやすみ」

『あい、また明日！』

　話が落ち着いたので、電話を切ろうとした。

『あ、斗真』

　その前に、委員長に呼び止められた。

「どうかしたか？」

『恋愛でも交友関係でも何か悩みがある時は、私で良ければ聞くから、良ければ話してね。もうマブダチの関係だろうし！』

「……マブダチって死語じゃない？」

　めちゃくちゃ久々に聞いたワードだ。

　ギャルならまだ……言うのか？

　男子で使ってるやつ見たことないから、久々に聞いた。

『うっさいわ！』

「でも、ありがとう」

『あい！』

　交友関係に関して、遥輝や幸人に相談するのが自然な流れなんだろうけど、委員長とくっつけたがったり、思わぬ方向に展開しそうなこともある。

　何か困ったときは、委員長に相談してみることはいいかもしれない。











第20話






　様々な話が一気に展開されて、バタバタしていたが体育祭運営委員の話がおおよそ決まったところでやっと落ち着いた生活様式になってきた。

　普通に登校して、授業を受けて放課後は凛りんちゃんと一緒に勉強してから帰る。

　相変わらず、この勉強場所にしている社会科資料室には誰も来ることはなく、落ち着いた時間を過ごすことが出来ている。

「こ、このノート渡しとくわ……」

　そして委員長は、あの話から約三日後に全ての問題を解き終えてそのノートを俺に提供するという、人間離れした気力を見せつけてきた。

　ただ、やはり大変だったのは間違いないようで、大分へばっていた。

「ありがとう。めちゃくちゃ早いな」

「わ、私が本気を出せばこれくらい余裕よ……」

　と、言葉だけ見れば強気だったが、自分の席に戻るときにフラフラしていたし、授業中も珍しくウトウトしていた。

　そんな様子を見ると、流石さすがに申し訳無さしか感じなくなるが、彼女にはこれは譲れないという意地があったとのことなので、黙ってここはありがたく享受する。

　休み時間などの空き時間に、嫌がる遥輝を無理やり机に座らせて問題の解き方を教えていく。

　同時に、俺もノートを元に解き方をしっかり頭に入れる。

　結局、俺がやること自体は減っていない。

　それどころか多少増えているが、委員長の頑張りによってこの辺りも相当スムーズに事が進むようになってきた。

　しかし、ただでさえ授業をしている中で、休み時間と放課後も勉強。

　本当に、ほとんど勉強に一日を使っている状態。

　うちは進学校ではあるが、別に全国難関高校なワケでもない。

　地域で見ればまぁまぁのレベルの高校にいる受験生でもないやつにしては、相当な時間だと思う。

「うごごご……」

　家に帰って、妹が必死にやる家事の手伝いを最初はしてきたのに三日も経たたないうちに、何もしない駄目兄が完成した。

　帰って来たら、荷物を置いてリビングのテーブルで机に突っ伏して唸うなっているだけ。

　普通にキレられてもおかしくない状態。

「はいはい、お疲れ様。もうちょっとで落ち着くから、もうそうやって楽にしてなー」

「すまねぇ……」

　こんな近くにいると、不愉快な気持ちにしかならない存在にキレることもなく、黙々と家事をこなす妹。

　女子力の高さがすでに漂っている。もう嫁に行けそうなレベル。絶対に許さんけど。

　見てくれもいいし、レベルの高い女子にさらにステップアップしている。

　我が妹として、鼻が高い。

「凛から聞いてるよ。すごく丁寧に付き合ってくれるから、怖いくらい順調だって」

「一年生は、ああして課題をこなす時間をそれなりに取れると、相当無双できるからな。一年生の最高の才色兼備枠は揺るぎないものだぞ」

「やるじゃん。でも、凛の成績が上がって兄さんの成績が微妙だったら、凛に抜かれちゃうよ？」

「そう、威厳がなくなる。だからそっちにも必死よ」

「分かってるならいいや」

　順調も何も、今のところ凛ちゃんの力になれているかといえば微妙なところ。

　一緒に勉強こそしているものの、当初の勉強を教えるという役割はまだ回ってきていない。

　高校一年生の頃から、放課後にこれほどバリバリ課題や自習学習している人はそんなにいないだろうし。

　さっき妹が言ったように、凛ちゃんに順位とかで上にいかれると威厳がなくなる。

　彼女の成績を見ることは多かったけど、自分の成績を見せたことはない。

「これだけ偉そうに言ってて、私以下だったの？」とかになったら、幻滅されるだろうなぁ。

　委員長ノートできっちり自分に足らないものを、全て吸収してしまわねば。

「よし、出来た！」

「お疲れ様、ありがとー」

　夕食の支度を終えた妹も、俺と同じテーブルにつく。

「ねぇ、兄さん」

「何？」

　何を改まって声をかけてきたんだ、と思いながら顔を上げると、笑顔を浮かべた妹がいる。

　言うまでもなく、嫌な予感がする。

「明日は土曜日じゃん？」

「うん」

「すごく勉強を頑張ってるカッコいい兄さんと、週末デートしたいなぁ？」

「は？」

「食材の買い出し……一緒に行こ？」

「え、何で??」

　我が家では、週末に買い物をすることが日課なのだが、その役割も俺たちが担になっている。

　最近では、週毎ごとに交代で買い物の役割を担っていたのだが。

　今更、一緒に行きたいとか言い出した。

　荷物が重いから、荷物持ちでもさせたいのか？

　いや、ならはっきりと言いそうなものだが。

「ちょっとしたお出かけみたいな感じで、少し離れたショッピングモールまで行かない？」

「わざわざ何でそこまで？」

「気分転換になるし！」

「……お前、何かそこに欲しいものがあるのか？」

「……」

「素直に言いなさい。怒らないから」

　妹はスッと真顔に戻って、言うかすごく迷っている。なぜ分かるかというと、目が右往左往しているからである。

　こんなあからさまにおかしい言動で話を切り出されたら、何かあることぐらいすぐにバレるというのに。

「紅オクラが……欲しいんだよ！」

「は？」

「……オクラが紫玉ねぎみたいな色したやつ。あれが欲しいんだよ！」

「……は？」

　はっきりと言って、妹の言っていることが分からない。

「料理の彩いろどりもあるけど、ちょっと見たことない野菜に興味あるんだよ！　そういうちょっと見ないやつは、近くのスーパーじゃないし！」

「……はぁ」

「さっきから『は』ってしか発音してないけど、どう思ってんの!?」

「いや別に良いだろ、買いに行けば」

「べ、紅オクラのために遠出するの恥ずかしい……」

「いや、誰もそんな目的だと気が付かんわ！　というか、この年で兄と仲良く二人で食材買い物する方が恥ずかしいだろ！」

「甘い！　甘すぎるぞ！　こんな田舎じゃ、主な遊び場所として利用する私達ぐらいの人が、たくさんいるんだから！　どこで知り合いに会うか分からないじゃん！　そんなところで、紅オクラ厳選しているところ見られたら……」

　顔を青くして、震えながら話す妹。

　妹の頭の中で、どんな想像が繰り広げられているのか、よく分からない。

　しかし、こんなにも感情を表して必死な妹もなかなかに珍しい。

「お願い、兄さん！　このとーり！！！」

「そこまで言うなら、付き合うよ。せっかくだし、昼飯もショッピングモール内で食って帰るか？」

「やりぃ！　ゴチになりまーす！」

「奢おごるなんてそんなこと一言も……。あんまり高いもの食ってくれるなよ……」

　奢る気などサラサラなくて、妹のお財布事情的にいけるなら、飯食って帰るかどうか尋ねたのに、奢ってもらえるサインだと勝手に感じてくれたらしい。

　しかし、放課後の家事を丸投げして感謝はしていると言葉だけ並べていたので、一度くらい奢るのでもいいかと思い直した。

「分かってる分かってる！」

「そう言いながら、早速スマホで高そうなものを探すな」

「ステーキ食べたい！」

「父さんに頼めや！　お前に甘いんだから、一発ＯＫだろ！」

　まさかお互いに高校生になってから、二人で買い物に行くことになるとは。

　まぁそれくらい俺という兄に、嫌けん悪お感を抱いていないということではあるので良いことか。

　そんなシンプルにポジティブに捉えていきたいが、妹がどんな昼飯を選択するのか、今から心配でならない。
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　しかしそんな心配も、勉強でクタクタになった体には大したことでなかったようで、ご飯を食べた後は、眠ってしまった。

　相当な時間眠ったことで、かなり体力が戻ったことを実感しながら、土曜日の朝……というより昼前を迎えていた。

　リビングにいくと、妹が今日行くショッピングモールのチラシを入念にチェックしている。

「あ、やっと起きた。夕食食べてからずっと寝てたのに、よくそんなに寝られるね。風ふ呂ろ入れって言いにいかなかったら、今まで一回も起きなかったんじゃない？」

「おそらく起きなかったな」

「あれだけ寝たんだから、元気でしょ。さっさと着替えて、買い出し資金貰もらって出かけるよ」

「あいよ」

　週末お決まりの流れである、妹が適当に残した朝飯を口に放り込む。

　妹に急せかされながら、着替えと親から買い物資金を頂戴する。

　その時の、二人で行くと言った時の親二人の驚きようはなかなかのものであった。

　その後、いつもよりも多めに資金を貰って、残りは全て自由に使っていいと言われてた。正直助かった。

　早速、路線バスに乗ってショッピングモールへ。

　お互い自転車で行きたいと考えていたが、たくさんの荷物を持ちながら交通量の多い場所に行くなと言われた。

「私が停車ボタンを押すー！」

　最も寄よりのバス停に近付くと、妹が体を乗り出しながら、目一杯手を伸ばして停車ボタンを押す。

　高校生になっても、言っていることとやっていることが小学生の頃と変わってない。

　バス乗らない小学生とか、やたら停車ボタンに憧れる節があるな。

　妹の様子にそんなことを感じながら、バスから降りてショッピングモールへと向かう。

　週末でたくさんの人で賑にぎわっており、家族連れや友達と遊びに来たであろう人たちも見受けられる。

「よし、今のところは知り合いらしき人はいないな……！　じゃ、早速食品の買い物を先にしよう！　紅オクラが売り切れたら大変だ！」
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「急がなくても売り切れたりしないだろ……」

　紅オクラをどこまで神聖視しているのかよく分からないが、取り敢あえず先に必要な買い出しをすることにした。

　その後に、買った物をロッカーにしまって、ご飯を食べたり、ちょっと他の店も回ってから帰ることになった。

「よし。流れも決まったことだし、サクサク進めていこー」

　カートにカゴをセットして、買い物開始。

　真っ先に野菜コーナーへと向かい、紅オクラの並んでいるところに急行。

　俺の予想通りというか、まだまだ在庫数には余裕がある。

　その一つ一つを丁寧に吟味して、どれを買うか過去一番じゃないかというレベルの顔の険しさをしている。

「お嬢ちゃん！　そんなに紅オクラに興味あるのかい？　嬉うれしいねぇ！」

「あ、はい……」

　その結果、その真剣さが野菜を並べていた店員さんに伝わってしっかりと声をかけられてしまった。

　妹は恥ずかしそうに、小さな声で返事しながら顔を赤くしていた。

「結局、俺がいなくても知り合いいなくても、声かけられてんじゃねぇか」

「……うるさい」

　そんなことがありながらも、順調に必要なものを買い揃そろえていく。

　確かに売り場が大きいだけに、良いものも多くある。

　買い物を進めるうちに、妹の気持ちも分かるような気がしてきた。

　一通り購入する物を手に入れた後、レジでマイバッグに買った商品を綺き麗れいに入れてもらい、精算を済ませる。

　その後、ずっしりと重くなったマイバッグを何とかコインロッカーの前まで持っていって、空いたところに収納した。

「これで一番にやるべきことは、終わったね！」

「良かったな、知り合いに見つからなくて。あの勢いを見られたら、確かにしばらくは学校内でイジられる」

「……でしょ」

　そんな話をしながら、俺達は一階の食材売り場から二階のフードコートなどがあるエリアに移動する。

「フードコート行くまでの間にある雑貨屋、見ていってもいい？」

「いいよ」

　俺がそう言うと、目の前のオシャレな雑貨屋に妹は吸い込まれて行った。

　可か愛わいらしいものがたくさんあるが、言うまでもなく俺にはよく分からない。

　俺は大手のどこぞのショッピングセンターに入っているようなところしか知らない。

　近くにある休憩用ベンチに座って、スマホをいじりながら待つ。

　妹相手なのでこんなふうに待っているものの、デートとかなら、こういうところに一緒に入って「何がいいね」とか話しながら付き合うものなのだろうか。

　自分の分からないものや興味の無いものを、適当な感覚でもいいから、似合うとか似合わないとか言うべきなのか、こうしておとなしく待つべきなのか。

　俺はもちろん後者でいる方が楽であることは間違いないが、こんな感じだと冷められるんだろうなぁ。

　ちゃんとしたデートの予定など一切無いのに、そんなことを考えていると──。

「あれ？　お兄さん？」

「え？　凛りんちゃん??」

　聞き慣れた声が聞こえてパッと顔を上げると、昨日も顔を合わせた凛ちゃんの姿がある。

　最近は、学生服姿にすっかり見慣れてきたから、逆に私服姿が新鮮に見える。

「どうしてここに？」

「食材の買い物で、妹の強いリクエストでこっちに来たのよ。で、買い物を終えて今はそこの雑貨屋に妹が──」

「あ、凛じゃん!!」

　俺の言葉が終わらないうちに、雑貨屋で買い物を済ませた妹が出てきた。

「お兄さんとお買い物デート？」

「ま、まぁそんなとこ……」

　凛ちゃんの質問に、やや目を逸そらしながら適当にはぐらかした。

　反応からして、凛ちゃんにも話していなかったようだが、そんな反応をしたら本気で兄きょう妹だいデートしているように取られそう。

「ふふ、仲良いんだね」

「ま、まぁね！　凛はどうしたの？」

「両親が買い物に来てて、そこに付いてきたの。買い物してる間、好きに見たいところ行っておいでって言われたから」

「そうなんだ！　あ、言い忘れてた！　いつも愚兄がお世話になってます！」

「いえいえ、こちらこそ！」

「それ、わざわざ改まって俺の前でしなくてもいいでしょうよ……」

　先週一緒に遊んでいるのだから、このやり取りは間違いなくしてるはずなのに。

「二人は今からどうするの？」

「今からそこで、ご飯食べる！　凛は、もうご飯食べたの？」

「ううん、まだだよ。どうしようかなってまだ決まってない」

　そんな話をしていると、凛ちゃんのスマホが鳴り出す。

「っとと、ごめんね。親から」

　スマホを手にとって話をしだす。

「うん。今ね、偶然早さ紀きとそのお兄さんに会ってて……。えっとね、今からご飯食べるって言ってる。えっ!?　一緒に食べて来たらって？　二人に迷惑だから……！」

　凛ちゃんの反応を見る限り、俺達のことを話した結果、一緒に食べておいでと言われているようだ。

「いや、お金は十分持ってるけど、そういうことじゃ……！　って切れちゃった」

　スマホを耳元から離すと、凛ちゃんが苦笑いを浮かべながらそう話した。

「いいじゃん！　三人でご飯食べよ！」

「いいの？　でもお兄さんの方がいいかどうか……」

　そんなことを言いながらこちらを見てくる。

　明らかにいつもの雰囲気と違って、前の凛ちゃんモードになっている。違和感しかない。

「拒否するわけないよね、兄さん？」

「う、うん。全然問題無いよ。こういう機会も無いし、行こう行こう」

　なぜか心は落ち着いていないけど、三人でご飯を食べることに関しては何も問題はない。

「ありがとうございます……！」

　その反応と表情、違和感しかないってば。

「んじゃ、行こ行こ！　二人がどんな風な学校生活なのか、更に聞いていこうかなぁ!?」

「もー、早紀ってば茶化しちゃって。いつも話してる通りだよ？　ね、お兄さん？」

「そ、そうだよな」

　そんな話をしている二人の後ろに付いていくように、フードコートへと向かうことになった。

　大丈夫、ただご飯を食べるだけ。

　そう言い聞かせるが、謎の緊張感が俺を支配している。
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「凛りんは何食べる？」

「うーん、どうしよっかなぁ。早さ紀きはもう決めたの？」

「決めてたんだけど、見てたら迷ってきた……」

　二人が仲良く何を食べるか相談している間に、ウォーターサーバーで三人分の水をコップに入れる。

　可愛らしい女子学生二人に、ちょい年上に見える男が一人。

　ありそうでなかなか見ることのない、特殊パーティだなと思う。

　何故なぜか周りからチラチラと見られているような気がして、とても落ち着かない。

「兄さんは何食べるの？」

「そうですね、私は蕎麦そばにします……」

「あれ？　そんなチョイス今まで見たことないんだけど。言葉遣いも変わって急にどうした？」

　急にどうしたと言われても、目の前の二人に落ち着かないという理由しかない。

　そして、そんな本気で頭をかしげている妹の隣でこちらを見る凛ちゃんは、何とも言えない雰囲気があるし。

「じゃあ、凛が頼むものと私が頼むものと半分ずつシェアしよ！」

「いいよ！　じゃあ、私はパスタにしようかな」

「よし！　凛がパスタなら、私はオムライスだ！」

　各自食べるものが決まったところで、それぞれ一人ずつ注文しに行く。

「ここから遠い早紀が、最初に注文しに行って来たら？」

「じゃあ、そうしよっかな」

　凛ちゃんに促されて妹が注文しに行った。

　そして、テーブルには俺と凛ちゃんの二人になった。

「お、お兄さん？」

「はい？」

　凛ちゃんに声をかけられて、声が裏返ってしまった。

「どんだけ焦あせってるんですか。別に変なこと言ったりしませんよ」

「分かってる、それは分かってる」

　別に凛ちゃんを信用していないとか、そういうことでは全くないのだが。

「この状況になると、いざ何話していいか分からないんだって……！」

「ま、まぁそうなりますよね。確かにどんな状況であれど、女子二人の間にしっかり入って会話は普通に厳しいですし。でも、そんなに挙動不審になる必要はないですって！」

「それは本当にすまん……！」

　分かってたことではある。

　高校生にもなって、家族以外の女子とすらまともにご飯に行けていなかったことは。

　そのせいで、凛ちゃんの前で飯を食うという行動すら、謎の緊張感がある。

　何にもないのに、仕草一つ一つに地雷があるような気がしてならない。

「何も無いんですから、普通にしておいてください！」

「う、うん」

「お？　真剣な顔して二人ともどうした？」

　凛ちゃんからお説教を喰くらっていると、注文を終えてブザー機器を持って帰ってきた妹がいた。

「な、何でもないよ！」

「うんうん、今度は凛ちゃんが注文しに行っておいで!!」

「わ、分かりました！　では、行ってきますね！」

　妹と入れ替わるように、凛ちゃんがテーブルから離れて注文しに向かった。

「ちょっと兄さん！」

「な、何？」

「何？　じゃないよ！　どうしたの、凛が来てから急に様子がおかしいし」

「ごめんごめん。二人の間に入るのもなんか抵抗あるし、どうしていいか分からない。こんなシチュなかなか無いし」

「変に意識してどうするの！　凛いるんだし、ちょっと兄としてもてなしとかしてよ！」

「……どんなことすればいい？」

「ここにあるスイーツ店で、何か私達に買ってくるとか何か無いの!?」

「なるほど……ってお前にも？」

「父さん母さんから資金が出たけど、その前は兄さんが何か奢おごってくれることになってたもん！」

「……分かった分かった！」

　色々言いながら、美味おいしい話は抜かりなく覚えている。

「戻りました」

「おかえりなさい」

「早紀、あんまりお兄さんをいじめたら駄目ですよ？」

「大丈夫大丈夫！　ささ、兄さんは注文に行くんだよ！　ほらほら！」

「はいはい」




　　　　※※※※※




　それぞれ注文した料理をテーブルに並べる。

「凛、あーん」

「ちょっと、早紀ってば！　恥ずかしいよ……！」

　妹がスプーンですくったオムライスを、凛の口元へ運ぶ。

　凛ちゃんは、恥ずかしそうな様子でこちらを見ながら戸惑っていたが、そのまま口を開けてオムライスを頰張った。

「うん、美味しいよ」

「じゃ、今度は凛の方からよろしくー」

「じゃあ行くよ？　あーん」

　こうして二人が仲良く関わっているところは、家に遊びに来ている時も俺は見ているわけではなかったが、とても美しい友情である。

　高校が変わっても、相変わらずのこの仲の良さも美しいし、可か愛わいらしい女の子同士のこの光景も素晴らしい。

　ダブルの意味で美しい。

　そんなことを思いながら、蕎麦をすする。

　そんな流れで二人は仲良く食べているし、男子である上に、黙々と食べている俺は食べ終わるのが早い。

「ちょっと席外すね」

　食べ終わったので、トレーを持って席を立つ。

「あ、ごめんなさい。食べるの遅くて」

「いやいや、そんなことないよ。むしろもっとゆっくりしてて」

　申し訳なさそうにする凛ちゃんに、気にしないように一言だけ告げた。

　蕎麦屋にトレーを返却した後、スイーツ店が密集している場所を見て回る。

「二人に食べてもらうスイーツは何にしようかな……？」

　さっき妹に言われたように、何か二人にデザートを買おうと考えていた。

　自分で働いてもないのに、小遣いで何を偉そうなことをって思ってしまうところだが、ここは妹に要求されたことを都合のいい理由にすることにしよう。

　それに前にもやったし、一回も二回も同じだ。

　アイス屋に立ち寄って、妹と凛ちゃんの二人分を購入する。

「味は何にされますか？」

「えっと……」




　　　　※※※※※




「戻りー」

「おかえりー、っておっ！」

「おかえりなさい。その両手に持っている物は？」

「アイス買ってきた。二人ともどーぞ！」

「やるねぇ、流石さすがうちの兄だ！」

「そんな、悪いですよ」

　二人はそれぞれ真逆の反応をする。

　妹の反応はふてぶてしく見えるが、こうして素直に喜んで受け取ってくれると嬉うれしいものである。

　凛ちゃんの反応は普通の人の反応だけど、遠慮されると押し付けているように見える。

　こうすると、喜んで受け取ってもらうって難しい。

「まあまあ。受け取ってくれないと、俺が悲しい」

「……分かりました」

「凛、気にしないでいいから！」

　そんなことを言いながら、すでに妹はアイスを頰張り始めている。

　……やっぱりふてぶてしくてムカつくかも。

「兄さん、ちゃんと私の好きな味をセレクトしてくれてる！」

「チョコミントは歯磨き粉の味だから、俺は嫌だけどな……」

「美味しいのになぁ……。チョコミント」

「凛ちゃんは、レモンチーズケーキね！」

「ありがとうございます！」

「お、ここのアイス屋で凛の一番好きな味じゃん。兄さん知ってたの？　それとも偶然？」

　妹が、凛のアイスを見ながらポツリとそう呟つぶやいた。

　それと同時に、二人ともビクリと跳ね上がった。

「え!?　ま、まぁ……」

「お話の中に出てきたので、覚えていてくれたんですよね？」

「そ、そうそう」

「へぇ、アイス屋の話までするほど、二人とも打ち解けてるんだ。さっきからあんまり二人が話さないから、ちょっと不安だったけどそれなら大丈夫だね」

「も、もちろん」

「好きな食べ物の話からですよね？」

「うんうん」

「あれ？　凛ってそんなにアイス大好きだったっけ？」

「え、ええ!!　大好きです！」

「そうだったんだー。なら、言ってくれたら先週も寄ったのに」

　そう言いながら、チョコミントを美味しそうに頰張る妹。

　そんな妹の隣で、凛ちゃんがアイスを食べながら軽くいたずらっぽくウインクした。











第23話






　実を言うと、凛ちゃんにこうしてアイスを買ったのは二回目になる。

　なら、一回目はいつなのか。







「今日は一段と暑いですね……」

「そうだな……。今年は去年までとレベルが違うわ」

　夏休みが明けた直後の、八月下旬。

　エアコンをフル稼か働どうさせた部屋の中で、いつも通り勉強を進めていた。

　窓を閉め切っているのに、まだまだ多くのセミが忙せわしなく鳴き続ける声が聞こえてくる。

　セミは短い生涯の中で、必死に子孫を残すために頑張っている。

　だが我ら人間は、暑苦しいというあまりにも軽い一言で煙たがる。

　傲慢だとは思いながらもやはり、暑さを増長させているような気がするという言い分は、分かるような気がする。

　まぁ端的に言えば、あんまり聞きたくない。

　この時期に哀愁を感じることができない辺り、俺も大したやつではないということだ。

「早さ紀きはすごいです。日焼け止めすごい勢いで塗って、部活に飛び出して行きますから」

「あいつは、常時めちゃくちゃ元気だからな。それに三年が辞めてそこそこ経たって、中心になってくる頃だし」

「この気候だと、私なら短時間で体調崩してしまいますね……」

「まぁ、凛ちゃんみたいな子の方が多いと思うよ。あいつの方が少数派だ」

　春夏秋冬、いつでも勢いよく家に帰ってくる妹は、俺よりも体が強いに違いない。

　寒いとか暑いとか、愚痴を漏らすことはよくあるが、体調不良になったことなどは片手で数えるくらいしか記憶に無い。

「ちょっと話がズレましたね。実は、この夏休みに講習会に行ってきました」

「どうだった？」

「流石、塾って感じでしたね。自分の力じゃ補い切れないくらいの問題量でした」

「だよなぁ。塾の情報量には、素直に頼りたいところだね」

　やはり、その分野でお金を貰もらってやっているプロ集団なだけあって、勉強や受験において一番頼りになる場所であることには間違いない。

「あ……。決してお兄さんに教えてもらえることが物足りないってことではありませんので！」

「う、うん」

　こちらを見て、慌てて補足を入れる彼女。もしかすると、気分を害してしまったのでないかと感じたのだろう。

　ただこの察しの良さが、彼女に余計な心労を与え、対人関係に余裕の無い相手だと、喧けん嘩かを売っているように聞こえるので、損でしかない。

　真面目で良い子過ぎるというのも、難しいものである。

「本当ですよ……。お兄さんに教えてもらえないと私……！」

　彼女を見て、そんなことを考えていたせいか神妙な顔になっていたようで、彼女は相当慌てた様子で話している。

「大丈夫、大丈夫！　噓うそついてるだなんて思ってないから」

　尚なおも、不安そうな顔をする彼女。

　こうして本格的に家に招いて、勉強するようになって一カ月ちょっとしか経ってないのに、随分と懐なついている。

　俺が気にしていないと言う言葉をかけても、尚も不安そうな表情は無くならない。

「良くも悪くも、早紀の兄だぞ？　うちは、嫌なことははっきりしてるもんよ」

「……はい！」

　妹には、今の関係性を黙っているのに、都合の良い時だけ妹のことを取り上げて信用させる。

　我ながらに最低な兄であることは、間違いない。

「夏期講習ってどれくらいあったの？」

「大手のところに行ったので、かなりの日数ありましたね。夏休み初日から始まって、お盆休みを挟んでまた夏休み最終日までありました」

「受験生でもないのに、すごいハード日程だな」

「それには理由があってですね、クラスを決めるためにその塾の全国模試を受けたのですが、なかなか出来が良かったようで、それなりのクラスで行きましょうと押されました」

「なるほど、そういうことか」

「模試の結果が良かったのは、間違いなくお兄さんのおかげですから！」

「言ってくれるようになっちゃって」

「でも、塾が忙しくて夏休みって感じがしなかったですね……」

「まぁそれだけ日程詰まってたらな。お盆休みは？」

「親戚関係とか色々あって、あんまり休みって感じはしませんでした」

「そっか……」

　凛ちゃんは、まだ中学二年生。

　来年は受験生で、嫌でも遊べないことは今の段階から分かっていることだろう。

　だからこそ、妹達と遊ぶ時間がより欲しかったに違いない。

「早紀にも、何度か遊ぼって言われたのに、塾で断らなきゃいけなくって……」

「そうだったな。あいつは勉強やらなきゃってシンプルに焦あせってたけど」

「……早紀らしいです」

「それがあいつのいいところだよ」

　付き合いが悪いことに文句を言わないとか、真面目に勉強していることに素直に感心するところ。

　それが、妹のいいところだと俺も凛ちゃんも共通して理解している。

「早紀に、夏休み期間限定のアイス屋に食べに行かない？　って誘われて、その時に見せられた期間限定フレーバーとか食べてみたかったなぁ……」

「限定フレーバー？」

「私、柑かん橘きつ系とかチーズケーキが好きなんです。その二つが組み合わさってるから絶対に好きでしょー！　って言われて気になっていたのですが……。もう八月が終わりますし、食べられませんね」

　そう言いながら、俺に凛ちゃんはスマホに表示されたアイス屋のサイトを見せてくれた。

　確かに、八月三十一日までの期間限定と表示されており、今の二人の状況を見ると間違いなく食べに行くことは出来ないだろうな。

「……」

　どうにか出来ないか。

　いつもよりも真剣に、頭を働かせた。




　　　　※※※※※※※※




「妹よ、チョコミントは好きか？」

「あったりめーだろ！　あれよりうまいアイスなどない！」

「なるほどなぁ……」

「もしかして、ご馳ち走そうしてくれんの!?」

「うーん、それとこれは別かなぁ」

「なんじゃそりゃ。言って損したわ」

　妹の好みは元々分かってはいた。

　ただ、買うとするなら一番好きそうなものを買ってやろうと思っただけだ。

　そして八月最後の週末。

　俺は最寄りのそのアイス屋に立ち寄っていた。

　その時に初めて、家族以外の人に食べ物を奢おごるという行為をした。

　この時期に持ち帰りなどという難易度の高さに震え、とにかく店員さんに山ほど保冷剤を入れてもらって全速力で家に戻った。

　汗だくで家に戻ると、二つのアイスを丁寧に冷凍庫にしまってから、へたりこんで息を整えた。

　そして、妹には部活から帰ってきてすぐにアイスを提供した。

「妹よ、冷凍庫を開けてみよ」

「何？　ってこれは……！」

「チョコミント、食っていいぞ。感謝しろ」

「やりぃ!!　って急にどうしたの？」

「まぁたまにはな」

「食べた後で変なこと言わないでよ？」

「言わねぇよ」

「もう一つは兄さんのやつ？」

「そ、そうだぞ。間違っても食うなよ」

「分かってるよ。レモンチーズケーキかぁ。凛が食べたがってたやつだなぁ……」

　そんなことを言いながら、妹はチョコミントのアイスを手にとって美味おいしそうに頰張った。

　凛ちゃんへ買ったアイスは、残念ながら買いたてをあげることは出来ずに、その次の日に渡すことになった。

　いつも通り、うちに来て塾の教材と学校の教材をテーブルに置いて勉強を始める。

　変わらず真剣に取り組む姿は、いつも見慣れていても感心した。

　楽しいことが出来なかった。それだけでも、モチベーションの大幅低下になるはずなのに、そんな様子も一切見せない。

　俺は頃合いを見計らって、冷凍庫からアイスを取り出す。

　そして、アイスの入った冷たい容器を彼女の頰にくっつけてみた。

「ひぃあ!?」

　ビクリと飛び上がるとともに、可か愛わいらしい驚きの声を上げた。

「ちょっと休憩しない？」

「え？」

「どーぞ」

　カップを彼女に手渡すと、そのままフタを開ける。

「これって……」

「食べたかったやつを、用意させていただきました。これで長い夏休みが取り戻せるとは思わないけど、少しだけ楽しんで」

「そ、そんな！　悪いですよ……」

「えー、食べてくれない方が悲しいなー」

「うっ……！　分かりました」

　スプーンですくって、控えめに口に運ぶ。

「おいしい……！」

「良かった」

「でも、良いんでしょうか。早紀は何も……」

「あいつにもチョコミント奢りましたわー」

「そ、そうなんですか!?」

「ま、良くできた良い妹だからたまには、な？」

「はい！」

　美味しそうに口に運ぶ凛ちゃんは、とても絵になっていた。

　結局、レモンチーズケーキ味は人気になって、常時店頭に並ぶようになったので、焦る必要は無かったのかもしれないが──。

　俺達二人にとっては、なかなかに思い出深いものになった。

　……妹はかつて奢ってやったことについて、すっかり忘れててちょっとカチンと来たけど。











第24話






　昼ご飯も終わったところで、今後の予定について雑談を含めながら話が進む。

「凛、まだ時間は大丈夫なの？」

「うん。連絡も来てないし、まだ大丈夫。二人は？」

「んー、凛が良いならもう少しだけいたいんだけど。兄さん大丈夫？」

「俺は言うまでもなくいいぞ」

　特に急いで帰る理由もないので、二人にのんびりしてもらうことにした。

「そう言えば、さっきお兄さんから早さ紀きの強いリクエストでここに来たと聞きましたけど、何が欲しくて来たんです？」

「え!?　えっとね……。そのね……」

　凛ちゃん相手になら言っても良いようなものだが、妹は言い淀よどんでいる。

「別に凛ちゃんにまで隠すことなくない？」

「んー……。紅オクラを求めてここに来た！」

「紅オクラ……ですか。あんまり料理に頻繁に使ってるイメージ無いですけど」

「それで逆に気になっちゃって。ゲットするには、ここに来るしか無かったんだよね」

「随分と料理にお熱ですね。何かありましたか？」

「えー。だって凛が料理上手うまいの見てて、素直にいいなぁって憧れてたし。今までは、兄さんと役割分担してたけど、凛と放課後残るようになったから毎日料理をして更に調理力上げるから」

　確かに二人で家事をするようになって、ボチボチ料理のこだわりが出てきてはいたものの、そんな目標があったとは知らなかった。

　っていうか、凛ちゃんが料理が上手いということは初耳だった。

「凛ちゃんって料理上手いの？」

「めっさ上手い。私と比べ物にならん」

「そこまででもないですけどね……。それに最近は料理にご無沙汰ですし」

「まぁ新生活忙しいもんねー。しゃーない」

「そう言う早紀だって、新生活なはずなのですけど……」

「特に何も考えてない！」

「早紀らしいですね〜……」

「あ、あとさ言うの忘れてたけど、中学の時から付き合ってたあいつと別れたわ」

「さ、さっぱりしてますね……」

　妹の彼氏についての話は、前に聞かされていたけど結局別れたらしい。

　聞けば聞くほど、この二人の性格は対極にしか見えないなぁ。

「あー、付き合うんじゃなかった。別れ話切り出したら、あれこれ言われるし」

「彼が必死だったのは知っていますから、何となく想像は付きますけどね……」

「凛は相変わらずモテるだろうし、高校生にもなったら恋愛に興味出てくるかもしれないけど、何となくで付き合わない方がいいかも……」

　俺の目線から見て、ライトな感覚でのお付き合いもありだと思っていたけど、妹的には散々で懲りてしまったらしい。

　ある程度の交友関係にある程度慣れてから初めて、そういうライトな感覚でのお付き合いが成立するのかな……？

　委員長も話し的に、付き合った話をするときは個人的に反省とか後悔を感じていることもあるだろうけど、猛烈に歯切れが悪いし。

　そもそも、俺からしても肯定的な意見を言っているが、ライトな感覚で付き合っていい雰囲気になれるかどうか疑問ではある。

「それはご心配なく。私のメンタルでは、ライトな雰囲気でお付き合いしたら、苦しくて途中でダウンしてしまいますからね。流石さすがにしませんよ」

「うー。恋愛観もちょっとは凛を見習うかー……。マジで今回はウンザリした。二度と同じ失敗したくないわ」

「見習うも何も、私はまだお付き合いしたことありませんけどね……！」

「それもそうなんだよねー。凛ってば、好きになられる経験は腐るほどしてるのに、凛自身が好きになったとか聞いたことないもんなぁ」

「聞いたこともないも何も、誰にもそんな話してないし、するような内容も無かったですからね。あれば、その都度早紀には話してますよ」

「どうだか。成績については頑かたくなに話さなかったじゃんー！」

「そ、それはそうですけどっ！」

「あはは、ごめんごめん。そりゃ隠したいこともあるよね」

「逆に早紀が何でもオープン過ぎるだけなのでは……？」

「そうなのかなぁ。ま、まずは好きな人出来たって話は近いうちに聞きたいなー？　ってか、まずはちょっといいなーって思ってる人とかいないの？」

「うーん、どうでしょうかね」

「えー、それも内緒？」

「少なくとも、一緒に入学した同学年には、いませんね！」

「それは、上の学年にはいるってこと!?」

「……さあ、どうでしょうか？」

「一番良いところで誤魔化されたー！」

　くでーっとテーブルに突っ伏した妹。

　それを見て、楽しそうに笑う凛ちゃん。

「まぁでも、そんな話が出てくるだけでも興味深いけどね。今まで本当にそんな話無かったから」

「まぁ少なからず興味はあります」

「でもさ、そうなったら兄さんと今一緒にいるのは難しくなっちゃいそうだね」

「まぁ、いつかはそうなるのが普通だろうし、その時が来たらその時だ」

　確かに妹の言うとおり、凛ちゃんに彼氏ができても相変わらず二人で会っていたら、トラブルになるのは間違いない。

　そうなったら少し寂しいけれど、いつかは来ることなのだろうと頭に入れておかなくてはならない。

「そんなことはないと思いますけどね？」

「「え??」」

　俺と妹の話に、凛ちゃんは一言だけ真っ向から否定した。

「何で？」

　妹がそう問いかけるが、凛ちゃんはニコッと笑っただけで何も言わなかった。

　そして、そんなタイミングで凛ちゃんのスマホが音を立てた。

「うん、じゃあそろそろそっち行くね……。ごめんなさい、招集かかっちゃいました」

「うん。じゃあね、凛！」

「楽しかったよ。ありがとうね」

「いえいえ、こちらこそアイスご馳ち走そうさまでした」

　ペコリと頭を下げると、凛ちゃんはフードコートから去って行った。

「うーん、今日の凛は読めなかったなぁ。何で最後だけあんなに頑なな返事だったんだろ？」

「お前に分からないなら、俺に分かるわけねぇよ」

「だよねぇ。あの表情でだんまりなら、本気で言わないってことだろうし。うーん、気になる！」

「ほら、俺達も荷物持って帰るぞ」

「うん」

　俺達もフードコートを後にして、コインロッカーに預けた荷物を回収して、帰路に就いた。

　今日、最後の凛ちゃんの表情を見ると、彼女も彼女なりに恋愛という複雑な部分に足を踏み込み始めているのかなと感じた。

　ともあれ、何かと俺が凛ちゃんの人間関係への障壁にならないように配慮しなければならないとも考えた。











第25話






　家に到着すると、妹にすべて持たされた荷物をようやく下ろすことが出来た。

「はい、お疲れー。冷蔵庫への片付けは私がするから、もう引っ込んでもいいよ」

「……はい」

　最初誘われた時は、兄きょう妹だいデートとか言っていたのに、最後はこのあしらわれようである。

　と悲しく感じながらも、収納する要領は明らかに妹のほうが良いのと、どうせ使うのもこいつなので特に俺がやる理由も無い。

　自室に戻って、部屋着に着替えてそのままベッドに横になった。

　スマホを見ると、遥はる輝きや幸ゆき人と、委員長から連絡が来ている。

「返信……後でいいか」

　話している内容としては、三人とも何気無い日常会話。

　今、とても強い眠気に襲われていた。

　買い物って意外に疲れる。

　凛ちゃんの登場から、予想外の流れになったことも緊張感に繫つながって疲れているというのも、あるのかもしれない。

　返信は後回しにしてそのまま目を閉じた結果、夕方まで眠ってしまった。

　その日の夕食に、早速紅オクラを使ったシャレたパスタを妹が作り出して満足そうにしていた。

　確かに美味うまかったが、特に紅オクラじゃないといけないという特別感を、俺自身は感じなかった。

　もちろん、そんなこと妹に言ったら絶縁を申し込まれそうなので言わなかったが。

　そしてそんな濃い土曜日に対して、日曜日は何の中身も無い俺らしい怠惰な時間を過ごした。

　休みの日にも勉強することは望ましいことだが、平日にそこそこやっている余裕やらあって、何もする気にならない。

　ベッドに転がって動画を見るか、本を読むか。

　一方の妹は、凛ちゃんとは別に違う友達と遊びに行くと飛び出していった。

「凛ちゃんに、早さ紀きと対極の性格だとか言えるような立場でもねぇな……」

　ここにいる兄自身も、妹とスタンスが正反対なような気がしているのだから。

　週が明けて、また一週間が始まる。

　何だかんだ新学期が始まって二週間ほど経過すると、四月も終わりが見えてくる。

　三学期制のうちの学校では、中間試験が五月の中旬に控えているので、ＧＷが明けるとすぐにテスト週間になる。

　そんなこともあって、大体みんなテストへの危機感よりも、その前にある休みに対する話ばかりが目立つ。

「ＧＷは二人とも全部部活？」

「俺は練習試合漬けだな。幸人は？」

「一日休みはあるかなってぐらい。うちの高校に他校を呼んでの練習試合と普通に練習って感じかな」

「二人とも大変だねぇ」

「怠惰にはなりたくないが、こうして見るとオールフリーのお前にちょっと羨ましさを感じる」

「そうだろう？」

　球技をやる二人にとって、ＧＷは練習時間として貴重なものであることは間違いない。

　これだけ休みが続くと、練習試合の予定も組みやすいし。

「彼女もいねぇのに、何してんの？」

「……最初の言葉要らねぇな。ってかそれ春休み明けにも聞かなかった？」

「あー、何だっけ？　大半寝てるだっけ？　いいよなぁ、その時間俺にくれよ。彼女が遊びに行きたいって言ってるのに、部活で断ったら拗すねちまったし」

「知らんがな！」

　結局、俺の怠惰ぶりを批判するように見せかけて惚気のろけ話になった。悔しい。

「遥輝もそんな感じなんか……」

「え？　幸人も何かあったのか？」

「いや、遥輝みたいな感じとは言わないけど……。会える時間が少ないから、会うときはお互いに気を遣いすぎて最近ものすごく嚙かみ合わないっていうか」

「……」

　ダメだ、もう会話に入れない。

「もっと気楽で良くない？」

「そうなんだけど、部活とかで何度か断ってるのもあって、会える時は何とか彼女の良いようにしてあげたいんだけど、相手も同じようなこと考えてるのか譲り合いみたいで逆によそよそしくなる」

「えー……。なんか俺達とは大違いだな」

「……」

「斗真？」

「いや、俺には気にせずに話してもらえたら」

「斗真さぁ……。このＧＷに誰か遊びに誘ってみたらいいんじゃない？」

　俺の微妙な雰囲気を感じ取った遥輝が、やれやれといった感じでそんな提案をした。

「いやいや！」

「なんで日ひ和よるんだ……」

　本気で残念そうな顔をする二人。

　……やっぱりこういう話の時は、俺のことを無視するか、適度におもしろ感覚でいじられる方が楽かもしれない。

　そんな友人達にそこそこ冷めた目で可哀想かわいそうに見られて、ガッツリ傷ついても放課後は、いつもの場所に集まって凛ちゃんとお勉強。

「お兄さん、お疲れ様です」

　ニコニコ笑顔と明るい声で出迎えてくれる。

　これだけで今の俺の傷付いた心に染しみた。

「これだけで十分だ……！」

「？？？」

　何のことかさっぱり分かっていない凛ちゃんは、不思議そうに頭をかしげている。

「何かありました？」

「友人達に日常的なマウントを取られているんだけど、今日のは一段と心に刺さったから……」

「そ、そうでしたか……。それは大変でしたね」

　勉強を始める前に軽い掃除とともに、その話の続きを凛ちゃんに話した。

「でも、良いご友人さんたちですね。早紀の彼氏について聞いた後にこういう話を聞くと、よりそう思います」

「そうなの？」

「多分、早紀はお兄さんには深く話さないでしょうね。ここだけの話にして欲しいんですけど、それなりに面倒な相手だったんですよ」

「そうなのか。なんか俺の前ではあっさり感で、ちょっと話にあったんだけど、土曜日の反応はちょっと過剰じゃね？　って思ってたのにはそんな理由があったのか」

「そういうことになりますね。そう言えば、土曜日のお買い物した材料で、早紀は料理をされたのですか？」

「うん。早速紅オクラを使ってパスタ作ったよ。報告は無かったの？」

「早紀は、私に成績のこと言わない〜って言いますけど、早紀は早紀で料理関係の話は私に言いませんからね」

「そういうことね」

　本人は満足そうにしていたし、十分レベルは高かったと思う。

　それでも、凛ちゃんに敵かなわないと感じているのか。

　凛ちゃんの料理レベルの高さについて、話を聞けば聞くほど、気になる。

「そんなオシャレなパスタ作ってるなら、見たかったな〜」

「凛ちゃんに見せればいいと思うんだけどね。早紀がそんなに意識するなんて、凛ちゃんがどれくらい料理上手なのか、気になって仕方ないんだけど」

「食べに来ます？」

「え？」

「え？」

　あくまでも会話を更に広げるために言った言葉が、自分の想定している方向とは別に広がった。

　そのことに対する戸惑いの声と、そんな反応をされたことに対する戸惑いの声が同じ一文字の発音として被かぶった。

「今、なんて言った？」

「え、気になるなら実際に食べに来たら分かるかなって。それで食べに来るかどうかお尋ねしましたけど」

「な、なるほど……」

「あっ！　さっきの話でＧＷに一緒にいる人がいないとも言っていましたね！」

「うん、言ったね」

「ＧＷ、私が昼食をお作りしましょう！」

「どこで？」

「調理をするので、もちろん私の家になりますね」

「えっと、親御さんは？」

「多分いません」

「多分？」

「必ずいません。追い出します」

　最後物騒な言葉が聞こえたような気がするが、表情はニコニコしているので、気のせいだろう。

「まぁしかし、そのためだけにお邪魔するのもな〜……」

「勉強すればいいんですよ！　早紀にもテストが近いことを伝えれば、納得してくれるでしょうし」

「うーん……」

　確かにそうなのかもしれないが、やはり大きな抵抗が払ふっ拭しょくされる訳でもない。

「早紀のと味比べ、してみたくないです？　そこで私のご飯食べて、早紀の料理を食べて褒めれば自信を持たせることも……！」

「まぁ確かにそうなんだけど……」

「……やっぱり嫌ですか？」

　凛ちゃんからの矢継ぎ早な提案を聞いても、なお決めかねていると、悲しそうな顔をする。

「そ、そんなことないって！」

「なら、たまには恩返しさせてください……！」

　恩返しというものを貰もらうほどなにかした覚えは無いし、妹と仲良くしてくれていることで十分なのだが、そんなことを言うとより彼女は悲しむか。

「分かった。じゃあ、予定立てながら一日どこか凛ちゃんが都合の良いところで」

　そう言うと、パアッと表情が明るくなる。

　整った顔立ちが明るい表情に変化を遂げるとき、彼女はより魅力的に見える。

「……はい!!」

「じゃ、勉強しよう」

「はーい。あ、そう言えば小テストが、各科目であるとの予告が出ています」

「分かった。じゃあ一科目ずつポイントが抑えられているか確認しようか」

　この後は、お互い真剣に学習に向き合った。

　部活でにぎやかな音が窓から少しだけ入る教室で、二人の話す声とペンを走らせる音だけが響いている。











第26話






　こうして勉強するようになって一週間以上経過したものの、慣れてくれば板についてくるものだなと思う。

　いくら中学時代にもこういうことがあったとはいえ、学校内でも変わらずに取り組めるとは正直思っていなかった。

　あの頃はお互いに受験シーズンを迎えたりして色々あったから、むしろ今の方がより落ち着いている。

　黙々とペンを走らせる凛ちゃんの表情は、あの時と一切変わらず引き締まったもの。

「凛ちゃんは今の時点で、将来の夢とかあるの？」

「将来の夢……ですか？」

「うん。めっちゃ唐突なんだけど」

　これだけ意識高く勉強出来れば、行きたい大学へどこでも行けそうだ。

　今の時点でどんなことに興味があるのか。

「逆に、お兄さんは理系クラスを選択してますけど、将来にむけて何か方向性とかありますか？」

「うーん。正直なところ、理系の方が選択肢が多いよって促された感じかなぁ……。個人的にも数学とか理科がまあまあ好きだし」

「あれ、お兄さんやたら社会強くありませんでした？」

「一番強いのは社会だね。地理なら全く勉強してなくても、模試とか校内模試学年一位になれる」

「やっぱり強いですね」

「ただね……。選択肢が無いのよ。社会って」

「まぁそんな感じしますものね……」

　歴史とか地理について極めて高給料の道もあるかもしれないけど、あまりにも狭き門すぎる。

　世の中を見れば、上には上がいるわけでその枠を目指すために、全てを懸けるほどの度胸もない。

「って、こんな情けないやつが聞くのもあれだな……」

　話振っといて、肝心の俺がここまであやふやで周りに言われたように動いている。

「いえいえ。私もお兄さんと同じで、はっきりと何かやりたいこととかは決まってませんね……。強いて言うなら……」

「言うなら？」

「早さ紀きにもあんな感じで言われましたし、ちゃんと自分が好きになっていいなって思った人のお嫁さんですかね？」

「な、なるほどね」

　心配しなくても、その夢が叶かなうかどうかはもはや凛ちゃんの決断次第だと思う。

　元々、丁寧で慎重な性格だから見定めは間違いないだろうし、凛ちゃんと一緒になることを拒むやつなんて基本いないだろうし。

「こんな話は女子の前じゃ出来ませんし、早紀には笑われそうなのであんまり言えないんですよね。ですから、お兄さんの前でのみの告白になってしまいますがね！」

「まぁイケメン高学歴で、性格も良い王子様がいつかは現れますよ」

　将来、この子が結婚する時か、普通に早紀に会いに来た時とかに彼氏を見ることになるだろうけど、見て詳細を聞いた時には、格の違いに絶望するんだろうなぁ。

「な、なんでそんな悲しそうな顔するんですか？」

「なんか現実の厳しさを知った」

「同じ話をして、うちの父とは何か別の雰囲気の悲しさを出してますけども……」

「そんなものよ」

　自ら切り出した話から始まったことだが、予想外なところで自分の心にダメージが入った。

　まぁ、勝手に自分でふさぎ込んでるだけなのだが。

　そんな話をしながら、凛ちゃんの小テスト対策をして今日は帰宅した。

　家に帰って、家事をこなす妹の顔を見てまたその将来の彼氏が俺よりも格上になるであろうことを思い返して勝手にテンションを下げた。

「どーした？　なんかテンション低いけど。まさか凛と喧けん嘩かした!?」

「んなわけない。あんないい子と喧嘩するわけねぇだろ」

「じゃあ、なんでそんなに元気ないの？　みんなの前で先生に怒られるかいじられるかした？」

「そうじゃないけど……。お前からしたらくっだらない悩みだよ」

「お？　童貞こじらせたか？」

「そのセリフ、この世で一番お前に言われたくねぇわ！」

　まず家族には言われたくないし、百歩譲って姉とか年上の存在が仮にいて、言われるならまだいい。

　年下の高校入りたてのクソガキにだけは言われたくない。

「お、ちょっと元気出てきたか」

「元気が出る前に、悪い副作用しか出てねぇよ」

「まぁ荒療治つーことで！」

　気を遣っているのか遣っていないのか。

　多分一番近い答えは、兄のことは大して心配してないけど、目の前で萎えられてるとめんどいから面白半分でいじって何とかなればいいなという考えに違いない。

「萎えきってるけど、今日の凛との勉強の進捗具合は？」

「小テスト近いらしくて、その対策を去年のことも踏まえてやった。あと、ＧＷ明けに定期テストあるから、ＧＷ中に勉強するために来てくれないかって凛ちゃんが」

　凛ちゃんが今日のうちに連絡を入れるだろうから、俺の口からも今日の話したことを、伝えておくことにした。

「おー、そかそか」

「あれ、驚かないの？」

　思ったより反応が大きくない。

　あり得たこととばかりに、軽くウンウンと頷うなずいてこちらを見ることも無い。

「だって休み中は、学校に行くのも面倒だし？　出かけるにしてもお金かかるし、どっちかの家でやるってなっても別に驚かないよ」

「俺が凛ちゃん宅へ行くっていうことには？」

「別に何とも。凛は散々家に来てるじゃん」

　凛ちゃんにも言われたけど、しょーもないことを考えて意識していたのは俺だけだったらしい。

「で、その日は昼飯作ってくれるって言ってた」

「え!?　噓うそでしょ!?」

　こっちの反応のほうが凄すごかった。

「いや、土曜日の話の続きになってさ。凛ちゃんが料理上手うまいっていうの気になるって言ったら、そこからこの話に繫つながったわけで」

「マジかぁ〜〜いいなぁ。凛の手作りなんて、私でもなかなか食べる機会無いのに。ってか、凛のご飯食べて、私のご飯との差に萎えたら泣くから」

「そんなに差出ないだろ……」

　別に食材レベルも同じだし、凛ちゃんはプロというわけでもないのに。

　嫌いになるとか、絶縁するとか言っているときより、泣くからとか言っているときのほうが妹的にはマジな反応。

「パスタだって良く出来たって話をしたら……」

「それを言うんじゃないよっ！」

「痛い……」

　コンッ！　っとおたまで素早く叩たたかれてしまった。

「ほんっとありえない！」

「凛ちゃんは凄いって言ってたし、見たかったって言ってたのに」

「まだまだ！　私の満足出来るレベルまで到達してから、見せることにしてるんだから変なことしないで！　サプライズってやつよ！」

「は、はぁ……なるほど」

　何がサプライズなのかは、正直よく分からない。

　今後、凛ちゃんにご馳ち走そうでもするということだろうか。

　よく分からないけど、とりあえず分かったかのような返事だけはしておいた。

「まぁしっかり味わってきな」

「そ、そうするわ……」

「まぁでも、ただでさえ最強に可か愛わいい凛に、そこまでもてなされたら流石さすがの兄さんも好きになったりしちゃうんじゃない？」

「それは無いよ。あくまでも、お前の友達を助けるための俺だもん。そんな感情抱いたら、凛ちゃんが苦しくなるしお前にも良いことが何も無いからな」

　そう言うと、妹はニカッと笑った。

「色々考えてくれてるね。頼んだよ、兄さん」

「おう」

　妹にとって何気ない一言が、俺には深く刺さって心をビクリとはね上がらせる。

　こうして妹と何気なく話すことで、より凛ちゃんとの関係が難しいものであることを、何度も再認識させられる。
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「まぁ、何だろうね。兄さんと凛が一緒になる世界線ってやつ？　想像がつかないね」

「というか、今のところ凛ちゃんが誰とであろうが、くっつく光景思い浮かばないだろ」

「そうだね。まぁ、テレビに出る俳優レベルだったら、すぐに納得だけど」

　やっぱりそこに収束するらしい。

　男も女も、容姿が占める重要さの大きさは変わらないらしい。

「仮にだけどさ？　もし、俺みたいなやつだったらどう思う？」

「えー……？」

「あ、もうその反応だけで十分ですね」

　俳優レベルのイケメン以外と、付き合っていたならどう思うのか、ちょっとだけ気になったので聞いてみたら、反応がもう悲しい。

　俺みたいなやつ、とか言う聞き方がダメだったか。

「兄さんみたいな、っていうところが難しいところだね」

「難しい？　まさに微妙な反応だな」

「兄さんレベルのスペックっていう意味なら、なんかね。で、今の兄さんみたいな立ち位置で真摯に凛を支えているならありかなって思ったりするけど、現状を見るとくっつく想像がつかないっていうね」

「はっきり言って、俺ぐらいの能力じゃ嫌だ……ってことね」

　部活もしてないし、勉強でも全国難関レベルには届かないわけだし。そうも言いたくなるか。

「まぁそこまでは言ってないから、いじけるなって！」

　女の子は心の中で、こうして男を評価していると考えたら、やっぱり気軽に声掛けとか出来るわけない。

　妹ははっきりズバズバ言うけど、凛ちゃんや委員長は優しくて口に出さないだけで、二人とも同じようなことを考えているということなのかな。

　……恋愛とかいう以前に、より二人の前で変なことをしないように意識しておかないといけないような気がしてきた。

「あちゃー、随分と私の言葉がダメージになったって顔してんねー」

「いや、なんか現実を見つめ直せってことだと思う」

「そんなに自分を諭すようにしなくても、兄さんは十分ちゃんとしてるよ。私が保証してやるから！」

　トントンと胸を張りながら、軽く叩いて力強く言い切った。

　その表情は何故なぜかドヤ顔。

　残念なことに、胸を張った割には、常日頃から妹が豪語しているスタイルの良さが分からなかった。

「この私が、自慢とするのが誰よりも最強に可愛い凛と、何だかんだ優しくて頼りになる兄さんだからな！　自信を持て！」

「凛ちゃんと並べてくれるなら、素直に受け止めようかな」

「おう！　そうしろそうしろ！　友達とかにも積極的に行けとか言われんの？」

「言われるね」

「でしょ。友達だって、一緒にいるやつの評価が周りで低いなら、変なことして欲しくない。だけど、ちゃんとしてるからこそ普通にそういう声掛けしてくれるんだって！」

「そんなもんなのかな？」

「そんなもんよ。凛とかには、彼氏や好きな人どうなのって話するけど、他の知り合いとかでたまにいる恋愛関係で事を荒だてるタイプとかには、絶対にそういう話しないし。それくらいは分かるっしょ？」

「確かにそれはそうだな」

「うん、そういうことよ。やってみて駄目だったら、私や友達含めてそれはやめなよって、最初は言うだろうし」

　いつの間にか、妹相談室になっている。

　鍋の中に入っているものをお玉で混ぜながら、話をしてくれる。

「最初に諭されて、素直に受け止める人と変わらない人がいるしね。兄さんはもちろん前者になるね」

「勉強になります、先輩」

「そんな初うぶな兄よ、好きな女はおらんのか？　先輩と持ち上げるなら、それくらい言っても良かろう？」

「好きな人……ね」

　過去を振り返って好きになった人。

　……あんまり記憶がない。

「強いて言うなら、小学校の頃の塾にいた同じクラスの子かな？」

「え、随分と遡るな。なぜに、中学時代の思い出が何も無いんだ」

「部活に基本的に必死だったし、勉強もしなきゃいけないし、最終的に怪け我がして日常生活に必死になった結果がこれよ」

「ごめん。一緒にいたんだから、ちょっとは察しておけばよかった」

「いいっすよ、先輩」

　今思い返せば、ちょっとした厨ちゅう二病みたいなところもあって、近寄り難がたい雰囲気も出していたような気がする。

　その上怪我で、見た目でもドン引きさせた結果、出会い無し。

「まずは気になる女子を見つけないとなー……。初歩的なとこだけど、ボチボチ拗こじらせてるから、その最初のステップが一番難しいなぁ」

　拗らせてると、隠すこともなくストレートに言い切る妹。

　でも、言われていることは事実である。

「先輩の恋愛事情、聞きたいっす」

　妹の恋愛については、結果報告みたいなことだけ聞いて俺が勝手にあれこれ想像していただけなので、実際にどんな感じなのかは分かっていない。

「うーん。その時に一番求めるもの、っていうのがあるね」

「難しいっす、先輩。分かりやすく言え」

「段々、クソ兄感出てんぞ。うーん、分かりやすくって言われてもそのまんまなんだよね」

「その時に一番求めるって、イケメンとかは常時一番求められるだろ」

「もちろんそういう子もいるよ。そういう子は、一番求めるものが、容姿でどんな時も揺らぎないってだけでしょ」

「は??　意味分からん」

　妹が何を言いたいのか、さっぱり分からない。

「えーっとね、例えばの話。ドラマの話で、○○なタイプの俳優が今人気！　ってあるでしょ」

「うん、あるな」

「そこまでライトな感覚じゃないけど、その時の情勢とか、その人が置かれている状況で何を求めているかって変わるじゃん。お金がないなら、お金持ちに憧れるとか。悲しいことがあったら、優しくしてくれる人や面白い人が良いとか」

「あー、なるほど」

　段々と妹の言いたいことは分かってきた。

「まぁ確かに、どんな時もイケメンが一番！　ってなる人は多いよ。優しさ一番でも、イケメンかそうじゃない人かで受け止め方も変わるしー」

「そんなもんか……」

「でも、美女と野獣っていう言葉があるように、何かがきっちりと合致すると恋愛成立、じゃない？」

「せんぱーい、質問でーす。じゃあ、最近別れた元カレは、先輩が求めているものを持ってたってことですかー？」

「ブブー！　イエローカード！　そういう調子に乗って無神経なところに勢いに乗って入るなんて、あり得ません！」

「イエローカードは真摯に受け止めますんで、とにかく教えろよ、先輩」

「真摯って言葉便利やなー……。ってか気の弱い上級生がヤンキー下級生にいじめられるみたいな古臭いノリやめてくれる？　何だろ、その時は話してて面白かったかな」

「やっぱりお前ってライト過ぎない？」

「いや、相手の告ってくるタイミングが一番良かったね。ちょっとでもタイミング遅かったら無かった。一番最高潮の時に来たから、まぁ良いかなって……。で、後悔した」

「なるほど。意外とチョロいんすか、先輩」

「はい、イエローカード二枚目」

「退場じゃん」

「うん。ということで、この話は強制的に終わりまーす」

　真摯に受け止めると言った一分後にもう一枚イエローカードを貰もらった。

　カッカしてるサッカー選手でも、このスピードで二枚目を貰う人はいないだろう。

「でも、ちょっと参考になった。ありがとう」

「いっつもそうやって素直でいりゃあいいのに。真摯って言葉乱用するクソ兄よりも、素直で初な兄のほうがいいわ」

「ちょっとは考えておくわ」

「ま、明日には累積イエローカードは全部消えるから、またなんかあれば相談しな」

「助かります、先輩」

　やっぱりこうして話していると、他の家庭の兄きょう妹だいよりも俺と妹は仲がいいに違いない。
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　凛ちゃんの小テストの対策をしているが、俺自身も小テストに追われている。

　理系科目は当然授業数が増えることで、把握しなければいけないことも増える。

　そのために、内容を確認するための小テストがある。

　そして、他の科目も理系の比重が多くなるからこそ一回一回の内容を重視するので、しっかり小テストがある。

　端的に言うと、小テストの量が一年生の頃よりやたら増えた。

　一年の頃は、英単語と数学、物理の簡単な計算テストぐらいしかなかった。

　しかし、今は難易度と量が増えて再登場し、それらに加えて化学、世界史、地理の暗記系のテストまで登場し始めた。全然嬉うれしくない。

　凛ちゃんは、真面目でいい点数を取りたいと、いいモチベーションを保っていたが、一年の小テストは別に悪い点数でも、補習や追加課題までは課さないところもそこそこあったので、テスト予告されても全く勉強していない人も少なくなかった。

　ただ、二年生からは話が違うらしい。

　どのテストも八割取れないと、即補習か再テスト。

　または、イエローカードみたいに累積システムだったりして、一定回数で専用課題とかルールは様々で、俺らにストレスを与え続けている。

　そして今日も、容赦なく眠くなる五時間目に数学の小テストがあった。

　内容としては、みんながテキストの難しめの問題を容赦なく出してきたこともあって、相当な犠牲者が出た。

　俺も委員長ノートが無かったら、普通に終わっていた。

　二人にもこの範囲まで教えたかったが、そこまで到達するには間に合わなかった。

「[image: あ゛]ー！　もう無理！」

「いや、俺もきっついわ……」

　遥輝や幸人もかなり参っている。

　今日の小テストに引っかかった人の多さを考えて、しっかり長めに放課後の補習が決定して、二人とも激しく萎えている。

　今までうちのクラスの数学の小テスト不合格者の対応は、追加課題でしかも量が少なかった。

　それなのに、補習という処置が出たことが、なお二人の萎える気持ちを加速させている。

　正直なところ、教え方がふわふわなのに、更に時間をかけて何を教えるのかは、俺にもよく分からない。

「今日の範囲まで教えられなくてすまん」

「いや……。多分教えてもらってもこれは分からなかったわ……」

「今まで何とかしてくれてたから、責めるわけないって……」

　と言いつつも、二人のテンションは最低。

　話すごとにどんどんトーンが落ちている。

「トイレ行ってくるわ……」

「あ、俺も行ってくる……」

「おう」

　二人とも肩を落としながら、教室から出ていった。

「二人はだめだったの？」

　二人が廊下に姿を消した後すぐ、委員長が声を掛けてきた。

「ごめん。想像以上に進むのが早いのと、二人のスケジュール見ながら夜に教えていくのでは間に合わなかった……」

「そっか、そりゃどうしようもないね。正直私も、斗真からの話で問題やる流れになってなきゃ終わってた。ほとんどやられたみたいで、みんなあの二人みたいに萎えちゃってる」

「この後の放課後に、ボチボチしっかりめの補習だもんな」

「そんなみんなが萎えきってる状況の中、六時間目のＨＲで体育祭運営委員決めだってさ」

　先ほど休み時間になって、数学の教師と入れ替わりで入ってきたうちの担任を見ながら、肩をすくめる委員長。

「誰も立候補しないの決定だな」

「ね。タイミング悪すぎるって話よ。本来ちょっとでも興味あった人も、今の心理状態じゃ名乗り出る気も全くしないでしょ」

「まぁ過程はどうあれ、そのことを委員長は想定していたわけだし？」

「本当に助かる。これで斗真にも無理って言われてたら、完全に詰みだったね」

「ダンマリのＨＲとか、最近無かったもんな。なかなかに地獄の時間だし」

「本当にそれ。さっさと決めて、自習なり何なりの流れにしたい。切実に」

　ＨＲの時間に決め事をする時に、嫌な役割で誰も立候補せずに永遠にも感じられる静寂の時間。

　漫画とかによくある、いじりやいじめみたいに強制的な推薦みたいな構図なんてないので、結局何も決まらないまま時間だけ進む。

　黙って静かな時間を過ごすのはみんな苦痛だが、こういう時に一番きついのが委員長なんだろうなぁ。

　いくら人望があろうが、委員長が直接みんなの前で「やってくれない？」とか言えるわけないだろうし。

　どんな声掛けをしても返ってくる反応は無いのに、進行責任を負わされてるから、辛つらい立場である。

「じゃ、流れ見て話振るからよろしくね」

「うん」







　六時間目の開始を知らせるチャイムが鳴ると、まずは担任の教師が教卓の前に立つ。

「この時間は、六月に行われる体育祭運営委員を決めてもらう。まだ活動はしないし、早めに決めることになるが、ＨＲの時間を取る機会がなかなか無いのでな。じゃ、後は学級委員の二人が進行で決めてくれ」

　俺が委員長とばかり関わっているので目立たないが、もちろんクラスには男子の学級委員もいる。

　ただ、寡黙な雰囲気で常に休み時間も本とか読んでいたり、一人でいることが多いので関わりにくさを感じていて、話した記憶がほとんど無い。

　活発的な委員長が司会をして、彼が黒板に書いたり記録を残したりする役目を担になっている。

「さぁ、みんな。さっきの時間で、ちょっと気持ちが落ち込んでいるかもしれないけど、体育祭運営委員やってもいいよーって人いないかな!?」

　元気よく言うが、全く反応は無い。

　こうなることが分かっていて、無理して元気に声を出す委員長の声だけが虚むなしく響いた。

　その上、厄介なことがもう一つ。

　担任教師が、何も提案やサポートをする気は無いくせに、無駄な茶々だけ入れるのだ。

　その一言一言に、ただでさえ萎え切っている生徒たちがさらに萎える。

　何か言いだすごとに、委員長の頰がピクッと吊つり上がった。

　おそらくは余計な口出しをするな、と思ったのだろう。

　……この担任教師、もしかすると寛容なこの委員長に一番嫌われているのでは？

「もちろんみんなには、部活とか、それこそ補習とか課題とか、色々あると思うけど。男女一人ずつ必要だから、何とかやってくれる人……！」

　頼み込むような仕草をしながら、こちらをちらっと見た。そろそろフリが来るかな。

　相変わらずクラスのみんなからの反応は無い。

　予想された静まり返った非常にやりにくい状態……でもなかった。

　というより、相変わらず何も切り出さない生徒たちを煽あおるように教師が茶々を入れてくるために、委員長がイライラしている。

　実際のところ、この時間で一番担任が喋しゃべっててうるさい。

「斗真〜。体育祭運営委員、やってみない？」

　状況が変わらないと見た委員長が、予定通り俺に役割の話を回してくる。

「え、俺？」

　一度戸惑いをはさむ。ここまでワンセット。

「うん。部活もしてないし、その他色々なところ見ても適任だと思うから、やってくれないかなーって。どうかな!?」

　委員長がそう言いながら振ると、クラスメイトの視線がこちらに集まる。

　素直に引き受けてくれ、という顔をみんなしている。

「んー、そうだな。やってみようかな……」

　とんだ芝居だが、お互いに決めたことを自然体で実行するのみ。

「お！　じゃあ、男子は斗真行こうかな！　異論が無い人は拍手で！」

　委員長がそう言うと、全員が拍手する。

　そんな流れで決まろうとしていた時、担任教師が俺に声を掛けてきた。

「随分と結ゆい花かのゴリ押し感あったけど、それでよかったのか？」

　委員長の眉間にシワが寄った。おそらくは、気安く下の名前で呼ばれたことに不快を感じたためだと思われる。

　すんなり手はず通り決まったと思ったら、邪魔しかしない人が邪魔をしに来た形だ。

「もちろん。嫌だったら断ってますし」

「そうか。まぁやるからには、ちゃんとやってくれ」

　高圧的でむかつくが、とりあえずここはさっと収めることを優先する。

「じゃあ、女子の方はどうするんだ？」

「誰もいないようなんで、私がします。学級委員と並行してもいいらしいんで。それに何か学級委員とこの役員の兼ね合いがあった時とかは、一番把握が楽になりますし」

「まぁ、結花がやるなら安心だな。糸いと原はらと結花が体育祭運営委員になるということで、決定でいいなら、二人はこの用紙に必要事項をこの時間中に記入しておくこと。あとの皆はこれから自習時間。どうせＧＷ勉強しないんだから、今からやること」

「なんでそんなに高圧的なんだよ……」

　まぁその一言には俺も納得だった。

　でも、こんなに委員長がイライラすることもあるんだな。

　結果としては、打ち合わせ通りすんなりと決まったので良かった。

　ただ、二人で用紙記入するときにイライラしている委員長を、静かに宥なだめることになるとは思わなかったけど。
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　担任教師にイライラしている委員長に、ひとまずは落ち着いてもらった後、二人で用意されている用紙に名前などの必要事項を記入する。

「意気込みって何よ」

「まぁ……体育祭を盛り上げるために、どんなことに気合を入れてやっていきたいですか？っていうことじゃないの？」

　ボチボチ大きな枠が設けられており、意気込みを書けとなっている。

　名前欄の枠の大きさと比べると、そこそこ書いてくれという意思が伝わってくる。

「意気込みも何も……これしかないでしょうよ」

　委員長はそんな言葉を、自習中の静かな教室内で聞こえないように漏らしながら、ペンを走らせる。

　委員長が書いた意気込みはこちら。

「粛々と必要な行動を取るのみ……。なるほどね」

　まぁ確かにそれが一番大事なんだろうけど。

　多分、こういう言葉を必要として書いてくれと設けられているわけではないと思う。

　まだ委員長、怒りが収まってないな。

　いつもの明るくほんわか委員長が、こんな固いコメントなのも俺からすれば、面白いっちゃ面白いけど。

　でもどうせあの担任が、校閲みたいな感じで確認して、これは微妙だから書きなおせとか言い出しそうだ。

「確かにこの言葉通りではあるんだけど、何ていうか……。みんなが楽しくやれるように頑張りますとか陳腐以下の言葉でもいいから、そうしておこ？」

「ん、私の書いたやつまずかった？」

「悪くはないけど、担任に見せて何だかんだ言われてやり直しさせられることを考えたら、ありきたりの言葉でまとめておく方が間違いないかなって」

「なるほどね！　ごめんね、勝手にイライラしてるだけなのに、そこまで考えてくれて」

「いやいや、前に散々仕事委員長任せって話は聞いてたけど、それが今日よく分かったから」

「本当にありがたい……！」

　少し話すと、いつも通りのニコニコ委員長が帰ってくるので、安心した。

　この後は、円滑に必要事項を書き終えた。

　そろそろ自分の席に戻って、自習をすることを考え始めた時、委員長が一枚紙を取り出して何やら書き始めた。

　もうちょい筆談で話でもしようぜ？

　そんなことを提案されたので、俺もペンを持ってＯＫと承諾した。

　この後、自分達の席に戻らずに筆談で他愛もない話を続けた。

　筆談なら、静かな教室でもバレて浮くこともない──。

「二人も記入終わったら、さっさと自分の席に戻って自習しなさい」

「はぁ……」

　平和に終わることが出来そうだったのに、最後の最後まで邪魔された。

　平和な委員長から、修羅の委員長に変わってしまった。

　お互いにため息をつきながら、自分の席に戻ることになってしまった。

　そのまま大した集中をすることもなく、六時間目を終えて放課後になり、多くの生徒が怨えん嗟さの声を上げながら補習場所の教室へと向かっていった。

　そんな中、俺も凛りんちゃんが待ついつもの場所に向かう。

　自分のクラスの小テストの状況を見ると、凛ちゃんの小テストの出来がどうだったかも不安になる。

　彼女がよく頑張っているのが分かっているからこそ、信頼していないわけではない。

　今日の俺達のように、普通に難しい問題でうまくいかなかった場合もあり得る。

　どういう形でも、うまくいかないと凛ちゃんはすごく落ち込んでしまうだろうし。

　そんな不安もあって、足早に社会科資料室に向かった。

　到着すると、いつも通り凛ちゃんが先に来ており、解錠して中に入っていた。

「今日もお疲れ様です」

「凛ちゃんもお疲れ様」

　いつもと変わらない笑顔と労ねぎらいの言葉。

　今日は一段と色々あったが、これでとても癒やされる。

「お兄さんに、色々と見せたいものがあります」

「何かな？」

「小テストの結果になります！　色んな科目やりましたけど、こちらに全部あります！」

「どれどれ……。おお、よく出来てる……というか、全部合ってる」

「はい！　パーフェクト勝利です！」

　凛ちゃんが俺に見せてくれた小テストは、どれも満点だった。

　問題を見ると、簡単なものもあるが、そこそこ難しい問題も含まれており、これだけミスなく全て正解出来ているのは、とてもすごい。

「ミスなく出来ててすごい！　本当に頑張ったね」

「はい！　お兄さんにあれだけサポートしてもらったので、キチンと成果を出せて良かったです」

「後はこのまま定期テストに向けて、勉強を継続して頑張っていけば、大丈夫だからね」

「はい」

「じゃ小テストも終わったようだし、また課題少しずつでいいから進めようか」

　俺がそう言うと凛ちゃんは頷うなずいて、教材を取り出し始める。

　小テストですでに、定期テストの主要な範囲は完璧に抑えて、課題の進み方も順調。

　凛ちゃんを完璧にする計画は、狂いなく進んでいっている。

　これには妹も、ニッコリに間違いない。

「小テストとかで疲れてるだろうし、ゆっくりめでのんびりしながら少しずつでいいかもね」

「そうですか？　では、一つお話聞いてもらってもいいですか？」

「うん、いいよ。何かあった？」

「お兄さん、体育祭運営委員やるって言ってましたよね？」

「うん。今日ちょうど決める話し合いしたんだけど、誰も立候補しないから正式に俺で決定したよ」

「そうだったのですね。実は私も、体育祭運営委員に立候補してみようかなと思ったりしてまして」

「そうなの？」

「はい。課題とか、お兄さんのおかげでかなりの余裕を持って進んでますし、何よりお兄さんがいないと、この時間に一人じゃあんまり集中して勉強出来なそうですし」

「積極的なのはいいけど、本格的に活動するときには相当暑くなってくるから、大変かもしれないよ？　大丈夫？」

「そこは……お兄さんに甘えるということで」

「なるほど、それなら大丈夫だ。一緒に役員やれば、活動のある日と無い日の共有もしやすいからいいかもしれないし」

「ですです。なので、話し合いのある時に立候補してみようと！　まぁ同じように立候補する人がいたりしたら、ダメかもですけど」

「まぁやれるようだったら、一緒にやってみよう」

　凛ちゃんは、ニコッと嬉うれしそうに笑った。

　体育祭運営委員として、凛ちゃんがクラスを鼓舞したらそのクラスめちゃくちゃ強くなりそう。

　まぁうちも、委員長が鼓舞すればそうなるかもしれないけど、今の状況だと無理……かな？

　この期間ずっと真顔で委員長は、任務を遂行するのではないかとすらちょっと思い始めているし。

「何か色々聞いたんですよ。競技ルールを考えたものが、プログラムに入れられたりするって！」

「そうそう、色々あるよ」

　単純に興味を持って、楽しみにしている凛ちゃんの姿が純粋でとても良い。

　二年生にもなると、部活やら補習やらで、みんな死んだ顔で他のやつが役割を課せられることを祈るという悲しい状況になってしまっているからこそ尚なお更さらである。

　凛ちゃんには、そんな現実は知らずに、楽しく学校行事に向き合ってくれればと思ったりする。
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　凛ちゃんが想像以上に興味を示し始めたので、俺の知っている限りのことを教えた。

「仕事が大変な分、うちの体育祭運営委員はそこそこな権限？　って言い方がよくないかもしれないけど、出した意見が反映されることもあるよ」

「例えばどんなことです？」

「さっき言ったみたいに、役員で考えるプログラムもあるし、何なら過去の体育祭を見直して競技の配点調整とかも出来るよ」

「配点調整？」

「例えば、リレーの配点が多すぎるから、ちょっと別の配点軽いものに移して欲しいとか。あまりにも大幅な変更は、流石さすがに無しだけどね」

「なるほどです……！」

　当然このような話し合いは、多数決で一致しないと出来ることではないが、意外と毎年どこかの競技の点数が変わったとか普通にあるらしい。

「割とこういうところは、生徒の自主性に任せるって感じなのかな？」

　まぁこういうスタイルだから、役員にやる気があるかどうか不安なんだな、あの担任は。

　今話してて、何となくそう思った。

「聞くと、改めて色んなことが出来ることが分かりました。色々出来る分、忙しくなるのは当然という感じですね」

「そうそう。多分凛ちゃんのクラスも近いうちに決めて、全クラス決まったらすぐ顔合わせとか軽い確認だけはする、ってことになるかな。本格的なことはテスト明けだね」

　テスト前から色々決め事があったら、多分役員の全員がテストの結果が死滅するだろうな。

　そう考えると、普段から度々招集されて何かを決めなければいけないこともある中で、部活もこなして、成績優秀な委員長のポテンシャルの高さがエグい。

　どこからそんな体力と、要領良く行動するスキルがあるんだろうか。

「ふーむ、色々聞けて興味深かったです！　リフレッシュ出来たので、課題やります！」

「ほいほい」

　凛ちゃんが、意気揚々と課題に向き合い始めるのを見て、俺は再び彼女の小テストを見直した。

　キレイな字で、理系科目は途中式まで完璧。

　模試やテストで、一度点数が上がる良い感覚が身に付くと、そこから飛躍的に伸びていく人はいるが、まさにその理想的なパターンに凛ちゃんはなっていると考えてよいだろう。

「そんなに熱心に見直してどうかしましたか？」

「いや、見れば見るほど完璧だからさ。字の綺き麗れいさとかまで含めたら、俺より圧倒的に上」

「そうですかね？　そんなとこまで褒めてもらえると恥ずかしいんですけども」

「いや、俺もそれなりに字を綺麗に書けるようにならないといけないって再認識した」

　俺はもともと字が汚く、クセや筆圧も強いのでより汚く見える。

　字は心の乱れ？　とか言われているのだから、そろそろその辺りも落ち着いていきたいけど。

「そうですかね？　私は、お兄さんの書く字は好きですけどね。あ、お兄さんの字ってすぐに分かりますし」

「良いことのように感じるけど、俺の場合は、悪い意味で分かりやすいってことだからねぇ……」

「読めるし、いいんじゃないですか？」

「おお、凛ちゃんからそんなライトな意見が出てくるとは」

「私は、お兄さんが書いてくれたって言うのが、いつでも分かるのが好きです。書き込んでくれたポイントが自然と頭に入りますから」

「……」

　ニコニコ笑顔でそんな言葉をかけられると、直さなくて良い、むしろ直しちゃいけないような気がしてきた。

　……凛ちゃん、人を駄目にするタイプだ。

「駄目よ、そんなこと言ったら本当に直さなくなるから」

「お兄さんが、私のことを何もかも肯定してくれるように、私もお兄さんのことは全て肯定しちゃいますからね。私が駄目になるって言ってた理由、やっと分かりました？」

「うん、分かったな」

　しかし俺の場合は、凛ちゃんを否定する要素が何も無いからこそ、全肯定しているわけなのだが。

　単純に字が汚いことは、読んでもらう人という周囲の人に迷惑をかけかねないことなので、厳しくしてもらってもいいのだが。

「字綺麗にならないと、お兄さんとはサヨナラです」ってくらい追い込まれたら、本気で直しそう。

　いや、流石にそれは辛つらすぎるか。

「強いて言うなら、筆圧は弱めにしていただけると、ノートが汚れなくて助かると言えば、助かりますけどね」

「それ、本当に直します……」

　筆圧の強さで、シャー芯などが細かく砕けてノートに広がると、そのせいで黒く汚くなる。

　せっかく凛ちゃんが綺麗に書いたノートも台無しになる、ということである。

　そんなことあってはならない。

「とは言っても、私が汚れる分には何も問題無いですけどね？　私をいっぱい汚して、その都度意識していつかは直っているという形になれば……！」

「言い方よ……」

「？」

　そんな言い方をされたら、尚更汚すわけにはいかないような気がしてきた、凛ちゃんのノート。

「まぁ、意識して直していくわ」

「はい！」

「凛ちゃんがこれだけ結果で示してるし、自分のテストだけじゃなく、字を綺麗にして期待に応えてみせる！」

「んー……。あ！」

　何故なぜか微妙な反応をされた後、何かを思い出したのか凛ちゃんは声をあげた。

「どうかした？」

「実はＧＷ一日、両親にどっか行ってきてって言ったんですよ」

「いや、言い方よ」

「で、一日何処どこかには出掛ける予定だって言ってましたので、その日にご招待させてください」

「うん。凛ちゃんの予定に合わせるよ？」

「ありがとうございます！　それとですね、実は……」

「ん？」

「今週の土曜日も、出掛けてていないらしいんですよ！」

「ほー、そうなんだ」

「で、提案なのですが、ＧＷと言わずに今週から来てみませんか？」

「ふむふむ、なるほどね……ってえ？」

「え？」

　このやり取り、何かデジャブを感じる。

「今週？」

「はい！　是非とも来てもらって！」

「……訪問イベント到来が早すぎない？」

「お兄さん、もう体育祭運営委員になりましたよね？　適用期間に入ったものかと思っていますが！」

「それはどうなのよ！　まだ何の活動もしてないのよ!?」

「ん〜〜！！！」

　俺が承諾しないことに、口をんーっと閉じて不満そうな顔を見せる。

　……この顔、まだ引き下がる気が無いな。

「小テスト……。私、頑張りましたよね？」

「まぁそれは確かにそうだ」

「頑張った分、お願いを聞いてもらっても……！」

「それは字を綺麗にするということでは、駄目ですかね……？」

「……」

「……行きます。せっかくのタイミングだしね！」

「はーい！　もてなしの準備しておきますね！」

　駄目だ。凛ちゃんは一度、言い出すとなかなか引かない。

　凛ちゃんの性格や容姿で、下を向いて無言になられると、多分断り切ったり、誤魔化し切ったりする男はこの世に存在しないな。

　あくまでもＧＷの予定として、ゆっくりと心の準備を整えていくつもりだった。

　なのに、今週末にいきなり行くことになってしまった。

　ただ勉強するだけだから、大丈夫と少しずつ言い聞かせて落ち着いてきた心が、一気に乱れに乱れることになった。

「ご飯もご馳ち走そうしますね」

「う、うん」

　ニコニコと笑いながら、そんなもてなしの言葉を言った後、彼女は再び課題と向き合い始めた。
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　その後、しばらくお互いに今やるべき課題を消化するいつもの時間が流れる。

　俺の場合は、珍しく文系科目の課題に追われている。

　理系と言っても、文系科目が絶滅するわけではなく、普通に授業はあるし、古文や漢文を中心に提出物もそこそこ出る。

　個人的には、三国志についてはとても好きなので、全部話のネタがそれだったらいいのにとか思いながら、やっている。

「泣いて馬ば謖しょくを斬る」っていう諸しょ葛かつ孔こう明めいが泣いた理由って、馬謖を可か愛わいがっていたこともあるんだけど、劉りゅう備びが死ぬ前に「馬謖は、絶対に大事な時には使うんじゃない」って言われたのに、思い出せずに使ってしまったことに対する己の愚かさを呪った涙だったらしい。

　言葉本来の意味と、意外と違ったり要素があったりすることもあって、面白いこともある。

　そういう話が模試とかで出たら、間違いなく無双出来るんだけどなぁ。

「漢文ですか？」

「うん。理系選択しても、ずっと付いて回るね。どうせ共通試験でやることになるから、仕方ないっちゃ仕方ないけどね」

「難しいですけど、その分綺麗に意味が分かると、楽しいですよね！」

「そうなんだよなぁ〜」

　漢文で知らない時代の話でも、必死に内容に食くらいついて読んでいると、分かったときは達成感からか、内容に対する面白さが何故か飛躍的に上がる。

　あの現象に、誰か名前を付けてほしい。

「私は古文の方が好きですね！　なんか切ない恋愛のお話とか多いですからね」

「確かにね。俺の場合、記憶に刻まれているのは、好きになった相手が美少女だと思ってたら男だった、みたいな話があって面白かったね」

「そういうのもあるんですね。私は、身分差とか今で言うすれ違いみたいなのが好きですね！」

　結局、その後も話が弾んで、帰る時間まで話し続けてしまったが、たまにはこういう時間も悪くない。

　そのまま帰る時間になったので、教室の施せ錠じょうをしてお互いに駐とめている自転車を取りに行く。

　校庭を歩くと、運動系部員の掛け声や吹奏楽部や軽音楽部の演奏しているであろう音が、聞こえる。

（委員長、楽しく部活で今日の嫌なことからリフレッシュしてくれたらいいけど）

　俺の行動次第で、委員長にしわ寄せがいく可能性しかないことも分かった。

　逆に考えると、きっちりやれば必然的に、委員長の負担が減ると考えられる。

　引き受けた限りは、責任持って任務を遂行する。

　そのことを改めて肝に銘じて、学校をあとにした。




　　　　※※※




　帰り道は何か特別なことが起きるわけでもなく、いつも通りの道を通って、いつもの通りの分かれ道で凛ちゃんと別れて家に帰ってきた。

「ただいまー」

「……」

　俺の帰宅の声に、いつも反応するやつの声が返ってこない。

　その代わりではないが、家の中はカレーの匂いがすでに漂っている。

　リビングに入ると、ソファでくつろぎながら漫画を読みふける妹がいた。

「あ、帰ってきたのね。おかえり」

「さっき、ただいまって……」

「ごめん、聞こえなかったんだって。だからそんな悲しそうな顔をするな」

　遂ついに兄のことをうっとうしく思い始めたのかと、ものすごい不安に駆られたが、どうやら違うらしい。

「夢中で読んでんな。何読んでんの？」

「最近ドラマ化して有名になったやつー。知らない？」

「ドラマ見ないからなー……」

「原作が漫画っていうドラマが最近多いから、見て面白かったらこうして買ったり借りたりして読んじゃうんだよね」

　そういう妹の横には、山積みの漫画が置かれている。

　そしてしっかり、お菓子とジュースも手元にある。

　完全にリラックスムードになっている。

「今日はカレーだったから、パパっと作れたしね。空いた時間はこうしてのんびりするー」

「いいけど、父さんや母さんが帰ってくる前には片付けとかないと、流石さすがにこれは怒られるぞ」

「それはもちろん！　片付けする時間とかも考えて、私が気が付かなかったら声掛けと片付け一緒によろしくー」

「何でそうなる……」

「可愛い妹が、あのこわーい更年期お母さんに怒られるのは可哀想かわいそうだとは思わないの!?」

「むしろ一回怒られた方がいいのでは？」

　妹のお口の悪さには定期的に頭を抱えてしまうが、実際のところ、母親はおそらく更年期で些さ細さいなことにものすごい剣幕で怒る。

　それが正直なところ、妹に相当なストレスを与えていることは間違いない。

　女として、どうのこうのって話をされる時の妹の顔は、他人に見せられないからな。

　いない時に、こうしてストレス発散するのはありかもしれない。ただでさえ、必死に家事もする上にグレたりせずにいるのだから。

「お願い！　ここにある漫画一緒に読んでいいから！」

「読んでいいも何も、一作品だけじゃなくて？」

「ううん。色んな曜日でドラマはやってるから、好きなやつ集めたら何作品かあったよ」

「ほー。今、お前が読んでるやつは？」

「ふっふっふ。禁断の恋ってやつよ！　お嬢様がヤンキー男子に恋しちゃうやつ！」

「一昔前のノリじゃね？」

「あー！　バカにしたな？　しかし、いいんだなこれが！」

「頼むから、漫画で読んで憧れるだけにしてくれよ？」

　少女漫画なのか、可愛らしい女の子とカッコいい金髪青年が載っている。

　確かに表紙絵だけで、身分差というか、普段接することのない同士の恋愛ってすぐに分かる。

「平安時代から変わってねぇな、人って」

「は？」

　妹には当然なんのことかよく分からないだろうが、凛ちゃんとの古文・漢文の話からそんなことを感じた。

「他の作品は？」

「これも王道よ！　幼おさな馴な染じみとの恋！　いいよねぇ、何でも理解して受け止めてもらえるって」

「確かに王道で、いつの時代も人気だな」

「いいよねぇ、こんな幼馴染いたら幸せだろうなぁ」

「訂正してやろう。こんな〝イケメンな〟幼馴染がいたら幸せだろうなぁ」

「うるさーい！　幼馴染すらいないやつに、夢を壊されてたまるかー！」

　幼馴染も、カッコよかったり可愛かったりすることで、魅力が増す。

　そしてそんな幼馴染を、誰よりも知っているということが、更なる魅力を呼んでくれるわけだが。

　これがもし仮に、大してイケメンでもない幼馴染とイケメン男子とが同時に求められたら、絶対にイケメンに行くだろ。

　ってこれ以上言うと、妹は怒るだろうから言わない。

「そんな冷めたこと言うやつは、もう一つあるこの作品を読め！」

「これは？」

「いいぞ、これは！　学校で大して接点が無かった二人が、ヒロインが辛つらい思いを一人で抱え込んでいるのを唯一主人公が見つけて、そっと誰にも気が付かれないようにサポートを重ねていくことで、お互いに惹ひかれていく話だ！　これこそ青春よ！」

「ふーん」

「ふーん……じゃない！　ここに座ってまずは読め！」

　ソファをバシバシと叩たたいて、座るように促される。

　読むなら、まず着替えて落ち着いてから読みたいのだが、素直に座って漫画を手にとった。

　読んでみると、様々な問題に直面し、苦しんでいるが、一人で必死に抱え込んでいる女の子。

　そして、偶然にもそれが分かってしまった青年。

　お互いの人間関係に気を遣いながら、バレないように少しずつサポートして、明るい日常を取り戻していく。

　その中で、段々と本来の二人の性格が表れるようになることで、お互いに惹かれていく。

　でも、バレないように過ごす二人は、お互いに関係性を発展させるために踏み込むということに戸惑いを感じながらも、少しずつ歩み寄っていく。

　そんなもどかしさと、甘い二人だけの空間を楽しむ話。

「……幻想だな」

　一巻目を読んだ時点で、出た感想はそれだけしかなかった。

「えー、それもだめ？」

「いや、創作物としてはどれもすごくいい。でも、楽しむならこっちの幼馴染の方が、俺としてはいいかな」

「んー、ならこっち読みな？」

「そうする」

　先程、冷めた言葉で突っぱねてしまった幼馴染とのラブコメ漫画だったが、読むとなかなかにハマってしまう作品だった。

「さっきあんなこと言ってたのに、夢中になっちゃって〜」

「やっぱり何だかんだメディアミックス化してる作品は面白いな」

「でしょー！　食わず嫌いはだめよ？」

　そんな満足そうな妹の横に積まれている漫画の山から、幼馴染ラブコメの２巻目を手に取る。

　こうして、最新刊までしっかりと読んでしまうことになるのだろうなと思った。

　ただ、先程最初に手にとった作品は、もう二度と読むことはないのだろうなと、ぼんやりと感じた。

「って、もう７時前だぞ！　そろそろ撤収すんぞ！」

「あいあいさー」

　俺自身も漫画に夢中になってしまっていて、親がいつ帰ってきてもおかしくない時間に突入していた。

　妹と一緒に、急いで妹の部屋まで漫画を運ぶことにする。

「ほれほれ、男なんだからしっかり持つ！」

　そう言って、相当な山を持たされた。

「……」

　その山積みの漫画の一番上に積まれているのが、先程読むのをすぐに止やめた作品だった。

　その作品の上に、幼馴染ラブコメをそっと載せてその作品の表紙が見えない状態にして、妹の部屋まで漫画を急いで運んだ。











第32話






　妹の所持している漫画を読み漁あさった次の日、また変わらぬ一日がスタートする。

　大惨事に終わった小テストで、毎日のように繰り広げられていたテストの連続は、ひとまず落ち着いてくれた。

　なお、多くの人が参加させられた補習については、したところで何も分からなかったと二人から聞いた。まぁ予想通りって感じだけど。

　小テストをやりすぎて、いつでもその態勢ができていることもあって、無いとすごく楽に感じる。

　ただ授業を受けて終わりということが、なんて素晴らしいことなんだと感動せざるを得ない。

　そんないい感じにリラックスした状態で休み時間を過ごしていると、委員長が近づいて来た。

「今日の放課後、集まる予定になったみたい。予定大丈夫だよね？」

「俺は大丈夫だけど、随分と早く他のクラスも全部決まるんだな」

「まぁ、たまたまうまくみんな予定を組めたって感じなのかな？　休み近くなると、みんなバタバタするからさっさとやろうぜって話になったみたい」

「了解。集合場所の教室とか分かる？」

「うん、さっき聞いた」

「じゃあ、委員長に付いていくってことで」

　昨日の話から、凛ちゃんのクラスはまだ決まってなかったから、今日決める時に早速集まらないといけないことは聞いてそうだけど、一応放課後あるからって一言入れておくべきか。

「ってか、凛ちゃんのクラスどこか全然聞いてねぇな……」

　放課後以外に凛ちゃんに会うことは無いし、彼女以外の一年生は特に知っている人がいない。

　だから「何組の〜さんが」みたいな話も無かったから、凛ちゃんのクラスを聞くこともなかったな。

　……うちの担任みたいなやつだったら、悪い意味で話題にもなったかもしれないけど、まぁ普通はいないわな。

「地道に探すしかないか……」

　あんまり一年生の教室の前で、ウロウロと不審者行動をするのは気が進まないが、さすがに一言もないのは気が引ける。

　この休み時間を使って、一年生の教室ゾーンを見て回って何とか見つけて、一言声をかけることにした。

「凛ちゃんは迷いなく会いに来てくれたのに対して、俺はこの雑さ……。無いな」

　廊下を歩きながら、そんなふうに思った。

　散々探すのにまごついても、「私のクラス、知らなかったんですか!?」って非難されるならまだいいけど、多分「大丈夫ですよ」って笑顔で言われるんだろうなぁ、辛い。

　妹みたいにあからさまにダメとか、非難してくれる方が気が楽かもしれない。

　まぁ家族にはどんな対応されても、他人に比べたら楽に決まってるか。

　自分達の教室がある二階から、一年生の教室が並ぶ一階に降りる。

　休み時間ということもあって、廊下で話す人、お手洗いの人などでごった返している。

「これ、お手洗い行ってたら絶対に見つからないけど……。取り敢あえず探してみるか」

　廊下にいる生徒のことも見ながら、一つずつ開放されている窓から、教室の中を確認する。

　いれば、見間違えるような顔ではないが──。

「ん？」

　ちょんちょん、と軽く背中を突つつかれるような感じがして振り返った。

「どうかしましたか？」

　そこには、いつもの凛りんちゃんがいた。

「お、いたいた。クラスどこか聞いてなくて、見つかるか不安だったけど、見つけてくれてありがとう」

「そんなことだろうと思いましたよ。もうちょっと私のことを知ってくれてもいいと思いますけどね？」

「返す言葉もありません……」

　と、言いつつも、非難してくれてちょっと嬉うれしい俺がいる。

「わざわざ会いに来たようですけど、何かありました？」

「今日、役員の集まりがあるらしい。多分、このあと凛ちゃんのクラスでも決める時に話が出るとは思ったけど、一応報告」

「わざわざありがとうございます！　私も役員になれれば放課後会えるんですけど、なれなかった時はどうしましょうか？」

「なれたかなれなかったかは、集まりの時に分かるから、いつも通りの場所で待っててくれてもいいし、そのまま帰ってもいいよ」

「じゃあいなかった時は、いつもの場所に用事が終わったら来てくれますか？」

「ん、了解。じゃあ、そろそろ人目も気になるから戻るわ」

　なかなかの人混みで話しているし、凛ちゃんが相手だと結構な注目度を、当然だが集める。

「はい！　あ、ちゃんとクラス覚えててください。お兄さんと同じ二組ですからね？」

「ちゃんと覚えておく」

「あれ、凛ちゃん!?　その人は……もしかして彼氏!?」

　話が終わる直前で、おそらく凛ちゃんの友達であろう人が集まってきた。

　……なんか妹に近いタイプに感じる。早めに逃げたいな。

「違うよ。仲のいい友達のお兄さん。その友達は違う学校に行っちゃったから、色々面倒見てくれてるの」

「へぇー、そうなんだ！　お疲れっす、先輩！」

「なかなか元気な後輩だな、頑張れよ」

「うぃっす！　凛ちゃんのこともよろしくです」

「君たちもな」

　駄目だ、ちょっとやり取りしただけでしんどい。

　妹よりもハイテンションのガンガンの陽キャだ。

　……凛ちゃん、意外とああいう子達との相性がいいのかな？

　でも、凛ちゃんにも友達が出来て、楽しくやれている様子が見られて嬉しくもなった。

　教室に戻ってくると、ホッと息をつく暇もなく授業開始のチャイムが鳴る。

　小テストが落ち着いているタイミングで良かった。

　いつもよりも緩めの授業をきっちりと六時間受けて、放課後になった。

「よっしゃ。じゃあ、斗真行こ！」

「よし」

　スタイリッシュなリュックを背負った委員長の後ろについて、集合場所へと向かう。

　三階に上がって、三年生の教室の隣にある特別室に、委員長は迷いなく突撃した。

「お邪魔しまーす」

「あら、結ゆい花か早いね。流石さすがと言ったところかな？」

「やだなー、会長。嫌味みたいに聞こえますよ」

「いやいや、そんなことないよ」

　特別室に入ると、すでに教卓の前にはうちの高校の生徒会長である田た上がみ瑠る奈なが集まりの準備をしていた。

　眼鏡をかけてキリッとした清せい楚そな女性が、うちの生徒会長である。

　正直言って、委員長とは真逆の雰囲気と言ってもいい。

「本当かなぁ？」

「本当ですよ。これで私が会長を終えると同時に、あなたが生徒会長に就任していただければ、完璧ですけどね？」

「やめてよー、ただでさえいろんな教師から面倒なやつって認識持たれてるのにー」

「それも踏まえてよ。それにすごーくあなたのことを信頼している人もいるでしょ？」

「それは言わないで……。先日そういうことがあったばっかりだから！　ってか絶対にいじってるでしょ！」

「まぁ、そうだね」

　……意外と見た目の雰囲気に対して、ライトな感じだな。逆に親近感湧いていい感じだけど。

　話してる感じ、委員長も結構信用している感じなのかな？

「あ、ごめんなさい。二人で盛り上がってしまって。生徒会長の田上です。今回、二年二組の役員はお二人ということなのですね？」

「そういうこっとー！　斗真は頼りになるから、今回は安心よ！」

「へぇ、男子をそんなに押すって珍しいね。これで生徒会選挙の応援演説してくれる人も確定？　異性からの推薦はなかなか出来ないから、あると面白いよー？」

「だから出ないって！」

　随分とこの生徒会長、委員長を後釜にしたがるな。

　それだけ委員長のスペックが分かってるってことなんだろうな。

「全クラス集まるまで、座ってゆっくり待っててください」

「なんか準備あるなら手伝うよ？」

「ううん。今日は顔合わせとかで、大したことしないから大丈夫。色々疲れてんだから、休んどきな」

　生徒会長に促されて、自分たちのクラスに割り当てられている席に座る。

「すごく仲良いんだな」

「うん。色々なところで一緒になるからね、学級委員と生徒会。最初は絶対に合わないと思ってたけどね」

「同じく。でも、意外と繊細なとこもあって可か愛わいいなって思い始めたら仲良くなれたね」

「斗真同様に、話しにくいことを話せる頼りになる先輩なんだ。ただ、生徒会へ入れってうるさいけど」

「そりゃ結花みたいな子貴重だからね。欲しいに決まってる」

「学級委員から解放されたら、次は生徒会か。まぁ頑張れ」

「斗真まで!?　否定してよ！」

　残念だが、こういうことは大体なるべき人がそのまま周りに押し上げられてなっていくもの。

　委員長はまさにその流れに巻き込まれている。

　俺はそれを静かに見守ることにしよう。

　そんな話をしていると、段々と生徒たちが集まってきた。

　俺たちだけだと、それなりに話も出来るが、知らない人が席に着き始めるとみんな静かになり、全員集まるまでそのまま待った。

　10分もすると、ほとんどのクラスが集まってきた。

　空いている席は前列の一年生のクラスがあと一つ。

「あとは一年二組だけ……ですかね。そろそろ来るかな？」

　やがて静かな教室に、廊下から走ってくる二つの足音が聞こえてくる。

「申し訳ありません。場所に迷っちゃって、遅くなりました」

　入ってきて、遅くなったことに対する詫わびをいれたのは凛ちゃんだった。

　何とか彼女の希望通り、役員になれたようだ。

「いえいえ、お構いなく。一年生はこんなとこ来ないもんね。そこの席にお座りください」

　文句を言うこともなく、生徒会長は笑顔で指定の席へ促した。

　息を切らしながら、席に着く凛ちゃんと男子生徒。

「あの子、前に斗真に会いに来た子じゃない？」

「そうそう。やれるならやってみたいって言ってたけど、なれたみたいだな」

「大人しそうな子だけど、活発的なの？」

「うーん、今回は興味が湧いたって言ってた。でも、友達が活発的な子が多いみたいだから、案外そうなのかも」

　そんな話を小声で挟みつつ、生徒会長が話を進めていくのを聞く。

　先程言ったように、全体として何をすることになるのかということや、開催前の準備だけでなく本番中の対応などの説明も行われた。

　話としては、20分程度。

「役割分担や、準備活動などはテスト終了後に本格的に行います。おそらくテスト後まで集まることはありませんが、役員であることを忘れないようお願いします。では、各氏名を記入した用紙を提出したクラスから解散とします。お疲れ様でした」

　昨日、委員長が機嫌を悪くしながら書いた用紙を提出して廊下に出た。

「んー！　とりま落ち着いたー！」

「これから部活？」

「うん。思ったよりも早く終わったし、今から行こうかな」

　そんな話をしていると、凛ちゃんたちも廊下に出てきた。

「お疲れ様」

「お、お疲れ様です……。迷っちゃって流石に焦あせりました」

「そりゃ焦るわな。まぁ大して遅れてるわけじゃなかったから、気にしなくていいと思うよ」

「そうそう！　気にしないの！」

「こ、こちらの方は……？」

　俺と凛ちゃんの話に、委員長も入ってきた。

　そのことにびっくりした凛ちゃんが、ちょっと声を小さくしながら尋ねてきた。

「うちのクラスの学級委員。パーフェクトウーマンってやつ」

「斗真と仲良くしてる、三み上かみ結花って言いますー！　よろしくね！」

「よ、よろしくお願いします……。し、下の方で呼ばれるんですね」

「まぁ、友達だから！」

「とは言っても、本格的に仲良くなりだしたのは三週間前ぐらいだけど」

「な、仲の良さに時間など関係ない！」

　痛いところを突かれたとばかりに言い淀よどんだが、勢いで押し切ってきた。

　そんなやり取りを、凛ちゃんがぼーっと見ている。

「委員長の勢いに圧倒されてしまっとるな」

「あちゃー、びっくりさせちゃった？」

「い、いえ……。そんなにお二人って仲が良いんですか？」

　勢いに押されながらも、凛ちゃんも委員長に質問をぶつけた。

「んとね、他の男子より気遣いが出来るからね！　助かってる！」

「ってか、普通に恋愛感情かけてこないから気楽だって言うのが一番だろ」

「まぁそういうことなんだけど……。初対面の女の子相手に『私モテるから〜』みたいなこと言えるわけないじゃん！　……って自分でもう言っちゃったわ！」

「どういうことです??」
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「何するにしても、気が付いたら恋愛関係に巻き込まれてうんざりしてるのよ、この人。見た目の割にめちゃくちゃ繊細だから。で、そういう危険性の無い俺に目をつけたらしいよ」

「かっこいい先輩アピールしようと思ったのに、余計なこと言うなよ！　……実は、ちょっと恋愛には恥ずかしながらものすごく懲りておりまして。こんな見た目でそんなこと言っててカッコよくなくてごめんなさい」

「い、いえ。十分かっこいいと思いますけども……！」

「おお、なんていい子だ……！」

「私、部活してなくて話せる女先輩いないので、良かったら仲良くしてください、三上先輩」

「か、可愛い……！　もちろん仲良くする！」

　ペコリと頭を下げた凛ちゃんに、委員長はギューっとハグをした。

「とことん頼るがいいぞ、後輩よ。そこにいる男より何倍も頼りになるぞ！」

「助けてもらってると感じている相手に、その言い方無いだろ」

「聞いてください、三上先輩。あの人ってば、今日まで私が何組か知らなかったんですよ？」

「えー？　あり得ないよね、もう一カ月くらい経たつのに！」

　まずい、凛ちゃんが他に頼れる先輩を確保して俺がアウェーになってしまった。

　それも、俺たちの学年で一番頼りになる相手。

　今後比べられたら、どうしようもなくなりそう。

　でも、部活をしない凛ちゃんにとって、同性の先輩がいないことは俺も気になっていた。

　もし、委員長と凛ちゃんが仲良くなってくれたら、とても頼りになるのではないかと思った。











エピローグ






　凛ちゃんと委員長が少しお話をして打ち解けたころには、教室含めて廊下にはすっかり生徒はいなくなって、遠くのグラウンドや校舎から掛け声や吹奏楽部が演奏する楽器の音が聞こえてくる。

「委員長、この後はどうすんの？」

「まだ時間あるし、このまま部活に行くわ！」

「そうか、じゃあ今日はここで解散ということで大丈夫？」

「うん、お疲れ様！」

「あいよ」

　確かに早めに集まりも終わったし、軽音楽部ということもあってみんな集まって演奏したり、今後について話し合う時間は貴重であるに違いないだろう。

　帰宅部の俺はそんな貴重な時間を奪うわけにもいかないので、さっさと退却することにしよう。

「お疲れ様です、三み上かみ先輩」

　凛ちゃんもまたぺこりと委員長に向けて頭を下げる。

「うん、お疲れ様！　……そういえばこんな可か愛わいい後輩とさっきまでいっぱい話をしたのに、まだ名前聞いてなかったぞ!?」

「確かに……。俺は知ってるから、気にもしなかったな」

　委員長はさっき最初に名乗っていたが、凛ちゃんは委員長の勢いに圧倒されて自己紹介をする間もなく、会話が進んでしまったからな。

「今更だけど……。お名前は？」

　ちょっと申し訳なさそうに、委員長が凛ちゃんの名前を尋ねる。

「間ま宮みや凛と、申します。改めてよろしくお願いします」

　改めてかしこまった雰囲気があるせいか、名乗る凛ちゃんの浮かべる笑顔は、少しだけ違ったように見えた。

「凛ちゃんかー！　りんりんって呼ぼうかな！」

「じ、自転車みたいですね……」

　そんな少しだけ違和感のある表情も、何も知らない委員長のいつもの高めなテンションにまきこまれてすぐにいつもの表情に戻った。







　委員長とそのままそこで解散して、俺たちはいつも通り校舎前で合流して帰路に就いた。

　自転車をゆっくりと押し歩きながら、話を再開する。

「すまんな。委員長はいつもあんな感じなんだ。同級生なら嫌な顔をするやつはあんまりいないんだが、後輩の立場である凛ちゃんなら萎縮しても無理ない感じだったし」

「いえいえ。最初はびっくりしましたが、本当に良い人だって分かりましたし」

「まー、人を悪く言ったりすることを一番嫌がるし、無駄だと思っているからな」

　今でこそ結構自分の意志を貫くことも増えてきているが、それでも恋愛に巻き込まれることを一番恐れたり、一年生の頃は周りに合わせて彼氏を作って波長を合わせたりしていたわけで。

　人と関わることがうまいからこそ、そういうことには人一倍敏感な人ではある。

「でも本当に……お兄さんのことを信頼されている方なのですね」

「うーん、あの人の中で今俺がトレンドってだけなんじゃない？」

「ど、どういうことですか？」

「今の委員長の考え的に、俺といるのが一番スムーズに事が進むってこと」

「そ、そんな考え方なのですか？」

　凛ちゃんの表情が一気に曇った。何か違う意味に捉えたらしい。

「いや、何か言い方が悪くて何か俺を利用しているみたいな言い方に聞こえるかもしれないけど、そういうわけじゃないんよ」

「……？」

「委員長が一年生から二年生の今にかけて色々経験してきたことを踏まえて、今の段階では俺とやりとりすることでやりやすいことがあるってことよ」

「それが……先ほど言っていた恋愛感情抜きで関われる関係という話ですか？」

「そういうこと。委員長の性格上、誰にでも明るく人当たりがいい。そして見てもらったから分かるけど、容姿もいいからとにかくモテるからな」

「それに加えて、すごくオシャレでした……」

「校則ギリギリを攻め込んでるからね。そういうところも、ぶっちゃけ校則が厳しいとか不満抱えている人たちからも支持を集めてるからね。まぁその分、優秀なのに先生からちょっと評価厳しめになったりとかあるらしいけどね」

　それでも学力・運動・部活・学級委員長としての統率力・地域貢献など非の打ち所がない。

「それでも、あれだけ出来る方なのですね」

「実際のところ、この高校周辺に住んでいる高齢者の方は、委員長の地域ボランティアや日々の挨拶や礼儀正しさを見て、チャラチャラした見た目という認識からオシャレな子って認識を変えて可愛がられてるからな」

「す、すごいですね……」

　オシャレが出来ないことに悪い意味で反発して、周りをさらに不快にさせるのではなく、評価を得て認めてもらえるところまで突き進む。

　これが委員長のすさまじいところである。

「俺もただただすごいと思うよ」

　委員長の能力の高さにはただただ驚きでしかない。大して関わらなかった一年生の頃の時点ですごいことは分かっていたが、最近近くで見るようになってよりすごさを感じるようになった。

「……先ほどの話の続きですが、本当にお兄さんは三上先輩のことが気にならないのですか？」

　少しの間の後、凛ちゃんが改めてそんな話を切り出した。

「委員長のこと？　まぁなんであそこまでいろんなことに機転が利きくのかとかすごい気になるな。どういう柔軟な考えをしたら、あそこまで視野が広くなるかとか……」

「そうではなく、恋愛対象としてです」

　珍しく凛ちゃんが俺の話を途中で遮って、さらに質問をぶつけてきた。

「ならんな」

　その問いにシンプルにＮＯという回答のみを伝えた。

「どうしてですか？」

「どうしてって……。そりゃ委員長もそういうの苦手って言ってたし、考えるまでもないってことやね」

「お兄さんの意思は……無いのですか？」

「意思？」

「たとえ相手にそのようなことを言われても、あれだけ魅力的な方に信頼され、距離感が近くなれば気になることもあるのではないかと……」

　どうして凛ちゃんが、そのことについてそこまで気にするのかは分からないが、誤魔化すようなことでもないと思ったので、自分の考えをそのまま伝えることにした。

「俺の意思としては、委員長とあのぐらいの関係がいいんだよ」

「え……？」

「付き合うとかそういうことを考えない関係が、一番お互いに素だし、普段言ってしまえば評価が落ちるのではないかと考えるようなマイナスなことも話が出来るってことよ」

「……」

「ここに恋愛感情が入ると、途端に羞恥心とか無駄な気遣いとかが生まれる。それがむしろ委員長と関わるには関係悪化の要素になるってとこかな。だからその恋愛とかの考えはするまでもないってとこだな」

　今の委員長が求めているのは、気兼ねなく信頼し、それなりに自分の現状を知ったうえで変わらずサポートをしてくれる人物だと勝手に思っている。

　そして俺も委員長のすごさが関わるうちに分かってきたからこそ、出来ればその役をしたいとは考えている。

　恋愛とかいう考えがある無いという問題より、する過程にすらいないほど逸脱しているのではないかと考えている。

　それぐらい逸脱しているからこそ、委員長も周りから見れば俺たちが付き合いそうなのでは？　と考えるほど距離感が近いのだとも思っている。

「……難しいですね、恋愛とか人と関わることって」

「いや、委員長のキャパが広すぎて普通の学生の考えから逸脱しているような気がするから、真に受けない方がいいよ」

　そもそも、周りの雰囲気を察知してとっさに彼氏を作ろうとしたのが高校一年生という時点で、周りを察知し、合わせる能力が高すぎる。

「でも、そんな人とお兄さんも関わっている……」

「俺は委員長のすごさを横からただ見て、調整できるところを触ってくれって言われて、適度に調整フォローしてるだけだから実際のところ何もしてないよ」

「では……お兄さんにとって恋愛は？」

「えっと……」

　はっきり言って、分からない。

　でもここまで饒じょう舌ぜつに話しておいて、ここに来て分かりませんって歯切れ悪く話すなんてめちゃくちゃかっこ悪いのだが。

　ここで妹なら、なんて言うんだろうか。

「……さっきの話と逆で、恥じらいとか気遣いとか、俺は恋愛に必要なんじゃないかな……？」

「……なるほど」

　何とか回らない頭でひねり出した言葉は、あまり凛ちゃんに刺さらなかったようで、凛ちゃんの反応も歯切れが悪かった。

　確かに俺と委員長の関係は、普通の人が詳細に見れば見るほどいびつなものであるのかもしれないと、今になって感じたりもするわけだが。

　……待てよ？

　委員長との恋愛的要素を凛ちゃんに対して否定した後、自らの頭の中でも考えられないといったように振り返った時、ある一つの考えが浮かんだ。

　恥じらいや気遣いが必要と、先ほど俺はとっさに口にした。

　おそらくだが、とっさに口にしたことは恋愛に関してあまりにも疎うとい自分の中で、何とか考えている本音の部分にあたるだろう。




　凛ちゃんの勉強に対する頑張りに対して、成績が付いてこなくて悩んだ時。

　交友関係において、自分の力ではどうにもならず、苦しさを吐露した時。

　夏休み。塾漬けの日々の中で、妹に見せられたアイスのチラシから少しだけ素直な気持ちを話すようになった時。




　その時に自分がとった行動って──。

　考えた時、一言で表せる言葉は『気遣い』という一言しか出てこなかった。

　この子の純粋な頑張りや、悲しみ、少しの羨せん望ぼうを感じた時、いつも自分は微々たることであるが、動き続けてきたような気がする。




　妹の友達──。




　俺をはじめとする家族を支えるためにあの年から奔走するしっかり者で可か愛わいい妹が、どこまでも信用する子なのだから、当然大切で出来ることであれば助けてあげたい。

　最初はそんな感情半分と、絶妙な年齢差と友達の兄という微妙な立ち位置であることから怖がらせてはいけないということから、不干渉を貫こうという感情が半分。

　そんな感情の拮きっ抗こうバランスが、彼女の動作やしぐさから伝わる感情によって少しだけ崩れた時、初めてこの子に声をまともにかけて自分の出来るサポートを行った。

　そしてその後に、彼女はいつも笑った。

　いつもびっくりするほど綺き麗れいで、おとなしくて真面目なこの子が、嬉うれしそうに笑う姿というものは不思議と自分の体を動かそうとするものがあった。

　そのぐらいの頃から、いつの間にかこの子に口をはさんだかと思えば、自分で何やら動くということが増えてきた。

　その時にいつも自分の中に抱いていた感情を一言で表すなら、やはり『気遣い』という言葉しか当てはまらなかった。

　だからと言って、委員長に対して気を遣っていないわけではない。

「分かんなくなってきた……」

　凛ちゃんに対しても、委員長に対しても彼女たちに何かあって、俺自身で何かできるフォローであれば、動くことに変わりはない。

　でも、凛ちゃんには必要以上に俺の個人的なことを話すことはしていないし、しようと思ったことはない。

　ただ、委員長には頼るべきことは頼るし、ちょっとだらしないところや後ろめたいこともすでにそれなりに共有しているわけであって。

　これも、俺は自然と凛ちゃんに対して『恥じらい』を感じている？

　いや、見み栄えと言った方がいいのかもしれない。

　俺はくるっと横を向いて、凛ちゃんの顔を見た。

「どうかされましたか？」

　いつものように整った顔が、こちらを見つめている。

　自分で言ったことを照らし合わせて、このような結論になる。

　ということは、先ほどの発言でこの子はもしかすると──。

「いや……」

　その後の言葉が続かない。

　こんなことをずっと頭に巡らせているなんて話すことは出来ないし、その代わりの言葉が見つからない。

「何を考えていたのか、素直に言っていただけませんか？」

　透き通った瞳が、俺の心を射い貫ぬく。

「委員長との関係がそうであるなら、君との関係は一体何なのかってね……」

「！」

「俺が今話したことを結論とするならば、君に今までしてきたことは凛ちゃんにとって苦痛にしかならないような気がしてきた」

　自分の中で巻き起こった問題点についての結論が見つかる前に、自分の発言で凛ちゃんを一瞬にして苦しめる要因にしてしまった。

　凛ちゃんは顔を伏せて、何も言わない。手をぎゅっと握りしめている。

「君は、早さ紀きの……妹の友達」

　早紀の最も大切にする友達である彼女をフォローする。それだけの関係。

　だからこそ、気遣いや妹の兄として恥をかけないという感情が湧き上がるということは、自然なこと。

　まだまだ俺は、恋愛というやつが分かっていないらしい。

「ダメだ。考えるだけ、無駄なような気がしてきたぞ」

　友人たちはどんなにしょうもないことを言っていても、彼女がいて恋愛観というものをそれなりに確立している。

　そんな友人の前では多少なりとも利口気な口をきいているというのに、こうして考えてみると明らかに後れを取っていると感じてしまう。

　委員長とは、軽めな感覚で関わっているからお気楽でお互いに嫌気がささない。それがこうして今、仲良くしている第一要素だとは思う。

　ただこうして考えると、俺が特段難しいテーマと感じてしまう恋愛という感情や興味を、シャットダウンしておきたいという無意識の思いから行動をしている。

　異性としっかり向き合うということを基本的に避けたい俺と、自らの恋愛に関してとにかく避けていきたい委員長が絶妙に合致して今の関係性なのかもしれない。

「だとしたら、なんとも情けないというか……」

　これで、俺がそれなりに異性と向き合うことが出来ていて今の関係なら、自分で言うのもあれだが普通にかっこいいと思うのだが。

「お兄さん、ちょっとだけ私の話を聞いてくれますか？」

「ん？」

「まず、私との関係性を〝妹の友達〟と定義することをやめることから始めてみませんか？　そうすれば、今お兄さんが悩んでいることに対する答えが出るのでは……と思います」

「妹の友達という関係性をやめる？」

「やめるというのは少し意味が違うかもしれませんね。その妹の友達ということを意識せずに接してみませんか？」

「そ、そんなことを言われても、君が早紀の友達であるということに変わりはないよ」

「考え方次第、だと思います。今、お兄さんは私を早紀の友達であるからという感情が強すぎると思います！」

「……確かにそうだね」

　今、凛ちゃんに対する思いは、何とか彼女のサポート役になろうという思い。妹が大事にする友達を助けてあげたいという感情が全て。

「今、お兄さんがしてくれていることは私に対して苦痛かもしれないと言いましたね？　そんなことはありません。そんなことよりも私は、お兄さんの中で妹の友達だっていう感情が強いことが残念ですけどね？」

「え？」

「私に何でも優しくしてくれるのは、なーんか全て早紀のためにって感じで、ちょっと早紀に嫉妬しちゃうと言いますか……」

　言っている途中で恥ずかしくなったのか、最後の方は口元を押さえながら、話す声が小さくなった。

「い、いや。そういうわけじゃないよ？　そ、そんな言い方されたら、重度のシスコン男みたいじゃん！」

「いや、今のところ十分そうだと思いますけど……」

「噓うそやん……」

　確かにちょっと可愛いとか、何でも出来るとか自慢したくなるような妹ではあるが。

「だからこそ、これからはそういう関係性は考えずに接してくれませんか？」

「……でも、どうする？　今の考え方捨てた瞬間、冷たくなったら」

「早紀に泣きつきます」

「誠心誠意、尽くさせていただきます」

　多分、そんなことをされたら二度と家の中に入れなくなる。

「冗談です。そんなことは考えていません。お兄さんは絶対にどんなことがあっても私を助けてくれます」

「ちょっと俺を神格化し過ぎじゃない？」

「そんなことはありません。伊達だてに二年間もお兄さんに甘えてきた身ではありませんから！　それに……」

　俺の服の裾に凛ちゃんがそっと触れながら、こうぽつりと口にした。

「私も、お兄さんが私自身を純粋に見てもらえるように、行動しようかと思いますので……！」

「お、おお……」

　どんな行動をするつもりなのだろうと、自分には何の想像もつかない。

「でも、お兄さんはおそらく何も分かっていないでしょうから、今日はその第一歩ということで……」

　そっと俺の服の裾に触れていた凛ちゃんの手が、すっと俺の手を摑つかむ。

　そしてそれと同時に、服の裾に手が触れる時とは違う感覚。

「ずっとありがとうございます」




















あとがき






　この作品を出版するにあたって、携わっていただいた担当者様をはじめ、全ての関係者の方に感謝申し上げます。再びこうして出版する機会をいただき、感無量です。

　そして、手に取ってくださった読者の皆様に感謝を申し上げます。

　前回の作品から続けて手に取ってくださった方、本当にありがとうございます。




　読了、お疲れさまでした。
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